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With English translation! 
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慎二 0] 中 9 沼 党 言 ! 


アスク 


は じ め に 


ちゅ う i に うち く め ほん ご 


級 レ ベル の 日 本 語 力 の 構築 を 目指 す と き 、「 日 林 主 能力 試験 2 弧 全 格 レ ベル 」 へ 
を な ポイ に 


I ント と な り ま す 。 話 し 言 業 中 必 
ん ぼう ひょう げん は ば お お 


さい 


本 語 へ 移行 し て いく 際 に 、 漢 字 ・ 語 消 ・ 文 法 ・ 表 現 の 幅 は 大 き 
1 くり 生 5 ない AOE っ ます いた り 件 C 簡 ん だ リ する 私 、 の で 


本 き は 、 日 本 語 能 試験 3 役人 衝 レ ベル (所 衝 修 了 レ ベ ) の 学習 者 が 、 基 礎 固 め を し 
が くし ゅ う い こう な いよ う 


な が ら 、 新しい 項目 の 学習 、 すなわち 下級 レベ ル の 日 本 語 へ と ス スム ー ズ に 移行 で きる 内 容 
と な る よう に 考え て 作 り ま し た 。 


本 の 特長 は 次 の と お り で す 。 
に ち 


【』) せ いか 


@ 日 党 生 活 で よく 見 か ける 文書 な ど が 素材 
昌吉 生活 で よく 見 か ける 文書 や 表示 を 素材 に し て 学習 し て いき ます の て 実用 的 な 日 本 
4 L ゅ うこ うり つ あ 


当 カ が つき ます 。 ま た 、 生 活 知 識 を 生か し て 学習 で きま す の で 、 学 習 効 率 も 上 が る で し ょ う 。 
@ テ ー マ ご と に 学習 項目 を 整理 


涯 項目 は 、 日 常 的 な テー マ に 沿っ て 導入 し て いま す 。 共通 する テー マ が ある の で 、 学 
暫 項 目 の 整 理 も うま く で きる で し ょ う 。 
@ 国 め と 新しい 項目 の 学習 の 組み 合わ せ て 徐々 に ステ ッ プ テッ プ 
3 級 レベ ル の 基礎 的 な 文章 ・ 表 現 を 使い な が ら 、3 級 レベ ル の 実力 固め ・ 運 用 アップ 
2 


を 図る と と も に 、2 級 レベ ル 到 送 に 必要 な 新規 項目 の 学習 も 取り 入れ て いま す の で 、 無 
な (学習 が 進め られ ます 。 


ほん や く 


le 


本 者 は 、 日 営 生 活 に 密着 し た 文 や 素材 を 多く 取り 上 げ 、 日 本 証 能力 試験 対策 だ け で な く 、 
癌 格 を 目的 と し な い 学習 者 に も 役立つ よう 工夫 し て あり ます 。 
この 未 が 中 ・ 上 上 級 レベ ル へ の 日 本 # カ の 向上 を 願う みな さん の 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 


最後 に 、 こ の 本 の 制作 に 際 し 、 ご 助 カ くだ さっ た 友人 の フィ リッ プ ・ ワ イト さん 、 花 色 
杭 さん 、 ま た 制作 に 携わっ て くだ さっ た すべ て の 方 々 に 感謝 いた し ます 。 
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ほ ん つ か か た 
| 
この 本 の 使い 方 
だ し ゅ う だ い し L ゅ うか ん べ ん き ょ う ご 992 あん な いじ しょう \ に ち じ ょ う せ いか つ 
本書 は 、 第 1 周一 第 8 週 まで の 8 週間 で 強し ます 。 広告 や 案内 状 な どの 日 常 生 : 
で よく 見 る 文書 か ら 冶 め て 、 日 本 主人 能力 試験 で 出題 され る よう な 論説 文 ま で 徐々 に 


レベ ル ア ッ プ し て いさ ます 。 


This book is meant to be used as an eight-week study guide. Your Japanese ability will improve steadily as you study everything from 
advertisements, invitations and other examples of Japanese writing found in daily life to reading passages similar to those found in the 


Japanese Proficiency Test. 


本 毛 入 第 1 周到 第 8 周 共 需要 8 周 時 同学 妃 。 日 常 生活 中 常 見 前 告 和 宣 億 単 , 到 日 本 租 能 力 測 渡 中 出現 的 文章 。 叉 用 了 循 序 活 近 的 方 式 来 提 


井岡 談 能 力 。 
旦 型 位 剤 1 手 - 2 剤 8 和 下 2 
外 え | 介 介 引 本 民生 租 可 介 ロ . 


の まず 
ぶん し ょ 3 


ーー 


SE Ar に 


8 季 豆 t ぞ 早 翌 ロ 本 . サマ HI 信 


闘 央 中 


合鍵 谷 則 田中 付 外 季 呈 モ 号 人 早 胃 当世] 富 可 | 習 引 圭 列 本 モ 


を よく 読み まし ょ う 。 文 章 を 
理解 する た め の ポ イン ト が 書 
いて あり ます 。 


First, please read the instructions here carefully. 
They contain important pieces of advice that 
will help you to understand the Japanese 
sentences found in this text. 

首 先 , 得 仔 引 岡 送 六 里 所 写 的 内 容 。 妨 了 難 助 理 
解 文章 , 附 有 重点 提示 。 

和子 信 , 可 2g 包 弘 モ 列 舎 答 名 9 中 刈 縛 . 吾 
舎人 | 避 計 | 相 幹 隊 A 下 旬 包 相 紋 谷 ロ 呈 . 


© 


豆 


ST て で お ペ ベ ページ の 「 も 
ん だ い 」 を 読む 前 の 準備 を し 


ます や さじ い 話 し じ し 童 葉 で 書 


いて あり ます 。 


身 の ま わり の 文書 を 読も う 


っ め い 


4 日 目 説明 書 ① 


Explanations① 
培 明 吉 ① 
TAD 


E 意 し よう ! 


りょう げ ヒル 4 
人 注意 や 禁止 を 表す 表現 に 注 
Be careful with cautions and prohibitions! 
彰 注 意表 示 揚 醒 、 茜 止 等 的 表 送 方 式 ! 科 可 け H 言 久 呈 け 叶 叶 王 笠 誠 中 欠 引 計 下 ! 


て し ろ 。 ~ す る な 。 
ーー し な さい 。 
~ す る よう に (し て くだ さい )。 
て する こと 。 


ーー し な けれ ば な ら な い 。 


ー し な いこ と 。 
ーー し て は いけ な い 。 


か た ち ちゅ 3 い 毅 上 あら 5b ば あい 


放 「 す る ! 」 「 一 し な い ! 」 と いう 形 で 注意 や 禁止 を 表す 場合 も わり ます 。 
“Suru!' and ‘shinai!' forms are also used in cautions and prohibitions. 


用 「 す る 日 「 一 しない 遂 和 形式 表示 提 醒 或 林 止 


- [する しない 相生 季語 中 由 を 4 和 そ 中 私 
つぎ か いわ が ん よ あと MA 。 た だ し 
To prepare for the studying you will undergo。 | oeec ぁ 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 


please read the questions on the page to the 


こん な も の が 中 に 入っ て いま し た よ 。 


ーー し な いで (くだ さい )。 
て し な いよ うに (し て くだ さい )。 


SOy 


(答え は 次 の ペー ジ ) 


right. They are written in simple conversational 陸 財 

Vocabulary. の : あ 、 う ちの 子 の お も ちゃ だ 。 だ か ら ビ デオ が 回 ら な か っ た ん た だ 。 

役 好 較 天 「 准 各区 「 同 題 」 的 准 各 送 是 修理 の 大 : ええ 、 よ く ある ん で す よ 。 凌 物 が 引っ か か る と ……。 

用 浅 品 易 憧 的 口 秋 号 的 。 i 
男 の キ う で すか 。 よ く 般 っ て いた か ら 、 考 を は さん じゃ いけ な いな あと 

「 欠 同 」q 介 @ 計 等 枯 o|2| 時 久 | 人 を CRA TT こん な 8 の AA て いな と i 

$ 思 人 0 1 も の の も が 間 

語音 品 中 . 利き 羽 赴 秘 豆 名 約 舎 口中 . MNO ド | 

修理 の 人 : グ 度 、 スイ ッ チ を 入れ て いる の に 動か な か っ た 場合 は 、 罰 な いて で す 


の 「 じ ゅ ん び 」 の 文 を 読ん だ ら 
正しく 理解 で き た か チェ ッ ク 
ジ の 


を し ます 。 答え は 右 ペ ー 
下 に あぁ り ま す 。 


After you have read the sentences on the page to 
the right, please check to see whether or not you 
have correctly understood them. The answers 
are written at the bottom of the page. 


周 逢 「 准 各 」 六部 分 時 、 要 秦 入 是 否 己 真正 理解 . 


答案 在 右 項 的 下方 。 
「 科 本 」 | 中 和合 久 ら 可 , 村 豆 2| 9| 避 慌 記 2 
列 ヨ 理 品 陸 . 列 可 を Pe 


か ら す ぐに 芝 源 プラ グ を 抜い て くだ さい 。 


( 注 1) 異物 : foreign objects 昇 物 al 


( 注 2) 電源 プ ラグ : electric plug (cord) 皿 源 搬 甘 旬間 可 ユ 

ビデ オ の 機械 に 問題 が 起き た 。 

手 ど も が 手 を は さん で けが を し た 。 

田 の 大 は 、 手 ども が 機械 に お も ちゃ を 入れ た の を 見 て いた 。 
落 か も の が 持 に 入っ て いた の で 機械 が 動か な く な 
機械 に 異常 が あっ た 場合 は 、 電 源 プ ラグ を 抜く べき で ある 。 


な っ た 。 


On TG1N = 
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中 


むい 


けん けい し き っ せん も ん だ い 9 。 べた ん さよ 


験 形式 の 実戦 開 題 で 、 その 週 


角 に 勉強 し た こと を 確認 


いれ ん し L ゅ う 


を 道 の 1 日 員 か ら 6 日 中 まで は ポイ ント 別 の 読解 練習 で す 。 
し ます 。 


な の が 


Each weekly unit contains six daily lessons that teach a different lesson point through reading comprehension practice. The seventh lesson 
contains questions in the same form as those in the Japanese Proficiency Test that will confirm each week's progress. 

毎 周 的 第 一 天 色 第 六 天 方 非 重点 的 知 解 氏 当 , 第 七天 坊 日 本 淫 能 力 測 江 形式 的 和 歳 回 題目 的 是 碑 入 一 内: 

Ut 


祝 科 名 弄 列 同時 折 可 介 列 呈 下記 職 9 琴 選 号 司 選 谷 


な の か め 


は な こと し っ せん も ん だ い 

話し 言葉 実戦 問題 で 
どっ っ か いれ ん Le3 

読 


5h5 か くに ん 
鐘 練 習 力 が つい た か 確認 


9 半 外 は る 旬 計 中] 翌 信和 


損し ょ う 。 し ょ う ひ ゆう い が 


@380 信 次の間 は 、 箇 品 に つい て の 注意 書き で す 。 読ん で 、 後 の 問い に 秋 え な 
さい 。 (答え は 別 H p.3) 


衣 ご 注意 安全 の た め に 必ず お 守り くだ さい 。 


4 が し た と き は 、 電 源 プ ラグ を すぐ 抜く こと ! 


ほ 17 
ば しょ 


な 場所 に は 置か な いで くだ さい 。 
ge くだ きい 。 


ni (特に お 子 様 に ご 注意 り 


・ 花 びん ゃ コップ 、 植木 録 な ど を 上 に 置か な いで くだ さい 。( ぬ ら さ な いり!) 
・ 手 を は きま な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


は ん ば 


5 人 の を 共に 佐 導 す る よう に し て くだ きい 。 
「 ア シテ ナ エ 事 は 、 技術 と 経験 が 必要 で す 。 販 売店 に ご 相談 くだ きい 。 


(は 4) 


UE ん せい ひ ん に は ん らく な か に 


・ 本 製品 は 、 日 本 国 


任 5) 


( ほ 1) 上 する : to occurarise 秋生 間切 計 中 
( ほ 2) 内 : inside the room 室内 包 中 
( ほ 3) 内 部 ・ : intemal /inside 肉 部 由 早 
( 注 4) アン テ ナ : antenna 天 銭 HH 
) 


At い 0 ん 


( 注 5) 本 製品 : this product 本 凡 品 


間 1 この 注意 草 き と 内 容 が 合っ て いる も の は どれ か 。 
ども が いる 場所 で は 電源 を 切っ た ほう が いい 。 
諾 や 車 の 中 で は 使っ て は いけ な い 。 

ぬれ な いよ うに 注意 すれ ば 花 び ぴん な ど を 置い て よい 。 
内 部 の 掃除 は 家庭 で も で きる 。 


wo ho 一 


間 2 [上 本 国内 専用 で す ] と ある が 、 ど うい うこ と を 言い た い の か 。 
1 日本 で 作ら れ た も の だ が 、 国 外 で も 使え る か も し れ な い 。 

日 本 の 専門 家 が 特別 な 技術 で 作っ た も の だ 。 

日 本 の 中 で し か 使用 で き な い 。 

本 の 中 の 特別 な 場所 で し か 使用 で き な い 。 


た OO MN 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー1・4・5) 


薄 朋 : 捕 還 池 日 


半音 2 BR 中 EE でき 


足 到 中 ユ 季 相 る 


に ち し じょう せい か つっ み ぶん し ょ 3 
ご 日常 生活 で よく 見 る 文章 や 、 日 
ほん ご の うり 』( し けん し ゅ つ だ い 


本 語 能力 試験 で 出 十 で れる よ 
ろ ん せ 
う な 論説 文 な 3 を 読み ます 。 


You will read both Japanese sentences found 
in daily life as well as passages similar to those 
found in the Japanese Proficiency Test 

図 大 日 常 生活 中 常 見 的 文章 及 在 日 本 秋 能 力 測 起 
中 出現 辻 的 文章 等 , 


所 守 選 豊中 旬 外 子 呈 モ 足守 引 所 呈 引 を 人 
詩 相 旬 香 私 司 坪 記 昼 中 豆 各 久仁 口中, 


9 かい せつ ん 0 Sh ご か ん 
注 や 解説 に は 英語 国語 ・ 韓 
a a ほん や 


語 の 翻訳 が つい て いま す 。 


Notes and explanations have been translated 
into English, Chinese and Korean. 

注 衝 及 和解 聞 部 分 、 附 有 英 文 、 中 文 及 電 文 的 翻 洋 。 
全 早 本 相 到 9d・ 和 き 二 9・ 香 二 9] 本 可 9| 久 窒 
リロ 


に ほん ご の 3 うり ょ 《( し けん けい し き 韻 題 て 


日 本 語 能 力 試 験 形式 の 問 * 


か いと う いせ っ つ 


す 。 談 え は 別 穫 「 解 藻 ・ 
こ - あ り ま す 。 


The questions written here simulate those found 
on the Japanese Proficiency Test. Answers 
can be found in the booklet “Answers and 
Explanations” included with this text. 

日 本 番 能 力 測 武 形式 的 身 琴 , 答案 在 「 解答 ・ 解 聞 」 
附 二 中 。 

当 呈 中 せ 紳 昼 習作 本 足 列 知 中. 本 舎 肖 必 
「 誠 再 ・ 相 包 」 9 吹 舎 ロ 耳 . 


に ち め むい か め な の か 


1 日 目 ご 6 日 目 ま で は すべ て の 漢字 に ルビ が つい て いま す 。77 日 目 は 、2 級 レベ ル 以 
上 の 漢字 に ルビ を つけ て あり ます 。 


Readings have been written next to the kanji in the daily lessons. The test on the seventh day will have readings written only on kanji above 
level 2 dfficulty. 

第 一 天 到 第 六 天 部 分 的 所 有 況 字 均 附 有 優 名 。 第 七天 部 分 。 二 銀 以上 的 況 字 オ 附 有 優 名 

弄 列 叶 ~ 可 介 列 号 外 豆 記 入 外 9d 留 フ 1 登 可 % 合 口 叶 . 所 斉 列 人 2 号 司 習 ] オ 9 可 媒 外相 名 外語 再 d ト 生 就 合唱 叶 . 


と か な ら ご た あ に ち め 


を 解い た ら 、 必 ず 臣 え 信 わせ を し まし ょ う 。 1 日 目 ご 6 日 目 の 「 も ん だ い 」 や 、 
7 日 自 の 「 実 戦 韻 題 」 の 符 え や 難し い 表現 の 解説 は 列 穫 「 稲 区 ・ 解 説 」 に 書い て あぁ 
り ま 二 。 迷 挟 に つい て いま す の て で て 、 取り 外し て 使っ て くだ さい 。 


Once you have answered the questions, make sure they are correct. Answers to the questions found on the first six days of each weekly unit 
and the test questions are found in the booklet “Kaitoo / Kaisetsu (Answer Keys)” included with this book. It is attached at the back of this 
book and can be removed for ease of use. 

管 題 后 , 一 定 要 対 答案 , 第 一 天 到 第 六 天 的 回 題 及 第 七天 的 容 上 同 題 前 答案 、 傘 度 深 的 表現 法 的 解読 , 均 在 「 解 答 ・ 解 説 」 附 穫 中 。 附 胃 在 本 事 的 最 后 , 
身 取 下 来 使用 。 
豆 諸 時 普 思 邊 下旬 司 再 島 鞭 逢 語 史 中. 列 列 時 - 可 胸 列 呈 引 「 写 剤 」 叶 , 当 習 列 司 引 「 当 補足 剤 」 可 斗 9] 避 企 正 娠 引 司 名 を 「 理 贅 避 可 ・ 恒 斉 」 
中 婦 羽 答 り 叶 . 私 司 引 芋 91 包 2 り 可 坪 可 引 人 ] 代 き 本 馬 剤 8 . 


る ぎ 示 に は 、 日 失語 傍 み 哉 験 2 級 レ ベル の 「 ま と め テ スト | が あり ます 。 第 8 週 まで の 


べ ん き ょ 3 


勉強 が 終わ っ た ら や っ て み ま 関 Joe の 


At the end of this book, a collection of questions of the Japanese Proficiency Test Level 2 can be found [“Matome Tesuto (Summary Test)"] . 
After finishing your eight-week study, test yourself by answering these final test questions. 


本 事 最 后 附 有 日 本 午 能 力 測 直 二 級 的 「 ま と め テ スト (人 合 測 江 )」. 学 ゴ 到 第 8 周 符 東 , 武 着 人 仙 看 E. 
列 登 中世 記 闘 ] 写 旨 翌 2 吾 可 音 「 ま と め テ スト (知司 丁 全 中 )」2 多 谷 品 叶 . 利 8 所 外 ス | ぞ 早 言 登 還 伸 村 番 9] 兄 利多. 


せい げん じ か ん な い 


ドミ 70 時 間 を 計っ て 、 テス ト の つも り で 解き まし ょ う 。 制 限 時 間 内 に 
終わ ら な く て も 最後 まで 続け まし ょ う 。 


When answering “Summary Test”, please time yourself and attempt to simulate an actual test situation. Answer all the questions even if you 
are unable to finish within the time limit. 

祭 合 測 部 分 寺 算 時 同 , 就 当 作 是 一 次 考 武 叩 。 即 使 波 能 在 規定 的 時 同 内 完成 。 也 堅 持 到 最 后 叱 . 

きる 本 純 全 恒 記 人 | 社 舎 草 4] 2 習合 豆 芯 知 g] 品 誠 呈 . 贅 入 旬 社 本 中 召 財 | 英 慎 中 王 召 下 | 笠 相 芋 旬 下 . 


だ い し ゅ う けい じ ぶつ は い ふ ぶつ 


第 1 週 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う ceeeeeeeeee SOIC つた < 


Reading Notice Boards and Circulars 壮 看 提示 物 ・ 分 妥 的 物品 旬 角 量 ・ 級 至 号 号 名 


第 g 週 邊 の まわ りり の 必 午 在 本 所 2 ドド ツー らら 


Reading the Language All Around Us 壮 岡 境 日 常 生 活 周 遭 的 文章 〒 ョ 相田 人 | 土 | 中 三 足 和 言 名 大 


だ い し ゅ う うし ん ぶん 


第 3 週 二 直 層 だ 5m ツ 2 に こら 2 の プン ーー 日 


Reading Correspondence 図 天 通 信 文 章 舎人 中 言 記入 


し ゅ う し ん ぶん 


新聞 を 読も う ceeeeeeeeeeeeeeeeee eoseeeeeee PE EE) PO) 50 


Reading Newspapers 看 拓 矯 祭 呈 富久 入 


第 5 週 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う ・…・……… バ ーーーー・ B4 


Heading Newspaper and Magazine Articles 看 振 乱 或 奈 志 的 去 欄 公 足 芽 告 X|S| 妊 習 号 名 久 


目 且 虹 IUWR 先 時折 5 に enuouet8k あっ る 誕 koooooc の の の 


Reading Diaries and Novels 看 日 叫 和 小池 嘆 フ IS 全 介 同 久 式 


RDG ピグ イコ: よこ まで 


Reading Essays _ 岡 壮 散文 人 旬 Ol 早 避 久 


し ゅ う ろ ん せ つぶ ん 


論説 文 を で っ 12EC2 を か コチ 6 


Reading Articles about Academic lssues 賠 境 作文 記名 足 号 宮 久 


[ 付 久 店 胸 2202 ea me ye eu を RI 


SummaryTest 祭 合 測 芝 きる 印 全 丘 


か いと う か いせ つ 


[別冊 ] 解答 ・ 解 説 


AnswerKeys 解答 ・ 解 況 。 引 守 ・ 蛋 旬 


さあ 、 次 の ペー ジ か ら 始 め ま し ょ よう! 


Notices ① 
館 明 ① 
stHH① 


WES た だ 時 は 
日 時 を 正しく 読も う ! 
Accurately identify the day and hme! 

得 正 秦 地 天 日 期 ! 可 言 村 評 本! 


ね ん まつ ね ん し が つ に ち 。 に が つま っ か 

* 年 末年 始 (15 月 68 日 ご ろか ら 1 月 4 日ごろ まで ) 
34 本 びる じ 

* 正午 ( 昼 の 12 時) 

じ に 旨い じ 

ゃ 19 時 (午後 7 時 ) 

大 「 た だ し 、……」 は 例外 を 音 う と き を 、「 な お 、……」 は 説明 を つけ 加え る と き に 使い ます 。 
‘Tadashi....” is used when an exception is given. ‘Nao...” is used when an explanation is added. 


「 た だ し ……」 用 在 表示 例外 的 時 候 ,「 な お ……」 在 追加 地 明 的 時 候 使 用 。 
「 た だ し ……」 モモ 史記 言 民 芋 可 ,「 な お ……」 世 旬 思 含 買 昔 所 可 g 人 和音 叶 


つぎ か いわ 避 ん えら 
aa 


3G 次 の 会 語文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。( 邊 


女子 学生 : これ か ら ど うす る の 2? 

学生 : レポ ー ト 書か な きゃ いけ な いか ら 、 叶 内 較 午 租 へ 行く つも 

女子 学生 : あら 、 きょう は 第 3 月 曜日 だ か ら 休 な ん じゃ な い の ? 

明子 学生 : う う ん 、 開 いて る よ 。 第 3 月 曜日 が 祝日 の 場合 は 次 の 日 
る ん が 。 

Ea し te 


所 早生 まあ そう に 0 ウ カ か ら た に じゃこ あじ た が 休み と うこ と 
も 調べ た いこ と が ある か ら 、 一 緒 に 行こ う 


EB だ と っ て いた 。 
と し ょ か ん 


出 ⑦n が 
あす は 火曜 日 で 図書 館 は 開い て いる 。 


は 次 の ペー ジ ) 


リ な ん だ 。 


が 休み に が 


ね 。 わ た し 


た か ら 市 中 央 図書 6 


ご ぜん じ 


午前 10 時 か ら 午 後 時 


いよ う び きゅう が 


し ゅ くじ つ 。 か さ ば あい っ "ん 
た だ し 祝日 と 重なっ た 場合 は 火曜 日 が 休館 
か 
し か 


年 来年 始 | 12 月 28 日 か ら 1 月 4 日 
と くべ つき ゅ うか ん が つ に ち が つみ っ か 3 が つ に 
特別 休館 日 | 2 月 1 ] 日 ・5 月 3 日 5 日 ・9 月 3 日 


が つつ いた ち と お か で ん き こう じ りん じ 
* な お 、10 月 1 日 より 10 日 まで 電気 工事 の た め に 了 臨時 で 休館 し ます 。 


| 第 3 月 曜日 
=| 
る び 


か いか ん じ か ん 
( 注 1) 開館 時 間 : opening hours 下位 時 同 思 入 旬 
し と うし っ 


( 注 2) 児童 室 : children's room ルル 童 室 oll る 
うか ん び 
( 注 3) 休館 日 : holidays 休 値 日 香 尋 9 


EE よ が か だ (店 し ば あい 
間 1 この 図書 館 で 、 使 用 で き な い の は どの 場合 か 。 
と 29MU5S ご で. さん 5 ゅ ) a ば あい 
1 児童 室 を 午前 中 に 使用 する 場合 
が っ SW きん よう ば 


2 第 3 金曜 日 に 20 時 まで 使用 する 場合 
3 第 3 月 曜日 が 祝日 の 場合 
4 が つ 


5 が じょう 


10 月 10 日 の 正午 か ら 午 後 2 時 


間 2 この 表 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 この 図書 館 は 、 第 3 月 曜日 と その 翌日 は 閉まっ て いる 。 
よっ が ん だ い (oO が ね ん まつ ね ん し い が い あ 
2 この 図書 館 は 、 第 3 月 曜日 と 年 末年 始 以外 は 開い て いる 。 
だ ょ か M うし っ WV に と ょ か へ いか よう 
3 この 図書 館 で は 、 児 童 室 も 友 日 図書 館 の 閉館 まで 使用 で きる 。 
4 この 図書 館 は 、 休 館 日 以外 に も 臨時 で 休む 日 が ある 。 


ひだ り 


( 左 ペ ー ジ の 


た 


Fi 


ーー 1 ・4) 


員 
li 


第 一 周 : 靖 有 提示 物 . 分 和 的 物品 / 刊 人 下 "| 人 言 ・BI エ 言 言 8 ス | m9 


1 週 


掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


あ ん な い 


日 目 案内 ⑧ 空 
場所 や 方 向 を 正しく 読も う ! 


Accurately identfy the place and direction! 
適正 碑 地 天 地 点 和 方 向 ! 全 結 喘 司 人 叶 号 剤 針 外 ! 


< 向かい 


across from / opposite 対面 如 選 


・ な な め 向 か い 


diagonally opposite 斜 対 面 可 オ 9 ら 豆 守 中 選 


さ せつ 
お 
。 向こう 。 左折 する 
across from / opposite 那 辺 ロ 民 ( 左 に 曲がる ) 
て きえ 
・ 手 前 
on this side of 華 自己 的 前 面 人 オク | 紳 介 を 科 
と うざい な ん ぼく ひょう げん ちゅ う し 
大 [東西 南北 」 を 使っ た 表現 に も 注意 し まし ょ う 。 A 
Be careful with expressions including ‘east/west/south/north” 前 
身 注 意 使 用 了 「 赤 南 西北 」 的 語句 . fa 
「 生 針 旨 号 」 信 人 理科 昔 < < 
こう ほう 
f 
K つぎ か いわ ぶん 
023G 竹 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 
じじ EE が で せい か いじ ょ う っ . i 
女子 学生 : ね ね そえ 、 そ ろ そ ろ 会 場 に 着い て も いい ころ じゃ な い ? 
だ ん し が くせ い ぁ る へ ん や っ きょく 。 お か 
男子 学生 : そう だ ね 。 だ いぶ 歩い た し 、 変 だ よね れ 。 薬 包 の 向こう つて 書い て ある 
や っ きょく 
けれ ど 、 楽 包 な ん て どこ に も な いよ 。 
Gb) が くせ 1 め し ん こう ひだ がり ま へ ん 上 
女子 学生 : えー と 、 ち ゃ ん と 4 つ 目 の 信号 を 左 に 曲がっ た よね 。 変 ね え 。 
だ ん し がく せい め じん た マ う お が て っ で ぐち で 周 し ん ご 3 い 
男子 学生 : あー、4 つ 目 の 信号 っ て 、 地 下 鉄 の 出口 を 出 た と ころ の 信号 も 入れ て 
め も ど 
な つ 目 っ つて いう こと だ うた ん だ よ 、 さき うと ど 。 さあ お わ 、 戻 ろ う 。 
じょし が くせ い 時 の めい か は ヒ そそ < 
子 学 生 : うん 、 も うす ぐ 説 明 会 が 始ま っ ちゃ うか ら 、 急 ご う 。 
が くせ い 
口 1 この 学生 た ち は 、 説明 会 に 行く と ころ で ある 。 
が くせ い 
岬 隊 の 学生 た ち は 、 反対 に 曲がっ て し まっ た よう だ 。 
や っ きょく E 細 まる 
3 薬 忌 の 手前 に 会 場 が ある 。 


4 この 学生 た ち は 、 薬 局 を 通り 過ぎ て し まっ た よう だ 。 
口 5 この 学生 た ち は 、 曲 が る と ころ を 間違え た よう だ 。 


10mVeek 1: Reading Notice Boards and Circulars 


つぎ み と 息 た 
の 案内 を 見 て 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.2) 


全量 eee いた る 寅 款 タワ 
ーー 
ち か て つろ っ ぽん ぎえ ぶん i 


地下 鉄 六本木 R よ り 徒 歩 10 分 


ば ん で ぐち 


・5 番 出口 を 出 て 、 2 ー 曽 に 向かっ て 歩き 、4 つ 目 の 信号 で 左折 し て く 
だ さい 。 そ こ か ら 100 メー トル ほど 行っ た と ころ に 薬 鳥 が あり ます 。 そ の 角 
か ら 4 軒 向こう の ビル の 地下 で す 。 

ゆう りょう 5 ゅ うし ゃ じょう 


会 場 の な な め 向 か い に 有 料 駐 車場 が あり ます 。 


A 


いっ ぽう つう こ 


※ ビ ピル に 面 し た 道路 は 一 方 通行 に な っ て いま す 。 お の 場合 は 、 ご 注意 くだ さい 。 
注 注 . 


( 注 1) 徒歩 : ・onfoot 歩行 エ 呈 
( 注 2) 有料 駐車 場 : pay parking area 付 費 停 征 協 馬 号 季 千 人 
( 注 3) し で NN facing 和 面 対 着 。 豆 蛋 以 中 
( 注 4) ー カ 通行 : ・one way street 単 向 行 正 選 叶 を 民 
と うき ょ 3 ほう めん む 
問 ] [東京 ク ワー 方 面 に 向かっ て 歩き 」 と は どう いう 意味 か 。 
と う う っ ぁ 
1 東京 タワ ー に 着く まで 歩く 
と うき ょ う まえ 
2 東京 を 前 の ほう に 見 な が ら 歩 
7! きだ 9 む 
8 東京 タワ ー に 沿 か っ て 起 の ほう に 歩く 
と うき ょ 3 と お す ぁ る 
4 東京 クワ ー を 通り 過ぎ る まで 歩く 
あん な い な いよ う 5 、 
問 ら この 案内 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
NN りょう ちゅ うし ゃ じ 
1 の 4 斬 と な り に 有料 還 場 が ある 。 
(すり や 。 か 
2 薬屋 と 会 場 は 約 100 メー トル 離れ で \ る 。 
え み いっ ぱ ぽう つう こう 
3 ビル の 前 の 道 は 一 方 通行 で ある 。 
4 会 場 へ は 車 で 来 て は いけ な い 。 
( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・5) 


第 一 周 : 適者 提示 物 分節 的 物品 / 和 1 企 人 | 言 ・ 計 言語 


週 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


RE Notices ③ 
内 ③ 半 
SHJ③ 


意味 を 商 選 姓 え や すい 言葉 に 注意 し よう ! 


Be careful with tricky expressions! 
租 注 意 容易 理解 備 選 的 単 対 ! 突 含 言 可 2| 神 を 吉相 征 引 引 オ ! 


2000 年 以前 = ……1988 年 _1999 年 82000 年 2001 年 … 
10 時 以後 以降 = 8 時 9 時 10 時 11 時 12 時 1 時 … 
いつ か い な い 


ー 日 目 8 日 目 8 日 目 4 日 目 5 日 目 6 日 目 … 
4 人 以上 の グル ー プ = 1 人 2 人 3 人 開 論 還 還 間 BA 


30 歳 以 下 の 女性 = …:28 歳 89 歳 30 歳 31 歳 32 歳 … 
14 歳 未 満 の 少年 = …… THF 誠 思 間 隊 上 還 請 | 14 歳 15 歳 … 


い ば あい まえ 。 すう じ ふく み まん ば あい まえ 。 すう じ 。 ぷく 

大 「 以 | が つく 場合 は その 前 の 数 字 を 含み ます が 、「 未 満 」 が つく 場合 は その 前 の 数 字 を 含み ませ ん 。 
‘Miman’ means ‘less than’, but ‘ika’ means ‘less than or equal to’. When a number is followed by a word beginning with 
(‘T), the range referred to includes that number. 
在 使用 「 以 」 時 , 表示 包含 送 之 前 的 数 字 , 在 使用 「 未 満 」 時 , 表示 不 包含 送 之 前 的 数 字 . 
「 以 」2 曲 記 告 引 モ 寺 91 約 記 生え 時 理 引 2] 革 , 「 未 満 」 | 語詞 千 引 モ 時 1 肌 記 大介 言 芋 性 村 ス | 登 舎 呈 


つぎ か いわ ぶん 


次 の 会 語文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


dr 
dr 


か 


笑 ・ この あら し に 書い て ある 「 レ オン ] っ て 、 駅 前 の レス トラ ン の こと だ よね 。 


( 注 1) 吉河 き か ん ちゅ う 
NORI の 全 サ ー ビス 期間 中 か 。 あ し た 、 みん な で 行こ うか 。 
度 ! うん 行こ うう 行こ う 。 5.000 円 以上 食べ た ら 、 1.000 月 割引 だ し 。 あ そこ 、 
ワイ ンジ が お いし いん で し T。 分 度 は わた に も 飲も うか な お あお 。 


交え ? お まえ は 、 二 十 歳 未 満 な ん だ か ら 、 ま だ 酒 は ダメ だ よ 。 


» 


1 


沈 さ 


( 注 1) と らし :leaHet 所 告 単 せ ヌ ス 
し ゅ うれ ん き ね ん 
( 注 2) 10 周年 記念 : 10th anniversary 10 周年 所 念 10 和 中 2 


口 1 交 は 「 レ オン | の ある 場所 を 知ら な い 。 

2 [レオ ン ]」 は 10 年 前 に 開店 し た 。 

3 娘 は 「 レ オン | で ワイ ン を 飲ん だ こと が ある 。 
4 


に リ よう きん が えん わり びき 


L 1 利用 金額 が 人 を 5.900 円 の 場合 は 、 1.000 円 割 下 に な ら な い 。 
園 軌 娘 は まだ 二 十 歳 に な っ て いな い 。 


12mWeek 1 に Reading Notice Boards and 6irculars 


つぎ よ だ た 
2 の 次 の ちら し を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 ( 符 え は Mp2) 


5 月 15 日 ~6 月 30 日 まで 
ワイ ン が お いし い レ スト ラン 


お か げ さ まで 、「 レ オン 」 は この 6 月 に 開店 10 周年 を 迎え ます 。 
みな さま に 感謝 の 気持 ち を 込め まし て 、 


期間 中 、 次 の プレ ゼン ト を ど ご 用意 し て お 待ち し て お り ま す ! 
支 


えん わり びき 


ご 利用 金額 より 1,000 円 割引 ! 
(た だ し 、] グル ー ー プ で 5.000 円 以上 の ご 利用 の 場合 ) 


( 注 1) 
ちゅ う も ん きゃ くさ まぜ ん し 


お 食事 を ご 注文 の お 客 様 全 員 に 、 ア イス クリ ー ム を ! 
支 
と ぐさ ぐ べ う う い きき か い よう 
その ほか 、 特 別 メ ニュ ー も ご 用 意 し て お り ま す 。 こ の 機会 に ぜひ ご 利用 くだ さい 。 
な お 、 サー ビス 期間 に 関係 な く 、 一 年 中 、 次 の サー ビス を 行っ て いま す 。 


さま い じ ょ ば あい ぜん いん 


2 名 様 以 上 の グル ー プ で ご 利用 の 場合 全員 に アイ スク リー ム を ! 
(お 食事 を ご 注文 の お 客 様 に 限り ます 。) 
@ コ ー ヒ ー は お 代わ り 自 由 で す ! 
G ま 2) 
( 注 1) 1 グル ー プ : 1group 1 引き 
* こ の 場合 、1 人 だ け の 場合 も 1 グル ー プ と 考え る 。 


じ ゆう 


( 注 2) お 代わ りり 自由 : free refills / bottomless cup 袋 杯 不用 付 。 本 当 久 各 


問い この ちら し の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 

1 7 月 に 4 人 の グル ー プ で 食事 し た 場合 、 ア イス クリ ー ム の サー ビス は な い 。 

2 6 月 に 食事 を し な いで 飲み 物 だ け で 5.000 円 以上 に な っ た 場合 、 ア イス クリ ー 
ム が サー ビス に な る 。 

3 5000 円 以上 の 利用 金額 か ら 1.000 円 引い て も ら う た め に は 、 ら 5 月 の 上 上旬 に 行 
か な けれ ば な ら な い 。 

4 6 月 な ら 1 人 で 行っ て も 5000 円 以上 飲ん だ り 食 べた りす れ ば 1.000 自 割 引 に 
な る 。 

( 左 ペー ジ の 答え っ 2・5) 


第 一 周 : 清 看 提示 物 ・ 分 交 的 物品 / 中 1 下 2 人 言 ・ 遇 時 結 Am13 


1 週 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


I Examination Details 
試験 要 順 | 
回 和 選 8 


h ーー ミ = 
@ 似 て いる 言葉 に 注意 し よう ! 
Be careful with similar phrases! 
租 注 意 相似 的 単 局 ! 司 大 填 電 中 衛生 久 ! 
と お 


。10 日 まで 受け 付け ます 。 
。10 白 ま で に 提出 し て くだ さい 。 


こん か い な ん ど お こ な げん ざい 
e 今回 の ま * 何 度 も 行わ れ て いる も の の な か で 、 現 在 の 一 
This time (used for things that occur repeatedly) 
在 展 次 秋生 的 事情 里 , 現在 的 ~ 
相本 由 時 号 放 9 喜 弄 旨 4 モ 妥 を 約 人 媒 誕 引 


て ん ど A こう じ か い _ いみ 
* 今度 の テス ト は が ん ば ろう 。 ま *「 次 回 | と いう 意味 
Nexttime 「 下 次 」 的 意思 「 革 舎 時 」 引 村 モ 引 可 
か い こん ど EA むず か お つか 
ノ 今 度 の テス ト は 難し か っ た 。* 終 わっ た ば か り の も の に も 使う 
Both phrases are also used for things that have just occurred. 


使用 手 賠 筑 束 的 事情 
9] 秘 本 召 呈 麹 可 丘 衝 き 土 中 


2 


くわ せつ めい 県 が ん ま 
文 詳し い 説 明 の 部 分 も きち ん と 読み まし ょ う 。 
Read the detailed explanations carefully. 
得 仔 外岡 科 遂 外 聞 明 的 部 分 。 分 剤 視 久田 早足 選 科 ] 妨 旬 久 舎 介 . 


CR 淡 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (和え は 次 の ペー ジ ) 


だ だ じじ が で せい 上 じ ビ け ん か 
男子 党 生 : も うす ぐ 、 試 験 だ ね 。 ノ ー ト 、 貸 し て くれ な い ? 
じ ょ が くせ \ 


区 子 学生 : いい けど 、 土 曜日 まで に 返し て よね 。 わ た し も 誌 験 勉強 し な いと いけ 
な いか ら 。 

明子 学生 : うん 、 わ か っ た 。 と ころ で 、 レ ポー ト 、 書 いて る ? お れ 、 ま だ 1 ペー 

| ジ し か 書い て いな いん だ 。 

子 学 | わ ー、 そ れ は 大 変 | 31 日 まで に 援 出し な いと 、 減点 っ て 書い て ある 
し 、 も し 出さ な か っ た ら 、 単 位 、 も ら え な いよ 、。 


( 注 2) 
( 注 1) 減点 : points are deducted 減 分 客 和 ( 注 2) 単位 : credit 学 分 忌 選 
口 1 男子 学生 と 女子 学 生 は 同じ 試験 を 受け る 。 
口 2 男子 学生 は 区 子 学生 に ノー ト を 覚 し て あげ る 。 
見 学生 は レポ ー ト を 書か な いつ も り で ある 。 


3 
4 レポ ー ト は 31 日 まで に 提出 すれ ば 、 減点 に な ら な い 。 
5 


園 
き げん おく ば あい た ん い Se 
園 レポ ー ト の 期限 に 遅れ た 場合 は 、 単 位 が も ら え な い 。 


14mWeek 1: Reading Notice Boards and Circulars 


つぎ よ あと こ た 
AT@ 次 の プリ ント を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 列 抽 p2) 
『 
日 


日 本 語文 法 試験 と レポ ー ト の 提出 に つい て 


@ 試 験 に つい て 
じゅ ぎょ う さい し ゅ う び が っ に ち し けん お こ な 
疲 業 の 長 立 日 (7 月 25 日 ) に 試験 を 行い ます 。 


・ 試 験 範囲 は 、 教科 書 の 5 課 ー9 課 で す 。( た だ し 、P. 35 一 39 まで は 除き ます 。) 
* これ 以外 に 、 授業 で 放し た こと も 出し ます の で 、 接 業 の ノー ト を 
し っ か り 見 直 し て お いて くだ さい 。 


人 @ レ ポー ト に つい て 
な いよ う 


・ 肉 容 に つい て は 、 今 学期 の 1 過 晶 に 渡し た プリ ン ト で 伝え た 通り で す 。 
て いし L ゅ 2 つ き 【 


・ 提 出 期限 は 、 7 月 31 日 で す 。 


今回 は 、 試 験 50% レポ ー ト 50% と と いう 配分 分 で 成績 を つけ ます の で 、 レ ポー ト 
を 提出 し か な い 場合 は 単位 を 写 えま せん 。 必ず 7 月 31 日 まで に 提出 し て くだ さい 。 
騰 れ た 場合 は 、 減 点 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 な お 、 病 気 な どの 理由 で 試験 
が 受け られ な か っ た 場合 は 、 きま 諸 の レポ ー ト と は 列 に し レポ ー ト を 提出 し て も らい 
ます 。 内 容 と 期限 に つい て の 質問 は 中 田 まで 連絡 し て くだ さい 。 


( 注 1) 本 > ・ ・distribution 分 配 中 呈 
( 注 2) 上 記 の : ・ above mentioned 上述 的 分 ZI 引 


間 1 [伝え た 通り で す ] と ある が 、 い つど の よう に 伝え た か 。 
1 今 学期 の 1 週 目 の 授業 の と き に 、 教 師 が 詳し た 。 


2 7 月 の 第 1 週 目 に 、 紙 に 印刷 し た も の を 配っ た 。 
3 今 学期 の 最初 の 週 に 、 紙 に 印刷 し た も の を 渡し た 。 
4 今 学期 の 初め に 、 メー ル で 知ら せ た 。 


間 2 この プリ ント の 内 容 と 合っ て いな いも の は どれ か 。 
1 試験 を 受け られ な か っ た 人 は 、2 種類 の レポ ー ト を 出さ な けれ ば な ら な い 。 


2 誤 際 を 秋 け る 人 は 、1 種類 の レポ ー ト を 書く だ け で よい 。 
3 試験 で 満点 を 取っ て も 、 レ ポー ト を 出さ な い 信 は 単位 が も ら え な い 。 


し けん まん て ん 


4 試験 で 満点 を 取れ ば 、 レ ポー ト を 出さ な く て も いい 。 
( 左 ペー ジ の 答え ー 1 ・4) 
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1 週 。 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


ーー | Invitation for Applications ① 
5 日 目 募集 ① 褒 


< 


豆 鐘 ① 
よう げん ほう 


特別 な 表現 方 法 に 注意 し よう ! 


Be careful with special expressions! 


租 注 意 特殊 的 表 送 方 式 ! 年 婁 慎 下 尋 叶 当 引 所 引 知 人 オ ! 


よう 点 つう めん きよ つう うん て ん めん きよ ょ しょ う 


製 普通 例 許 -・ 車 の 苦 通運 革 免許 証 が 必要 ( 発 許 が な い 人 は 応募 で き を な い ) 


People without a driver’s license are not eligible to apply. 
「 没有 協 納 抗 照 的 人 不能 記 招 的 意思 
「 ズ [ 富 え 企 視 可 本 フト 羽 モ 和音 合 る 豆 圭 全 所 本 」 村 引 可 


こう こう せい 点 か 


こう こう せい 
高校 生 不可 高校生 は で き な い 


High school students are not eligible to apply. 
「 高中 生 不 能率 招 」 的 意思 
「 杯 豆 避 釣 すき 呈 填 年 留 叶 」 モ 引 可 


この よう に 、 


きゅう じん あん な い か ん じ 


求人 案内 は 漢字 を 
ら べ て 短く する こと が 


じ か ん お うそ 組 談 に お う 
時 間 応 相談 時 間 は 相談 に 応じ る 5 
Hours are negotiable. 
「 時 同 可 以 商 量 之 后 再 決定 」 的 意思 
入谷 呈 填 | 放電 キ 多 品 」 村 モ 9 ー グ 


つぎ か い わ ぷん 


じゅ ん び の 計 寺 を 衝 ) 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を ぼう つう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


お も 


学生 A : この バイ ト の 面接 受け よう と 叶う ん だ けど どう 思う 
生日 ; 時 給 、 な か な か いい ね 。 へえ 、 曜 日 1 
学生 人 : うん 、 こ の 会 社 、 交 通 費 も 全部 くれ る し 、 電 話し て みよ うか な 。 
学生 B : うん 、 時 くし た ほう が いい よ 。 そ うだ 、 礎 書 の 用 紙 、 余 っ て る か 
ら あ げ る よ 。 
( 注 1) CN アル バイ ト 
( 注 2) 時 給 : hourlyrate 。 小 時 工 次 和 計 
( 注 3) 履歴 書 : ・ resume / curriculum vitae 履 太 q] 人 
口 1 学生 A は 、 学生 B に アル バイ ト を すす め て いる 。 
口 2 学生 A は 、 アル バイ ト の 面接 に 行く つも り で ある 。 
口 3 この 会 粧 は 、 通 勤 に か か っ た 賞 用 を 全部 私 っ て くれ る 。 
口 4 学生 は 、 電 話し て 交通 費 の こと を 聞く つも り で ある 。 
口 5 学生 BB は 、 族 歴 書 の 用 紙 を 余分 に 持っ て いる 。 


16mWeek 1: Reading Notice Boards and Circulars 


ぼ し ゅ うこ うこ く 
| も ん だ い | ) 次 の 募集 広告 を 読 宛 ん で 、 後 の 問 い に 徐 ほえ な さい 。 (答え は 別 p.2) 


アル / \【 イ ト 募 集 上 


けい けん ふ も ん か た か ん げ い 


経験 不問 ・ や る 気 の あ る 方 倫 迎 」 こ 
内 容 商品 の 管理 
資格 18 震 以 上 35 歳 く らい まで 
※ 高 校生 不可 
時 間 9:00~18:00 また は 1 00019:00 
 ※1 日 5 時 間 以 上 、 週 人 
上 850 月 1.000 息 (交通 全額 六 給 ) ”"”" 
上 は 00 
応 和 放 連 絡 の 上 、 面接 ( 要 履 歴 書 ) 


スー パー まる みや TEL045 — 486 - XXXX 


‘> 


( 注 1 
" 


や る 気 の ある 2 ・ willing workers 有 干 菅 的 人 周 名 年 o| 名 を 中 
し か く 

資格 : qualifications 次 格 オヨ 

ぜん が く し きゅう 


全額 支給 : full amountpaid 全額 社 助 和紀 | 宮 
は 4 応募 : apply 皮 換 る 
M 


れん らく うえ 


て ん 
電話 連絡 の 上 : after contacting by telephone 申 拓 区 系 后 必 好 中 キ 


間 1 [経験 不問 ] と ある が 、 ど うい う 意 味 か 。 
1 経験 が あっ た ほう が いい 

経験 が な い 人 は 応募 で き な い 

経験 が な い \ ほ うがい い 

経験 が な く て も か まわ な い 


FN CO トウ う 


きゅう じん あん な い 


間 5 この 求人 案内 の 内 容 と 合 っ て いる も の は どれ か 。 
1 35 歳 く らい に な っ た ら 、 SOOM 
2 18 歳 で も 高校 生 の 場合 応募 する こ と が で き な い 。 
8) この 会 社 は 、 週 に 3 日 し か 来 ら れ な い 人 は 必要 で は な い 。 
4 応募 する た め に は 、 電話 を し て か 大 歴 書 を 送ら な けれ ば な ら な い 。 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー ら ・3・ ら 5) 


第 1 週 a 布 物 を 読も う 


6 日 目 Rs for Applications ② 
募集 : 0 
お ほぼ 


補 家 や アバ ー ト の 案内 で 使わ れ て いる 特別 な 言葉 を 覚え よう ! 


Ler's look at some special language used in real estate advertisements! 


靖 志 住家 或 公知 的 遂 明 里 特有 的 語 江 ! 視 。 ト 十 王 HH 人 き 選 モ 号 選 媒 避 可 言 引 全 スト ! 


ご うじ ゅ うた く 選ん じょう ちん た い  、 
・ マ ンション : 少し 高級 な 感じ が する 集合 住宅 。 分 譲 と 賃貸 が ある 。 
Rather high-class apartment. May be available for rental or purchase. 
感 第 比 柱 高角 的 公 寅 有 出 舎 和 出 租 。 各 嬉 語 層 | こ 旭 9| 己 モ 9T 本 革 . 闘 守 半 習 可 2 ト 抽 叶 . 
いえ や ぬ し 。 あず ほ し ょ うき ん 
敷金 家 や 部 屋 を 借り る と き に 家主 に 預け て お く 保 証 金 。 
Bond money deposited with the owner as a guarantee when the contract is first taken out. 


在 租 房 時 向 戸 主 預 付 的 押 金 . 視 9] 叶 号 舎 志 当 串 久子 き lol 旬 吉久 〒 下 足 き き 号 


れい きん いえ か や か _ や ぬ し は ら いち じき ん ば あい 

礼金 : 家 や 部 屋 を 借り る と き に 家主 に 払う 一 時 金 。 な い 場 合 も ある 。 

A one off fee paid to the owner when one takes out a contract to rent an apartment or house. In some cases this Dayment isn’t 
reduired. 


在 租 房 時 以 礼 融 的 名 叉 当 叙 房 奈 的 浅 礼 的 礼金 。 也 有 不 付 的 情況 . 
逢 9|H 呈 舎 四 習 可 人 相田 号 ら 豆 居 盾 12 久 草 引 モ 所 I 言 . 劉生 的 叶 . 


敷金 礼金) 2 か 月 : 家賃 の ら か 月 分 と いう 意味 


ワン ケー ィ ー ケ ー さん エル ティー ケー 
seTK SOK SOK し 
だ い ど ころ 
K: 台所 


だ いと ころ 


DK : 食事 の で きる 場所 と 台所 
LDK : 居間 と DK 


じょう き 


数 字 : 上 記 以外 の 部 屋 の 数 を 表す 


次 の 会 庄 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


つま 


Eh の の ジン | ラウ (は (と 0 ア 駅 か ら 徒歩 5 分 っ て 者 いて ある し 、 広 さも ちょ 
どい いん じゃ な い ? 家賃 も そん な に 高 5 く な いし 。 

凍 昌 HPMEHIIERH PIPESPUERRN 

か も しれ な いね 。 で も 、 本 当 は 一 軒 家 の ほう が いい ん だ けど な ぁ 。 


トコ 
さ 
に 3 


いっ けん や 
( 注 ) 一 軒 家 : detached house 一 枯 房 子 忌 号 季 本 


口 1 天 婦 は 住む と ころ を さがし て いる 。 

口 2 天 婦 は 今 、 マ ンション を 見 学 し て いる 。 

口 3 この マン ショ ン を 借り る 場合 、 敷 金 は 3 か 月 前 に 払わ な けれ ば な ら な い 。 
ロ 4 この マン ショ ン を 舘 り る 場合 、 和 金 を 払わ な く て も いい 。 


5 天 は マン ショ ン よ り 一 軒 家 に 住み た いと 思 つて いろ 


18mWeek 1: Reading Notice Boards and Circulars 


つぎ ぼ し ゅ うこ うこ く に あと と _ と た 3 
3 @ 次 の 募集 広告 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 唱 p.2) 


KN 


中 央 線 中 野 駅 徒歩 5 分 


ひ 


月 4.000 邊 


ジジ 5 ら 52.05 m っ か ま ど 
き 有 男 9) 使い や ゃ すい 商 取 り 1! 


4 階 曽 て 3 階 バス ・ トイ ル 別 ェ ア コ ン 付 


あく ね ん ( 注 9) 


委 15 年 ペッ ト 不 可 


わ 
( 注 1) 和室 : Japanese style room 日 式 房 周 人 叶 


(2) 6 豊 : 6 tatami mat room 6 人 楊 楊 米 大 小 空 回 呈 村 6 守る 引 局 q] 

( 注 3) 洋室 : Western style room 西 式 房 団 人 ゴ 呼 引 叶 

( 注 4) 管理 費 ・caretakerfee 管理 費 媒 司 引 

( ほ 5) 専有 面積 : surface area 。 占 地面 科 年 可 

佳 6) ~ Mm ・ M2 (square meter) is read ‘heihou meitoru’, but it is also often read ‘heiber’. 


m 是 指 「[ へい ほ う メ ヌー トル 」, 也 即 常 送 成 「 へ い べ い 」、 
m” モ 「 へ い ほ う メ ー ト ル 」 g4 叶 ,「 へ い べ い 」 呈 明言 可 オ | 登 呈 . 


健 7) 条 15 年 : betis ye a 建 筑 1 5 年 る | 15 当 

( ほ 8) 間取り ・arrangement of rooms 房 周 的 配置 叶 引 隙 

(9) バス ・ ト イ レ 列 : separate bathroom andtoilet 浴室 ・ 洗 手 同 分 井 (表示 浴室 与 洗 手 同 分 井 的 意思 ) 
和信 四谷 介 2| 叶 豆 ( 生 多 司 違 9] 可 忌 可 e1 HE gh 

(1 0) エア コン : airconditioner 室 週 old 娠 


本 この 広告 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 


1 筆 月 ム いう の は 86000 円 で ある 。 

2 敷金 は 86.000 円 の 3 倍 分 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 
3 エア コン の 代金 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 
4 


よう し っ わし っ 所 ひろ 
洋室 より 和室 の ほう が 広い 


3 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・4・5) 


第 一 周 : 靖 看 提示 物 * 分 次 的 物品 / 矯 ] 人 : Al 言 * 四 言 富 大生 19 


1 週 。 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


だ い 5 
Ce Practice Bxerclse 


実戦 問題 統 
の | 


も っ と 
培 や も 


問題 次 の (1) (2) の 文章 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 


な も の を 1 ・ ら ・3・ 4 か ら 一 つ 選 紅 び な さい 。 (答え は 別冊 p.2) 


I UL 


歌 を 歌っ て 下さ る ポ ボランテイア を 募集 し て いま す 。 


ピアノ や バイ オリ ン な どの 抹 器 が で きる 方 は 特に 大 維 送 で す 。 


、 楽器 で な く て も 、 な に か 特技 が あれ ば 、 ぜひ それ を 活用 し て くだ さい 。 


、 年利 り と の 話 は 、 貞 味 深く 、 人 人生 の 勉強 に な る こ に 0 いで 4 ll 


、 きっ と あな た に と っ て いい 人 験 に な る で し ょ う 。 
な くき ん の ご 和 を お 侍 ち し て いま す 。 


( 注 本 2 テ 
( 注 2) 特 i 
( 注 3) 体験 実際 


問い 


iP ww NO = 


・ 高 校生 以上 な ら ど な た で も 0OK で す 。 


月 較 日 か ら 金 曜日 ( 岬 に 日 で も か まい ませ ん 


・ 千 後 1 時 か ら 5 時 まで の 則 の 可能 な 2 時 間 ほ ど 


で すら き ホ ー ー ム か 5 中 必 を な り ) 
_0220- 38-XXXX 


SD 
い 


“ 
けい けん 


分 が 経験 する こと 


この 募集 の 内 容 と 合 っ て いる も の は どれ か 。 


歌 だ け で な く 、 楽 器 も で きる 音楽 家 だ け を 夢 集 し て いる 。 
高校 生 の ボラ ンティア は 受け 付け て いな い 。 
導 人 た ち に よる 講演 会 に 参加 する 人 を 募 集 し て いる 。 


い な い 


曜日 や 時 間 は 、 決 まっ た 範囲 内 で 相談 し て 決め る こ CS の ぇ 


20mWeek 1: Reading Notice Boards and Cireculars 


きとう 


ィ ア : の DS 
な こ 


試験 を 受け る 前 に 読ん で くだ さい 


1. 学生 証 は 、 机上 に 写真 が 見 える よう に 置い て くだ さい 。 

2. 学生 証 が な い 束 は 、 受 験 で きま せん 。 学生 証 を 宮 ミ れ た 場合 は 、 事 
攻 所 で 仮 の 学生 証 を 作成 し て も ら うこ こと が で きま す 。 

0 学生 証 と 業 記 用 具 以 外 の も の は 机 の 上 に 出さ な いで くだ さい 。 


【 計 高 / 健生 な ど 、 時 PR 
電 訂 は 電 庫 を 切っ て お く よ 2 I だ さい 。 


( 注 1) へ 証 : 何 か を 証明 する た め の 書 類 や カー ド 

( ま 2) 仮 の ~ : 本 物 で は な い 一 時 的 な ン 

(は 3) 符 記 必 具 : ペン や えん びっ な くど 書く と き に 必要 な も の 

( ま 4) 携 携帯 電話 : 持ち 歩き が て で きる 小 型 の 電話 

間 ] [開始 後 40 分 以内 の 退出 は の ませ ん | と ある が 、 どう い う 意味 か 。 
1 試験 が 終わ る 40 分 前 に な っ た ら 部 屋 を 出 て も よい 。 

試験 が 始ま っ て 40 分 た っ た ら 、 部 屋 を 出る べき で ある 。 

試験 が 始ま っ て か ら 40 分 間 は 部 屋 を 出 て は いけ な い 。 

試験 が 始ま っ て か ら 40 分 以内 に 部 屋 を 出 な けれ ば な ら な い 。 


トト CO ト う 


問 2 試験 を 受け る こと が で き な い の は 、 ど の 場合 か 。 
生 親 と 携帯 電話 を 持っ て いる 場合 

仮 の 学生 証 し か な い 場 合 

学生 証 と 筆記 用 具 以 外 を 持っ て いる 場合 
試験 が 始ま っ て か ら 40 分 後に 来 た 場合 


ーー 


た CO トウ う 


第 一 周 : 清 看 提示 物 ・ 分 次 的 物品 / 刊 下 | 言 ・B 甘 言 言 | の 1 


第 ら 週 身 の ま わり の 文書 を 読も う 
1 カタ ログ ① て 


w いち ば ん 強調 し て いる 点 を 見 つけ よう ! 


Find the key point! 
租 門 到 最 強 洞 的 部 分 ! ト サ な そ 和 引 王 思 含有 HH ! 


せつ めい な か な ん 


太 カ タロ グ な ど で い ちば ん 言い た い 点 は 、 大 きい 文字 で 書い て ある だ け で な く 、 説 明 の 中 に 何 度 
も 出 て きま す 。 


In catalogues the key point doesn’t always come in the big print. It often comes in the explanation. 
在 目 慰 中 最 想 強 洞 的 部 分 , 除 了 用 絞 大 的 文字 表示 以外 , 在 迎 明 中 也 対 多 次 出現 . 
外 域 足 コ を 引 4] 外 オ 電 司 丸 人 8 を 更 を , 計 同列 品 列 吊 合 豊中, る 習 ST 全 本 村 本 首 H 叶 . 


9S 淡 の 会 語文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (次 の ペー ジ 
店 員 : この バッ グ は いか が で すか 。 と っ て も 軽い ん で す よ 。 

稚 : わあ 、 軽 い | これ 潮 じ ゃ な いで す よ ね 。 

店 員 : いえ 、 本 革 で す 。 質 の いい 半 の 羊 を 使っ て いる の で こ ん な に 軽い ん で す 。 


完 NH は の 軽 さ ME 
シッ プル 6 ガイ ン で 使い や すい で す よ 。 雑誌 も 入り ます し 、 内 側 
に ポケ ッ ト が 2 つ 付 いて いて 、 本 当 に 便利 で す よ 、 それ に 、 いい 色 で し ょ う 。 


中 こん な 色 が ほし か っ た ん で す よ 。 じゃ あお 、 これ お 願い し ます 。 


( 注 1) 本 甘 : genuine leather 真皮 玉生 
( 注 2) 半 : "sheep 羊 

( 注 3) シン プル : simple 簡単 人 

( 注 4) デザ イン : design 款 式 コロ オ 9 


口 1 この バッ グ は 本 物 の 革 で 作ら れ て いる 。 

口 2 客 は 滞 の バッ グ は ほし く な か っ た 。 

口 3 この バッ グ は 芋 で で き て いる か ら 軽 い 。 

口 4 この バッ グ の 外側 の ポケ ッ ト に は 雑誌 が 入る 。 
口 5 客 は この バッ グ を 買う こと に し た 。 


ぎら ご うこ ぐ よ 
人 次 の 広告 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は fp.3) 


hb 肉 側 に ら か 所 の 
曲 製 な の に 、 ( ) | ポケ ッ ト ! 


ん な わけ いり 5 ょ 5 人 に る 
叶 軽 量 バ ッ グ 羊 の 革 使 用 ! 
( 注 1) 
ん と う 


当 に 革 な の ? と 言い た く な る くら い 
人 STi 


いき ゅ う 


| さ を 追 求 し た 結果 、 ここ まで 軽く な り ま 
| し た 。 と て も や わら か く 、 デ ザイ ン も シ 
ッ ツブ ル な の で 、 ど の 洋服 に も 合い ます 。 
維 誌 も 楽に 入っ て と て も 使い や すい で 


す 。 
いろ . くろ 
ベー ジュ ・ 黒 
| ( 注 3) 
定価: 19.800 幅 シン プル な 
| デザ イン ! 


り ょ 
( ほ 1) 還 lightweight 少量 る 叶 
( ほ 2) 追求 する : to strivefor 追求 キイ 結 中 
(3) ベー ジュ ・beige 淡 衣 色 到 g24 


間 (  ) の 中 に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 2 方 円 も し な い 
2 使い や すい デザ イン 
3 た た め る くら いや わら か い 
4 た っ た 400 グラ ム の 軽 さ 


間 2 この バッ グ の いち ば ん の 特長 は どれ か 。 
1 軽い と いう こと 
2 章 そ っ くり の も の で 作ら れ て いる と いう こと 
3 や わら か いと いう こと 
4 デザ イン が シン プル だ と いう こと 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・5) 


第 二 周 : 清 賠 送 日 常 生活 周 遺 的 文章 / 刑 2 下 〒 ヨ 下田 | 計 き | 品詞 足 昼 中 恒 23 


週 身 の ま わり の 文書 を 読も う 
| 1 wt Catalogues ② 
2 日 目 ′ カタ ログ ぐ ② 密 。 

比較 を 表す 文 に 注意 し よう ! 


Be careful with comparative sentences! 
笛 注 意表 示 比 科 的 文章 ! 避 豆 言 村山 生 オ dl 衛 可 引 外 ! 


・A は B より 大 きい 。 

・B より A の ほう が 大 きい 。 

・A が 最も (= いち ば ん ) 大 きい 。 
・B は A ほ ど 大 きく な い 。 

・B は C に 比べ て 大 きい 。 


人 ちゅ うい に る 
太 「 何 が どう な の か 」 に 注意 し まし ょ う 。 
Be careful about which is which. 
租 注 意 「 仕 久 息 久 欄 了 + 
「 叶 9] 可 可 翌 和 |」q 生 引 習 旬 革 . 


つぎ か いわ ぶん 


6 葵 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 


お っ と 


令 度 の ボー ナス で 新しい 商 蔵 庫 を 買お うか 。 こ れ は 吉 い し 小さ いし ね 。 


ey 


ぼう つ 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


琴 うん て で も. 大 きい の 、 に 入 ろ か し じじ: 
夫 : 大 丈夫 だ よ 。 最 近 の は 、 時 が 大 きく な っ て も 、 幅 と か 奥行 き は こ れ と 変 
2 | ( 注 だ 


わら な いん だ よ 。 それ に 、 清 偶 電 も 少な な く な っ て いる し 、 電 気 代 が あん 
まり か か ら な く な る よ 。 い ちば ん 新しい タイ プ は 、 去 年 より も さら に 少な 
く が っ た ちら て 葛 伝 LC た U。 

じゃ 、 そ の いち ば ん 新しい の に し まし ょ う よ 。 


よう りょう 


( 注 1) 容量 ・capacity 皿 容 すき 
ゅ 
( 注 2) 奥行 き ・depth 深度 で せる 9 
CE 
( 注 3) : 費 電 カ : electricity consumption 消耗 申 力 を 可 る 当 


口 1 この 夫婦 は 、 電 気 店 で 語 を し て いる 。 

口 2 この 失 婦 は 、 浴 蔵 庫 を 買い 替え た いと 思っ て いる 。 

口 3 この 夫 女 が 今 使っ て いる 浴 蔵 庫 は 、 新 し い 商 蔵 庫 に 比べ て 電気 代 が か か る 。 
彫 只 新しい 人 冷蔵庫 は 物 が よく 入る が 、 電気 代 が 高く っ つく 。 

口 5 美 年 の 汐 蔵 庫 より 今年 の 冷蔵 庫 の ほう が 容量 が 小さ い 。 


24mWeek 2: Reading the Eanguage All Around Us 


639 伯 下 の 表 は 冷蔵 庫 の カタ ログ の 一 部 で す 。 後 の 問 い に 答え な さい 。 
(答え は 別冊 p.3) 


カタ ログ の 説明 と し て 正しい も の は どれ か 。 
全体 の 容量 が 最も 大 きい 冷蔵 庫 は 、 准 深 の も の を は ほか の 冷蔵 庫 よ り 多 く 入 れる 


ね ん か ん し 』) ひ で ん 


こと が で きる 。 ま た 、 年 間 消 費 電 カ も いち ば ん 多い 。 


よう りょう 3 \ ぞ う 


全体 の 容量 が 人 も さい な 庫 は 、 人 蔵 冷凍 室 と も 、 ほか "の 浴 基 庫 よ り 小 
さい 。 ま た 、 高 さも な く 奥 行き も 小 


wv まう っ 


いち ば ん 高き の ある 涯 は 冷 
OO 年 間 3 


れい ぞう 2。 に こ くら お お 0 ぜん た い 

室 が は か の 冷蔵 庫 に 比べ て 大 きい 。 全体 の 
費 電 力 は 最も タダ な い 。 

き が ある 冷蔵 庫 ほ ど 、 全 体 の 容量 が 大 き 

寺 くっ と が で きる 。 年 


( 左 ペ ー ジ の 答え キテ ら ・9) 


周 : 情 賠 湊 日 常 生 活 周 遺 的 文章 / 剤 2 下 ! Pl HO を sl 二 可 情 歌 由 25 


第 ら 週 。 身 の ま わり の 文書 を 読も う 


3 日 目 お 知ら せ a 
範 肢 を 登 す 言葉 に 注意 し よう ! 


Be careful with expressions indicating the range! 


適 注意 表示 洪 国 的 周 江 ! 叶 引 言 け 村 山 モ 中 盾 引 千 オ ! 


か ぎ 
ーー 限り で ニー ンー まで で until 到 一 ^ 外 4 き 
か ぎ か ぎ 8 
に 限り 、 一 に 限っ て = ニー だ け only 具 - ~ 
か ぎ 
< に 限ら ず ニー だ け で た な く notonly 不 似 ー へ ~ 漠 dh 生 


は ん い 

A か ら B に か け て ニニ A か ら B ま で の 範 囲 で 
within the range fromAtoB 
私 A 到 B 的 活 国 里 Aq 人 dB 外 2 引 時 相対 

は ん い 

~ー に わた っ て = テー の 範囲 で 
over a time (or space) of ... 
一 的 洛 園 里 ~9 清 包 中 


今日 限り で 辞め させ て 
いた だ きま す ! 


あら わ 


友 時 間 や 場所 を 表す 言葉 と 一 緒 に よく 使わ れ ま す 。 


Used frequently with expressions of both time and place. 
勾 常 和 表 示 時 同 、 地 点 的 河江 一 起 使 用 . 
介 社 9| 叶 本 言 す 外 由 モ モ 癖 寺村 列 外科 交 外 ロ . 


N ヽ 


2 か い わ ぷん あと ぶん _ た だ る 
次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


つま や さい 


: 野菜 ジュ ー ス の サン プル を も ら っ た ん だ けど 、 飲 む ? 

: 元気 な 野 藤 くん 」 か 。 確か 前 に 飲ん だ こと ある よね 。 

まん で も あん まり お いし く な か っ た の よね 。 こ れ は 改良 し た か ら 了 ども 
に も 飲み や すい っ て 書い て ある けれ ど kk 2 

天 : あ 、 お いし いよ 。 こ れ な ら 、 愛 子 も 飲め る よ 。 栄 状 に な る し 、 さ っ そく 注文 し よ 
うか 。 


つま が つ つい た ち 


要 : うん 、 で て も 7 月 1 日 に 発売 らしい か ら 、7 月 に な っ て か ら 車 し 込む わ 。 


( 注 1) 元気 な 野菜 く ん : (商品 の 名 前 ) 

( 注 2) 改良 する : ・ improve 改良 狼 き 引 叶 

口 1 「 元 気 な 野菜 くん 」 は 野菜 ジュ ー ス で あぁ る 。 

ロ 2 実 も 姜 も 前 に 「 元 気 な 野菜 くん 」 を 飲ん だ こと が ある 。 


SN お っ と 


口 3 今 、 夫 が 飲ん で いる 「 元 気 な 野菜 くん 」 は 買っ た も の で ある 。 


OE EO 
口 5 改良 され た 「 元 気 な 野菜 くん ] は も う 発 売 さ れ て いる 。 
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つき ん し ょ う ぁ あと と た 
ED 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 賠 p.3) 


[ 新 元 気 な 野菜 くん 」 発売 の お 知ら せ 


読 に わた っ て 導 凍 を いた だ いて いる 栄 業 ジ ュー ス [元気 な 野 業 くん 」 で 
す が 、 この 7 月 1 日 に 、 よ り 飲 みや すい も の に 改良 し た 「 新 元気 な 野菜 くん 」 


を 発売 する こ と に な り ま し た 。 み な さん に 飲み や すさ を 実感 し て いた だ きた 


は っ ぱい 


いと 思い 、 発売 前 に サン プル を お 届け し まし た 。 お 値段 は その まま で 、 さら 
に お ぶし CC か が か 有り ( ) お 子 様 に も 喜ん で いた だ ける と 思い ます 。 


ぜひ お 試し くだ さい 。 

な お 、「 新 元気 な 野菜 くん 」 の 発売 に 伴い 、 現在 の 「 元 気 な 野菜 くん 」 の 販 
を 6 月 30 昌 昼 り で 科目 いた し ます 。 7 月 1 目 以 隊 の 「 先 所 な 野 業 くん 」 
0 ご 注文 は 自動 的 に 「 新 元気 な 野菜 くん 」 に な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 


( 注 4) 


し ょ く ひ ん か ぶ も しき 


が いし ゃ 
カモ メ 食 品 株 式 会 


と も な 
伴い : coinciding with 随 着 一 - 引 ぞ 叶 引 
て き 
的 に : automatically 自 効 地 計ら 呈 


間 ( ) の 中 に 入る も の は どれ か 。 
1 大 人 の に 限っ て 
2 大 人 の 方 に 限ら ず 
3 大 人 の 方 限り で 
4 大 人 の 方 に 限り 
間 2 この 文章 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 | 抑 気 な 野菜 ん] は 、 便 っ て いる 野 業 が 変わ り 味 も 変わ っ た 。 
2 「 新 元気 な 野菜 く ん 」 は 、 お いし く な っ た の で 注文 が た くさ ん 来 て いる 。 
3 「 新 元気 な 野菜 くん 」 は 、6 月 30 日 まで し か 注文 で き な い 。 
4 「 新 元気 な 野菜 くん 」 は 、「 元 気 な 野菜 くん 」 と 同じ 値段 で ある 。 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・ ら ) 


第 二 周 : 靖 岡 湊 日 常 生活 周 遺 的 文章 / 誠 2 人 :〒 條 0I 人 | 計 | 呈 記 中 対生 の 7 


第 ら 週 。 身 の ま わり の 文書 を 読も う 


呈 ーー Explanations ① 
4 日 目 説明 書 ① 繝 補 
ll aAD 


ひょう 


ew 注意 や 禁止 を 表す 表現 に 注意 し よう ! 


Be careful with cautions and prohibitions! 


靖 注 意表 示 提 醒 、 禁 止 等 的 表 送 方 式 ! 務 引 怠 2 言 時 還 モ 下 妊 q 務 引 和え! 


て し ろ 。 

ーー し な さい 。 

する よう に (し て くだ さい )。 
ー す る こと 。 


し な けれ ば な ら な い 。 


て する な 。 

ーー し な いで (くだ さい )。 

と し な いよ うに (し て くだ さい )。 
< し な いこ と 。 

< し て は いけ な い 。 


か た ち ちゅ うい きん し あら わ ば あい 
大 「 す る ! 」「 一 し な い ! 」 と いう 形 で 注意 や 禁止 を 表す 場合 も わり ます 。 
“Suru!’ and ‘shinai!’ forms are also used in cautions and prohibitions. 
用 「 す る 日 「 一 し な い 日 六 和 形式 表示 提 醒 或 禁 止 . 
「 す る 中 「 一 し な い | 下記 形相 呈 寿 引 財 品 2 言 二 針 財 王 合 挟 朱 合 ロ 陸 . 


@ り OOO 倫 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


修理 の 人 : こん な も の が 中 に 入っ て いま し た よ 。 。 
男 の 大 ”。: あ 、 う ちの 子 の お も ちゃ だ 。 だ か ら ビ デオ が 回 ら な か っ た ん だ 。 
Ls) り ひと 


修理 の 人 : ええ 、 よ く あ る ん で す よ 。 婁 物 が 引っ か か る と 3 ° 


秋生 時 る ボド る 者 け で は た から を ば OHE PD いい の お 
思っ て いた ん で す が 、 こ ん な も の 入れ て いた と は ……。 
修理 の 人 : 今度 、 ス イッ チ を 入れ て いる の に 動か な か っ た 場合 は 、 危 な いで す 


で ん げん EE : 
か ら す ぐに 電源 ブラ グ を 抜い て くだ さい 。 
注 


( 注 1) 異物 ・foreign objects 昇 物 q 語 
で ん げん AN 
( 注 2) 電源 プラ グ : electric plug (cord) 皿 源 搬 基 和香 可 ユ 


口 1 ビデ オ の 機械 に 問題 が 起き た 。 


口 2 子ども が 手 を は さん で けが を し た 。 

口 3 男 の 人 は 、 手 ど も が 機械 に お も ちゃ を 入れ た の を 見 て いた 。 
口 4 変 な も の が 中 に 入っ て いた の で 機械 が 動か な く な っ た 。 
口 5 機械 に 異常 が あっ た 場合 は 、 電 源 プ ラグ を 抜く べき で ある 。 
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選ん し ょ う SS 省 が よぶ あと と _ とこ た こう, 
GE 全 次 の 文章 は 、 商品 に つい て の 注意 書き で す 。 読ん で 、 後 の 問い に 答え な 
さい 。 (答え は 別冊 p.3) 


「! 
2 
へ と クッ 
写 


ご 注意 安全 の た め に 必ず お 守り くだ さい 。 
し た と き は 、 電 源 プ ラグ を すぐ 抜く こと ! 


i 


・ 不 安定 な 場所 に は 置か た いで くだ さい 。 
We=eM< さい 。 


2 2) 


上 を 入れ な いで くだ さい 。( 雑 に お 子 様 に ご 洋間 り 

・ 花 びん や コッ プ 、 植 木 鉢 な ど を 上 に 思 か な いで くだ さい 。( ぬ らき な いり 
・ 手 を は さき まな いよ うに 注意 し て くだ さい 。 

ME 

7 メン テ ナ エ 事 は 、 技 術 と 経験 が 必要 で す 。 販 売店 に ご 相談 くだ さい 。 


ん こく な いせ ん 


人 品 は 日 本 国内 専用 で す 。 


生 す る : tooccurarise 秋生 理 多 邊 中 
: inside theroom 室内 る 


いも 


な 


計 S TS 中 『 


部 : intemal/inside 内 部 時 


2 テ ナ : antenna 天 袋 H 丁 
せい 
製品 : ・this product 本 放 品 芯 剤 笠 


ほ 4 
は 5 


と 


1) 
) 
(#3) 
) 
) 


KG 


有 この 注意 書き と 内 容 が 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 子ども が いる 場所 で は 電 源 を 切っ た ほう が いい 。 
2 や 車 の 中 で は 使っ て は いけ な い 。 
3 ぬれ な いよ うに 注意 すれ ば 花 び ん な な を 半 置い て よい 。 
4 内 部 の 掃除 は 家庭 で も で きる 。 


間 [日 本 国内 専用 で す ] と ある が 、 ど うい うこ と を 言い た い の か 。 
1 日 本 で 作ら れ た も の だ が 、 国 外 で も 使え る か も し れ な い 。 
本 の 専 家 が 特別 な 技術 で 作っ た も の だ 。 
日 本 の 中 で し か 使用 で き な い 。 


に ほん な が と くべ っ 


日 本 の 中 の 特別 な 場所 で し か 使用 で き な い 。 


トト CO トウ う 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・4・5) 


素 二 周 請 法 日 帯 生活 周 遺 的 交 章 / 2 人 : 〒c| BIOIA| を 8| 旧 呈 中 久 言 929 


身 の ま わり の 文書 を 読も う 


つ め い し ょ 


Explanations ② 
説明 書 ② の 
に 内 (の ) 


じょう け ん 


人 条件 を 表す 言葉 に 注意 し よう ! 


Be careful with conditional sentences! 


靖 注 意表 示 条 件 的 語 江 ! それ 信 軒 還 モ 司 叶 務 引 引 ト ! 


~~ す れ | ま ef Te 
する と …… a i と いう 結果 に な る 」 
~~ し 店 ら no ‘under ~ 0 . results” 


ー 人 条件 造成 
て 中 そる dE 2 刀 息 外 選 寸 


ほ し ょ う き か ん な い しゅ うり 業 筆 は 荷 
大 返品 や 保証 期間 内 の 修理 に は いろ いろ な 打 件 が ある の で 、 


注意 し まし ょ う 。 


Read carefully the conditions attached to repairs under warranty. 
身 注 意 対 千 退 貨 、 保 修 期 内 的 修理 有 各 入 各 欄 的 条件 。 
時 普 9| け 呈 ぞ 21 々 TH 引 全 本 可 記 可 相 2| 各社 | 久 2 り 。 鐵 引 苗 利 中. 


決 の 会 語文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


_ が ター 上 : は い 、 ヨ ュ ク アー LCOUHHCUKGG 還 _ 上 
人 LM 所 3 操 ら ちら た セー クト が た です が 人 が 気 に 入ら な か っ 
た ん て です が 、 そ ん な 場合 に も 信 党 で きる ん て し ょ うか 。 
オペ レー ター : は い 、 商 品 が 製 箸 し て か ら 7 自 以内 で 、 ご 使用 され て いな けれ ば 、 

居 品 を お 受け いた し ます 。 別 の お 色 に 交 的 と いう こと も で きま す が 。 
i 


いえ 党 と いう こと て お 対 い し ます 。 


( 注 1) オペ レー ター : operator 活 和 員 選 本 本 本 
つう し ん は ん ば い 


( 注 2) 通信 販売 ・ mail order purchase 函 借 二 局 半 呈 
へ ん ぴ 
( 注 3) 返品 ・return goods 人 退 貨 思 香 


つう し ん は ん 


口 1 女 の 人 は 通 通信 販売 で セー 2 
2 注文 し た も の と 遅 う セー ター が 来 た 。 

画 女 女 の 人 は 培う 色 の セー タダ と 交換 し た い 。 
口 4 商品 が 到着 し て 1 週間 た っ て いな い 。 
口 5 女 の 人 は 、 セ ー タ ー を 何 回 か 着 た 。 
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fr 


つぎ 。 ぶん し ょ 。 よ あと た 
(335@ 次 の 文書 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 周 p.3) 


0 褒 品 到着 後 7 日 以内 に ( )、 交 換 ・ 返 品 を お 受け いた し ます 。 

の ・ 半 放 が で き な い 場合 に つい て け 基 面 を よく お 謗 みく だ さい 。 

1 人 痢 カ ー ド に ご 志 の 下 、 購 向 と いっ し ょ に お 党 り くだ きり 、。 

HE 切り 取り 線 ニニ ここ ニコ に ここ 
返品 カー ド 

NN 


誠 品 理由 で 当て は まる も の を 選び 、 そ の 番号 に つの を つけ て くだ さい 。 
] イ メ ー ジ が 違っ た 。 
し よう か ん きのう き た い ち が 
、 使用 感 ・ 機 能 が 期待 し て いた も の と 違っ た 。 


2 
( 注 2) 
9 サイ ズ が 合わ な か っ た 。 
( 注 3) 
ちゅ う も ん ち が 、 し ょ う ひ ん どど 
4. 注文 と 違う 商品 が 届い た 。 
ょ う ひ きず 
5. 商品 に 傷 、 あ る い は 汚れ が あっ た 。 
6. その 他 


| ば ん ば か ん た ん 


* 6 番 の 場合 は 簡単 に 理由 を お 書き くだ さい 。 


うら めん 
(1) 裏面 : reverseside 内 面 計 衝 中 
し よう か ん 


佑 2) 使用 感 : ease of use/satisfaction 使用 感 外せ 
(3) サイ ズ : size 尺 寸 4lgl= 


則 | ( ) の 中 に 入る も の は どれ か 。 
1 ご 返送 いた だ いて も 
2 ご 返送 いた だ か な く て も 

3 ご 送 送 いた だ けれ ば 

4 ご 返送 いた だ か な けれ ば 


前 2 返品 で き な い の は 、 ど の 場合 か 。 
1 商品 を 手 に 入れ て か ら 1 週間 を 過ぎ た 場合 
2 注文 し た も の で は な い 商品 が 来 た 場合 
3 注文 し た も の が @ 像 し て いた も の と 送っ た 場合 
ちゅ う も ん 


4 注文 し た も の が 小さ すぎ た 場合 ( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・4) 


弟 二 周 : 靖 同日 常 生活 周 直 的 叉 章 / 列 2 下 : | ネ BOII を s| 時 中村 言 8 細 31 


第 ら 週 _ 号 の まわ り の 文書 を 読も う 


Warranties and Guarantees 
保 下 事 
| 


じゅ う よ う i ニー と 
重要 な 部 分 だ け 読も う ! 

Just read the important bits! 

内 看 重要 的 部 分 ! を 全音 早 闘 叶 久 人 ! 


つめ いし ょ 


説明 書 や 保証 書 な ど に は 多く の こ と が 書 
か れ て いま す が 、 重要 な 部 分 は 限ら れ て い 
ます 。 そ の 部 分 だ け を 読み まし ょ う 。 


All sorts of things are written in explanations 

and warranties, but only some of this is really 

important. Just read those bits. 

ERES 在 好 明 事 、 保 下 事 里 有 入 多 内 容 , 但 是 重要 的 部 分 
大 一 小 部 分 , 身 園 送 那 民 部 分 。 

入国 対 呈 圭 放 豆 相 モモ 口外 結っ | 放言 的 齋 叶 る 8 

填 早 闘 選 香る 本 9] 刈谷 口 叶 . コ 早 号 中 久富 人 中 。 


つぎ ぷん 


次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


が リロ 


業 : や っ ぱり リ 、 こ の コー ヒー メー カー 培 れ て る 。 
: 修理 に 出 そ う よ 。 保 証書 ある よれ ? 
要 : うん 、 た し か 買っ た の は 今年 だ か ら 、 ま だ 保証 


( 注 2) 


が 


保 し ょ うし ょ 


保証 書 、 こ れ だ よれ 2? 
| ちょ っ と 見 せ て 。 あ ー、 お 買い 上 げ 日 も 度 才 店 名 の と こ < ろ も 空欄 だ よ 。 


4 


これ だ と 役に立た な いよ 。 修 理 代 か か っ ちゃ うけ れ ど 、 OO 


トド 
さ 
3 


( 注 1 ) コ ゴー ヒー メー カー : coffee maker 咽 中 机 刃 本 本旨 

ほ L+ う き か ん かない 
( 注 2) 保証 其 間 内 : : within the period of the warranty/guarantee 保 下期 同 内 品 人 HH 
( 注 3) お 買 買 \ 上 げ 日 : the date of purchase _ 史 玉 日 串 包 

は ん ば いて ん めい 


( 注 4) 販売 店 名 : name of the store at which the goods were purchased 筑 菩 店 名 局 可 用 加 
くう らん 
( 注 5) 空欄 : empty (not led in) 空 格 往 る 


口 1 天女 は 、 この コー ヒー メー カー の 保証 書 を 権 っ て いる 。 

口 2 保証 書 に は は この コー ヒー メー カー を 買っ た 店 の は ん こ が 押 し て ある 。 
回 陽 この コー ヒー メー カー の 保証 書 は 有効 で ある 。 

同 了 この コー ヒー メー カー の 修理 は 者 料 に な る だ ろう 。 

園 菩 夫婦 は こ の コー ヒー メー カー を 修理 に 出さ な いこ た 
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3388 下 の 保 証書 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 ( 千 え は 別 則 p3) 
ば も まう: レキ 


ヤマ ノ コー ヒー メー カー 保証 書 


| 


1 


お 買い 上 げ 日 


で ん わ は ぼん で う ® 
電話 番号 また は サイ ン 


し ょ うし ょ き さい な いよ う 


6 こ の 保証 書 は 記載 の 内 容 で 無 料 修理 を 行う こと を お 約束 する も の で す 。 


6※ は お 頁 い 上げ い た だ いた 上 売店 が お 入 す る 楠 で す 。 


6 ( 2 次 の 場 含 に は 有料 修理 に な り ま す 。 
' 不適 切な ご 使用 に よる 故障 
いっ ぱん か て | な い よう い が い し よう 


ii 


・ 一 般 家 許 (国内 ) 用 以外 に 使用 され た 場合 の 故障 
・※ 欄 に 記入 の な い 場 合 


( 肖 ) 記載 ・ written (in this document) 吉 載 2 区 


間 (  ) の 中 に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 た と え 保 証 期 間 以降 で も 

た と え 保 証 期間 必 上 で も 

た と え 保証 期間 内 で も 

だ と え 保証 期間 外 で も 


0 IS 


2 雪 料 で 修理 を し て くれ る の は どの 場合 か 。 


1 保証 書 に 全部 記入 され て いて 、 買 っ て 1 年 以内 に 故障 し た 場合 
2 保証 書 に 全部 記入 され て いて 、 海 外 で 3 か 月 間 使 用 し た 場合 


ほ し r う き か ん 


3 保証 期間 を 過ぎ て いる が 正しく 使用 し て いた 場合 
4 ※ 欄 を 含め て 保証 書 を 全部 自分 で 記入 し た 場合 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・4) 
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身 の ま わり の 文書 を 読も う 


DS Practice Exercise 
実戦 問題 
旬 中 
問題 次 の (1) (8) の 文章 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 
な も の を 1 ・ ら ・3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 (答え は 別冊 p.3) 


(1 ) い ちょ う や く 
軸 腸 薬 「 ス ッ キ リン 」 使用 上 の 注意 
注 1 
1. 次 の 人 は 服用 し な いで くだ さい 。 


・ 導 痢 また は 放 娠 し て いる と 思わ れる 人 
・ 11 歳 未 満 の 子ども 
2. 次 の 場合 は 、 す ぐに 服用 を 中 止 し て くだ さい 。 

・ 服 用 後 、 皮 膚 に か ゆみ な どの 変化 が あら われ た 場合 
・2 週間 以上 服用 し て も よく な ら な いり 場合 
3. 服用 後 し ば らく の 間 は 、 乗 り 物 また は 機 

操作 を し な いで くだ さい 。 
4. 使用 期限 を 過ぎ た 製品 は 服用 し な いで くだ さい 。 


か いる い 


城 類 の 運転 


( 注 1) 胃腸 業 : 買 と 腸 の 業 

( 注 2) 使用 上 の : 使用 する 場合 の 

( 注 3) 服用 : 薬 を 飲む こと 

( 注 4) 妖女 : お な か の 中 に 子ども が いる 女性 
( 注 5) 妊娠 : お な か の 中 に 子ども が で きる こと 
( 注 6) か ゆみ : か ゆい 感覚 


問い この 注意 と 内 容 が 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 11 歳 の 子ども は 、 こ の 業 を 飲ん で は いけ な い 。 
この 薬 は 2 週間 以上 飲ま な いと 、 よ く な ら な い 。 
この 薬 を 飲ん で か らし ば らく の 間 は 、 車 の 運転 を し て は いけ な い 。 
使用 期限 を 過ぎ て いな けれ ば 、2 週間 以上 この 薬 を 飲ん で も よい 。 


た Ww NN 


34mWeek 2: Reading the Language All Around Us 


営業 所 番号 /130 お 荷物 番号 55 の 9-5555 


森下 みとり ーー 


午前 
0 10 日 あ > 2 時 80 な cs 野村 村 5o 
お 荷物 を お 届け に お 伺い し まし た が 、 ご 不在 で し た の で お 預かり し 
て お り ま す 。 ご 都合 の よい 日 時 を 下記 の いずれ か に で 連絡 くだ さい 。 


ん じ つ ち ゅ う 


本 日 中 の 配達 は 19 時 まで の 受付 で す 。 


いた つじ ど いっ ぱん 


1 再 配 達 自動 受付 セン ター 一 般 電 話 か ら 24 時 間 受 付 OK ! 
フリ ー ダ イヤ ル 0120-123- XXX 


お ん 


攻 声 に 従っ て くだ さ 
2. 設 付 オペ レー ター 計 朝 9 時 ~ 1 時 まで 
TEL (065) 2882ーxxXX 
3. ファ ックス 受付 24 時 間 受 付 
0 XX メメ 


ご 住所 ・ お 名 前 ・ お 電話 番号 ・ お 荷物 番号 と ご 希望 再 配達 
日 時 和 を 記入 し て お 送り くだ さい 。 


ツバ メ 運 輸 た か ら 営 業 所 


(まま 1) ご 不在 連絡 票 : 留守 の 間 に 荷 物 の 配達 に 来 た と いう 連絡 の 紙 

( ま 2) 再 配達 : も う 一 度 配達 する こと 

(3) フリ ー ダ イヤ ル : 各 話 を 受け る 人 が 電話 料金 を 私 う サー ビス 。 そ の 番号 
人 は 4) 剖 諸 ここ で は 電 電話 か ら 自 動 的 に 聞こ えて くる 音 や 声 の こと 
( 注 5) 


ォ ペ レー ター 対応 : 機械 で は な く 、 人 が 電話 に 出る こと 


る 3 


注 5 


上 この 村人 と 調 区 が 人 っ て いる の は どれ か 。 

1 19 時 以降 は 、 オ ペレ ー タ ー と 電話 で 話せ な い 。 
荷物 は 10 月 16 日 午後 2 時 30 分 ご ろ も う 一 度 配達 し て くれ る 。 
午後 7 時 まで に 連絡 を すれ ば 、 そ の 日 の うち に 荷物 を 配達 し て くれ る 。 
何時 で も ファ ックス で 連絡 を する と 、 そ の 日 の うち に 配達 し て くれ る 。 


トト OO ト う 
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第 3 週 。 通信 文 を 読も う 
1 日 目 メー ル ① 半 ゃ 


全 「 あ げ る 」 「 く れる 」「 も ら う 」 を 表す 敬語 に 注意 し よう ! 


Be careful with honorific language for ‘ageru’ and ‘kureru’ (to give) and ‘morau’ (to receiVe)! 


身 注 意表 示 「 あ げ る 」「 く れる 」「 も ら う 」 意思 的 敬 造 ! 「 あ げ る 」「 く れる 」「 も ら う ] 言 村 N モ 99] 盾 引 寺 え ! 


・ あ げ る 一 さ し あげ る 
ー て あげ る ーー て さしあげ る 
・ く れる 一 くだ さる 


< て くれ る ーー て くだ さる 
s もらう いた だ く (*「 食 べ る 」 と いう 意味 も ある ) 
ーー て も ら う ーー て いた だ く 


つう し ん ぷん め うえ 


大 通信 文 や 自 上 の 人 と の 会 話 に は 敬語 が た くさ ん 出 て きま す 。 
Lots of honorific language is used in letters and in conversations with people of higher status than oneself. 
在 通信 或 者 対 藤 華 的 対 活 中 系 常 会 使用 敬 少 
生 信 中 引 ] 在 軸 人選 斗 引 可 下 引 放 記 用 引 2| 品 9] 音曲 革 . 


次 か い わ ぶん あと が ん た だ えら 
じゅ ん び の 会 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ うつ 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 
か ず こ か あさ ま と も だ ち お く 用 も 
和子 : お 刀 様 、 お 友達 が りん ご を 送っ て < NE また 。 
お っ と は は 


ra あら 、 た EMI OAD ば が ん れれ え 。 あの 青森 の 方 で し ょ ? 
人 量 は どう だ っ た の か し ら 。 
和子 : ええ 、 わ た し も 必 配 し て いた ん で すけ れ ど 、 大 丈夫 だ っ た みた いで す よ 。 
あの iu れれ す ae お わ MWLMN 9 の よ 。 お 且 様 、 も っ と 台 し 上 が れる よ 
なら ま た 持っ て きま す の で 、 て 
拓 の 母 : そう ね え 、 お 隣 に も 差し 上 げ よ うか し ら 。 お 世話 に な っ て いる か ら 。 
( 注 1) ピカ ビ カ : indicates that something is shiny 表示 受光 的 梓 子 思 旬 豆 舎 信 呈 可 中 
( 注 2) 名 し 上 が る :toeat 忠 ( 尊 蔽 清 ) EA 


口 1 知子 は 夫 の 証 と 一 緒 に 住ん で いる 。 


口 2 和子 の 家達 は 青森 に 住ん で いる 。 
口 3 普 森 に 今 台 風 が 来 て いる 。 
園 4 入手 の 友だち は 病気 だ っ た 。 


お っ と 


園 区 天 の 忌 は りん こ "を 隣 の 人 に あげ た い 。 


06335® 次 の メー ー ル を 読ん で 、 後 の 問 い に 符 ほえ な さい 。 (答え は 別冊 p.3) 


あて さき 

宛先 : kyoko_ta@askdigital-netne.jp 
そう し ん し ゃ 

送信 者 : kazuko@ask-digital.com 

けん めい 


件 名 : あり が と う ご ざ いま す 。 


た く は いび ん 


ぉ 久しぶり で す 。 先 ほど 、 宅配 便 を 受け 取り まし た 
た 


じ っ せん じ っ つっ な い ふう あお も り 。 じょう りく ほう 


実は 先日 、 台風 が 青森 に 上 陸 し た と いう ニ ュー ス を 見 て 、「 四 中 さん の 家 の 方 
の 安心 し まし た 。 
大 きく て ピカ ピカ し た りっぱ な りん ご で すね 。 箱 を 開け る 前 か ら 、 と て も い 


ほん と う 


い に お い が し て きま し た 。 さ っ そく 、 ひ と つ ( ② ) の で す が 、 本 当 に おぉ 
いし く て 、 田 中 さん の 「 元 気 で す よ 。] と いう 牙 が 伝わっ て くる よう で し た 。 
真 亡 も あし た の 遠足 に 持っ て いっ て 友だち に も あげ る ん だ 、 と 大 曽 び で す 。 
ま 人 の 母 や 妹 の 家 に も 分 け て 、 み ん な で 楽し も うと 思っ て いま す 。 


ほん と う 


当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 


いび ん 
( 注 1) 宅配 配 便 : ・ home delivery 送 條 到 家 司 可 
C じ 139 


( 注 2) 上 ます る : toland (verb) 登 店 ダサ 号 引 中 


間 ] ①⑪ [ 突 ぶ し まし た 」 と ある が 、 な ぜ か 。 
1 台風 が 青森 に は 来 な か っ た か ら 
田中 さん は 台風 の 被害 を 受け な か っ た よう だ か ら 
が を か っ だ か 
りん ご が りっぱ で お いし か っ た か ら 


た wo いう 


間 2 ( ② ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
た 2 認め お 26 つ Ss さ ID あけ た の 2 


( 左 ペ ー ジ の 替え ー ら ・5) 


思 富 時 人 | 目 / 


第 3 週 通信 文 を 読も う 


ら 日 目 メー ル ② Wo 
仙 依頼 を 表す 表現 に 注意 し よう ! 


Be careful when making requests! 


哨 注 意表 示 靖 求 的 語 江 ! 紀和 中 本 笠間 | 9 引 ! 
~ー て くだ さい 。 
~ー て くれ ませ ん か 。 
~ て も ら え ませ ん か 。 
~ て くだ さい ませ ん か 。 


ー て いた だ け ま せん か が 。 
て いね い て て いた だ きま せん か 。 


お な い み ね が あら わ 

文 こ れ ら は すべ て 同じ 意味 で 、「 お 願い ]」 を 表し ます 。 
The following expressions all have the same meaning. They are all used when making a request. 
送 江 都 大 表示 同 欄 的 意思 , 表示 「 硬 抵 + 
引 更 人 豆 務 窒 名 可 至 ,「 早 時 」 全 け 村 状 ロ 呈 . 


つぎ か い わ ぷん に の あと ぶん た だ えら 1 
條 XY6 栓 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さ ん : れ ね え 、 同 窓 会 で 言っ て いた ホー ー ム ペー ジ を 作る 話 だ けれ ど 、 私 た ち て や 


じゃ し ん 


日 ざさ ん! いい れ 。 写真 と か 入れ る と 、 パー ティー に 来 ら れ な か が っ た 人 に も 当 
日 の よう す が 伝え られ る し ね 。 で も 、 私 た ち に で きる か な 。 
きん: 簡単 よ 。 いろいろ な ソフ ト が ある か ら 結 構 きれ いな も の が で きる わ よ 。 
や ま も と せん せ 


BS の ね あ 、 山本 先生 が デジ カメ で た くさ ん 写真 提 っ て いら っ し ゃ っ た 
わ よ ね 。 先生 に お 放 い し て 写 洪 を 所 っ て も ら お う よ 。 


と 91 そう 


( 注 1 ) 同窓 会 : alumni association 同学 会 を す 選 

( 注 2) ホー ムペ ー ジ : home page / web site 主 項 圭 可 | 
( 注 3) ソフ ト : software 赦 件 全 隊 下層 

( 注 4) デジ カメ : digital camera 数 奏 相 机 中 外 可 叶 


口 1 A さ ん と B さ ん は 写真 入り の ホー ムペ ー ジ を 作り た い 。 

口 2 ソフ ト を 使っ た の で きれ いな ホー ムペ ー ジ が で きた 。 

口 3 出 本 先生 は 同 案 会 に 出席 し た 。 

口 4 出 示 先生 は ホー ムペ ー ジ の た め に デジ カメ で 写真 を 撮っ て いた 。 


せん せい 


口 5 日 さ ん は 山本 先生 に 写真 を 撮っ て ほし いと 思っ て いる 。 


山 
や ま 
山 


| も ん だ い ) 次 の メー ル を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 用 p3) 


宛先 : yamamoto1222@white.abc-netne.jp 
さ し だ 

出 ブ : mika@apple.coolmail.com 

めい 


ん どう きゅう せい た けし 


DI 
で は 、15 年 ぶり に 先生 に お 会 いで き て 、 本 当 に 楽し か っ た で す 。 
も お 変わ りな く 、 高 校生 に 戻っ た よう な 気 が し まし た 。 

ろ で 、 今 日 は お 願い が あっ て メー ル い た し まし た 。 
あぁ の パー ティ ー 会 場 で 、 私 た ちの クラ ス の ホー ムペ ー ジ を 作ろ 
出 た の を 覚え て いら っ し ゃ いま すか 。 実は 、 私 と 木村 (旧姓 


うと いう 話 が 
よし も と 
= ビ 
古 

ま も と せん せい いじ ょ う と 
撮っ て 
が 


) さん が 
て いら っ 
も し よろ 


中 心 と な っ て 作ろ うと っ て いま す 。 そ れ で 、 山 本 先生 が 会 場 で 
し ゃ っ た デジ カメ 写真 を 、 ホ ー ムペ ー ジ に 使わ せ て ( 
Su メー ル に 添付 し て 送っ て くだ さる と 助かり ます 。 

会 来 られ な か っ た 人 に も 見 て も ら え ます し 、 私 た ち に も 思い 出 と な り 
i 
近藤 美香 
( 注 1) 誕 : ・ maiden name 旧姓 Ad 39, る を る 9 
( 注 2) 添付 : attachment 添付 時 
( ほ 3) へ ~ と 助かり ます : be a greathelp 一 的 項 助 相思 記 下 全 9] 局 双 谷 り 呈 


則 1 ( ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
央 あけ まし が 
還 い だ だ さま が 
9 主 だ さい まりか 
参議 いた だ け ま せん ぐし うか 


こん 


問 5 近藤 さん は な ぜ 山 本 先生 に この メー ル を 書い た の か 。 


近藤 さ 
会 索 し か っ た こと を 伝え た いか ら 
ホー ムペ ー ジ を 作る こと を 知ら せ た い か ら 
HI 
や ま 
中 


も と せん せい し ゃ し ん お x 
先生 に 写真 を 送っ て も らい た いか ら 
どう そう か 


生 に また 同窓 会 に 来 て も らい た いか ら ( 左 ペ ー ジ の 答え ・ 1 ・3) 


CO トト う 
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調 第 3 週 通信 文 を 読も う 
i 8 で が み 
3 日 目 手紙 ・ は が き ① 諸語 


あらわ 。 けい ご お ぼ 
補 「 し ます 」 「 で す 」 を 表す 敬語 を 覚え よう ! 
Let's look at some honorific expressions used in place of “shimasu’ and “desu’. 


適 記 住 「 し ます 」「 で す 」 的 辻 叶 表 拓 方 式 ! 「 し ます 」「 で す ] 言 Hh 中 q] 語 キオ ! 


そん けい ご けん じょう ご 


敬語 謙譲 語 (丁寧 語 

| な さい ます いた し ます 

~ー て いら っ し ゃ いま す ~ー て お り ま す 
(お / グ ご )~ で いら っ し ゃ いま す (~~ で ご ざい ます ) 


けん じょう ご と う い 


a Cia 

尊 徹 語 中 は 聞き手 や 話題 の 人 、 謙譲 語 は 話 し 手 の 行為 な ど に 対し て 使い ます 。 
丁寧 語 は 聞き 手 に 対し て 表 意 を 表し て 使い ます 。 
Respect language is used to refer to the actions etc. of the person who is being spoken to, or 
of the person who is the topic of the conversation. Humble language is used when the speaker 
refers to his or her own actions, etc.. Polite language is used to show pohteness towards the 
person to whom one is Speaking. 
尊敬 前 是 針 対 思 者 、 括 題 中 的 人 物 所 使用 的 , 嫌 迎 造 是 針 対 送 笑 者 的 行 妨 所 使用 。 本 補 前 是 対 
所 者 表示 敬意 使用 。 
ee 王 モ 旬 圭 9] 呈 好 剤 引 名言 , 旭 叶 1 王 演 叶 詞 人 [ 司 引 引 紳 言 引 可 司 鐘 信和 き 昔 品 本 . る ぞ 9 モ 

記 侍 9 可 司 用 引 言 呈 村 財 可 和信 き 避 叶 . 


次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 ( え は 次 の ペー ジ 


は は あき ら 0 き ょ れ ん な っ いっ ラ も ょ 


母 ・ 明 、 由 美 ちゃ ん 、 っ て 覚え て る 2 美 年 の 夏 、 一 緒 に ザリガニ と り に 行っ た り 、 
花火 を し た り し た チ 。 
明 : ああ 、 ザリガニ 見 て 泣い た ぁ あの? 


は は けん い 


届 ・ そうそう また お 傘 休 み に = 来る ん だ っ て 。 今 度 は 赤ちゃん も - 一 緒 よ 。 健一 
( 注 


若 っ て いう の よ 。 お あの 由美 ちゃ ん が お 姉ちゃん に な っ た の よ 。 
明 iRH3e ん あお ん な に ホ さ る で もち 二 ち 記 で か ぁ 。 


( 注 1) De “a ん Ms フト 
( 注 2) お 番 休 み : お 盆 の 時 期 (だ いた い 8 月 12 日 か ら 15 日ごろ) の 休み 


由美 は 明 よ り 年 上 で ある 。 

明 と 由美 は 夫 年 の 夏 、 一 緒 に 遊ん だ 。 
由美 は 健一 の 妹 で ある 。 

明 は 寺 年 の 夏 、 健 一 に 会 っ た 。 
由美 は ザリガニ を こわ が っ た 。 


男 講 司 呈 画 蘭 国 病 加 | 
の 0 NMN = 


40mWeek 3: Reading Correspondence 


つぎ 。 て が み よ 
條 30 駐 次 の 手紙 を 読ん で 、 後 の 問 い に 答 えな さい 。 ( 符 え は aI p.3) 


析 t POOL DOD 人 お た 、 1 人 人 
i CA 
i ISHII も いす は 信 相 ( の 2 1 日 * 
が お ゝ 連 % る つ 都 > ら お WIIEMN 今 : " < 暑 》 
| 日 > 体 % # 総 ? ん た 合 3 ら ば か こっ Ca ヽ es ① \ い 
株 0 だ HI だ GII の 39 UE 私 25 日 > 
SU た NSIMCMWNRI TI200CO は IA が 
を GIMPMIEISONMNIOU の MI げ 計り 
の 0 大 邊 i 多い 
けれ す し 4 CBO え 忙 ぇ 3 4 当 $ お _ 6 
IN ZIL お 2 今 : ふ そ に A 
お ら EBISINNEIN お 6 様 : 人 
過 + が し マフ いい MSA 中 が が 4 
NE 
し 4 示 ii 計 作 も さよ た 院 
CH 手 る BA 由 * い 2 ) 歩 2 の CA 
6 キロ 美 が 店) 抱か IS 
お お は 。 思 74002 測 5 る 2 
な \ い 9 実 R MN 明 $ "2 予 : ふ ヽ し 0 0 た 中 
1 Oo と 家 。 失 人 < う た 全う ヽ て さ 
| う Ea en 桂 Bi 
道 ? か り ん 3 す トン ho は ふ 、 9 nC: そ 
子 み 人 8 且 旧 HH の ば の 


て 電 議 に 還 ー 、) 


( 注 1) ふ うふ う 言 計 言う ・ puffing andpanting 呼 味 呼 味 地 舎人 習 回 有 d 可 叶 
( 注 2) 千 く も : quickly/early 早 就 q 可 , 澤 史 

( 注 3) 実家 parent's home, family home 娘 家 る る 

3 


な つ ほ ん ば ん 


注 4) 夏 本 番 : real summer, the really hot weather 左 夏 外語 


間 1 ( ①⑪ ) ( ② ) に 入る 言葉 の 組み 合わ せ で 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 ① お 元気 で お り ま すか ② 元 気 で ご ざい ます 
2 ① お 元気 で いち っ し ゃ いま すか ② 元 気 に し て お り ま す 
8 ① お 元気 で な さい ます か 元気 に し て お り ます 
4 


げん き 


① お 元気 で いら っ し ゃ いま すか ②⑦ 元 気 に い た し て ご ざい ます 


問 8 下村 さん は 何 の た め に この 手紙 を 書い た の か 。 
字 新 の あい さ つ を する た め 


まだ 


松田 さん の 家族 の 健康 状態 を 閉 く ため 
赤ちゃん が 生ま れれ た こと を 知ら せる た め 


ぼん 


お 盆 に 実家 に 帰る こと を 松田 さん に 知ら せる た め 


ーー 


トト oo MN 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー ら ・5) 


第 三 周 : 岡 球 通信 文章 / 秘 3 


第 3 週 通信 文 を 読も う 
4 日 目 手紙 ・ は 
w 特別 な 敬語 を 覚え よう ! 一 「 符 く 」 「 来 る ] 「 い る 」 一 


Let's look at some special honorific 1anguage! 一 “ikw’ (to go), ‘kuru’ (to come), “iru’ (to be) 


入 志 住 特殊 的 散 舌 ! -「 行 く ] 「 来 る ] 「 い る 」 - 征 四 圭 8g] 言 店 オ ! -「 行 く ]「 来 る ] 「 い る 」 - 


ゃ 9 Letters/Postcards ② 
ココ ⑧) 倍 件 ・ 明 信二 の 
ろう 羽 記 ・ 選 計 ② 


きま す | いら っ し ゃ いま す DIGE ます 


いら っ し ゃ いま す お いで に な り ま す 上 
| お 越し に な り ます 見 えま す | 
いま す | いら っ し ゃ いま す お いで に な り ま す | お り ま す 


太 不 特定 多数 の 社会 人 に 出す 手紙 や は が き は 、 ふ つう 敬語 で 書き ます 。 


Polite language is used in formal letters and postcards sent to multiple recipients. 
在 知 多数 的 社会 人 写 信 時 或 寄 明信 片 時 一 般 使用 散 番 . 
語 号 る 叶 全 引 久 羽 A 中旬 呈 還 モ 選 4 選対 引 モ , 兄 号 9] 殆 答 ロ 叶 . 


光 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 
夫 ・ 桜 、 あ と 2 週間 くら いか か る か な 。 う ) ち は 度 が 狭く て 木 な ん て 植え られ な い 
けど 、 要 が 立派 な 公園 で 本 当 に よかっ た ね 。 こ の 窓 か ら の 眺め は 最高 だ し 
芸 : そう だ 。 大 学 時 代 の 友だち に 家 に 来 て も ら っ た ら ど う 2 転居 通知 出す と き 

に 、 誘 っ た らい いん じゃ な い 2 
そう だ ね 。 家 は 新築 と いっ て も 大 し た こと は な いけ ど 、 ここ か ら 花 見 が で き 
る し じ ね 。 じゃ あか. 寺 の NB3 頼む よ 。 


Ku 

UI 

(1 
rn 
Re 


て ん き ょ つ う ち 


( 注 1) 転居 通知 : notification of a change of address 搬 家 通 知 | 号 
( 注 2) 新築 : new building 新建 る 
( 注 3) 大 し た こと は かない : nothing special 没有 仕 色 大 不了 的 本選 登 及 を 届 叶 
ふう ふ 記 わ 放さ らき 
園 間 この 夫婦 の 廃 に 桜の 木 が ある 。 
口 2 今 、 こ の 夫婦 は 人 園 を 散歩 し て いる 。 


ふう ふ 


口 3 この 夫婦 は 、 最 所 この 家 に 引っ 越し た 。 
口 4 この 夫婦 は 引っ 越し を 知ら せる は が き を 出す 予定 で ある 。 
口 5 科 は 2 週間 前 に 咲き 始め た 。 


も ん だ い 深 の は が きま を 読ん で 、 後 の 問 い に 答 ほえ な さい 。 (答え は 別冊 p.4) 


この と ころ 、 毎 日 量 か い 日 が 続い て いま す が 、 皆 様 、 い か 
が お 過ごし で し ょ うか が 。 

さて 、 この た び 、 去年 より 建築 中 だ っ た 家 が や っ と 完成 し 、 
下記 の 住所 へ 引っ 越し まし た 。 平凡 な 家 で す が 、 す ぐ 理 が 


野中 2 


桜 で 有名 な 野川 S 彫 で 、 窓 か ら の 眺め は か な り 気に入っ て 
ep 皆様 に も ぜひ 見 て いた だ きた く 、 わが 家 で 花 
が し 
へ 、 


と う と だ い が く や 


を 開く こと に いた し まし た 。 こ れ を 機会 に 東都 大学 
部 同期 で 集まり ませ ん か 。 3 月 30 日 (日 ) の お 昼 ご ろ 


( 注 2) 


お 待ち し て お り ま す の で 、 #0 ( 
な お 、 電車 で いら っ し ゃ る 場合 に は 駅 まで 迎え に 参り ます 。 


こう えん ちゆ つう レ し ゃ じ よ う 


お 車 で お いで に な る 場合 は 2 公開 の 駐車 場 を ご 利用 くだ さい 。 


※ 騰 手 な が ら 皆 様 の ご 都合 を 電話 また は メー ル に て お 知ら せ 


( 注 3) 


いた だ けれ は 幸い で す 。 


〒 155-XXXX 三鷹 市 〇 町 : 3-32-20 
TEL&FAX : 042-333-XXXX 
E-mail : masaotani@XXXX.ne.jp 


注 1) これ を 機会 に : take this opportunity 把 送 條 作 才 机 会 2 
どう き せい 


( 
( 注 2) 同期 生 : students of the same era 同期 生 き 2 包 
( 注 3) 勝手 な が ら : Irealize this request is selfish, but ... 野 然 随意 3] 本 合 可 至 引 (2 本 合 可 豆 奴 蛋 瓦 信 引 旬 吾 ) 
( 注 4) 幸い で す : it would be a great help 幸 返 社 村 列 舎 口 
た に だ 
間 ] 谷 さ ん は な ぜ こ の は が き を 出し た の か 。 
あたら いえ き い し 
1 新しい 家 が 気に入っ て いる こと を 知ら せ た い か ら 
いえ か ん せい し 
2 も うす ぐ 家 が 完成 する と いう こと を 知ら せ た い か ら 
の が わこ うえ ん いっ し ょ さん ば 
3 野川 公園 を 一 緒 に 散歩 し た いか ら 
あたら いえ 。 し ょ うた い 
4 新しい 家 に 招待 し た いか ら 


Co きど うう 


問 6 (  ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 


1 お 参り くだ さい 34CCC お さい 
3 お 越し くだ さい が やう て くだ さい 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー3・4) 


第 三 周 : 岡 速 通信 文章 / 天 3 


第 3 通信 文 を 計 も う 
5 日 目 手紙 ・ は が き ③ 人 計 


補 特別 な 敬語 を 覚え よう !  「 言 う 」「 見 る 」 2 な どー 


Let's look at some special honorific language! — “iw’ (to speak/say) ‘miru’ (to see/look/watch), “taberu’ (to eat) 


自 吉住 特別 的 敬 造 ! - [言う] 「 見 る 」 Ee 等 = と 491 周 の [言う 」 「 見 る 」 [食べ る 」 を - 


言い ます お っ し ゃ いま す 


見 ます ご 覧 に な り ます 押 員 し ます 
食べ ます ノ 飲 み ま す | 召し 上 が り ま す | いた だ きま す 
知っ て いま す ご 存じ で す | 存じ て お り ます 


ご 存じ で は あり ませ ん 


| ぞ ん 
| 存じ ませ ん 


近所 の 人 : あら 、 BS 腕 ど うし た の ? 

陽子 の 妃 : 転ん じゃ っ て すり むい た の 。 大 きい 犬 に ほえ られ て ね 。 
HH 時 HFPS で 

陽子 の 屋 : ええ 、 こ の 子 、「 お 、 ワン ワン だ 一 ] っ て 言っ て 着 っ て いっ た の 。 そ 


お どろ 注 2 


う し た ら 、 7 震 い た らし て っ て ee 
導 衣 の 人 : あら 、 そう 。 で も 大 し た こと が な く て よかっ た われ 。 


( 注 3) 
( 注 1) すり むく : graze 踏破 旭 4 中 , 香 本 引 
( 注 2) ワン ワン : baby language for 'dog' (bow wow) 注 注 忌 叶 9|(2| 言 2 ト 可 旭 モ 9] 当 9] 埋 ) 
た い 
( 注 3) 大 し た こと が な い : notserious 没有 仕 名 大 不了 的 cl 届 呈 


口 1 陽子 は 犬 が 嫌い だ っ た 。 
1 お どろ 


口 2 陽子 は 犬 を 驚か せよ うと 思っ て 近づい た 。 
園 和 上 ot かっ た 


日 4 陽子 に ほえ た 犬 は 陽子 の 家 の 犬 で は な い 。 
日 5 犬 は 陽子 を か ん だ 。 


44mWeek3: Heading Gorrespondence 


さい 。 (答え は 別冊 p.4) 


えな 


こ た 


人 箕 
三 


に 


問い | 


後 の 


あと 


ヽ 


に 
宛 ん で 


次 の 手紙 を 


ゃ 


人民 


も ん だ い 


コネ 丘 


や で さ つ で わす で ャ He 


記 皿 ゼ * で を 人 GS ポ を ER 操 療 りや を 
Nt やつ IN や に つつ 
農 ン 4G で る 左 つ 雪 和 ne" 
URN SDR や を SE 共に 
EE し < dtr に T* RoRWren っ "で リス) 
NN つ 昌和 ポン pG に し で 滞 枯 人 や で 
NN "で Ge 滑 笛 レト" 重 PAM に りこ た そい 
っ 2 we 
NN こっこ ネツ グ 四 つつ を 舞 局 さ ヤー 験 A J 


PP CR ha DY I 9 


に し ap 汐 恨 る や せる そっ 中 や mw 征 っ 配っ 
いた と あさ 3 
や ポレ つ Ti A 攻 折 年 つ 語 さ ン 本 レニ や 


J を 


人 + ア ルト っ で リリ で G きこ トワ 種 物 っ 選 つ 才 を で 


ne 
し ^ な る 2C 寺 つて 作っ w キ ーPCS 民 っ 昌 つ 当 や" 


せっ 外宮 人 


楽 帯 四 
避 王 
( 則 き )・ 3 
で や 5 
譜 し へ ト ホ ーwts 詳 っ っ つ w つ re 
ni 


RC EN Lp (< 5 


炎 谷 を を 


当然 号 記 
リリ 傷 : graze 擦 伏 知 藍 


追伸 : PS. (postscript) 


べっぴん 


うふ ん 
きず 


筐 礁 する : bebecomeexcited 


別 便 で : differeat letter/parcel 別 函 中 


3 
\ | 
へ , natural 


叫 


ンー ニン テト 


~~ 


呈 付 呈 言 人 Alm45 


( 左 ペ パー ジ の 答え ー3・4) 
周 : 賠 天 通信 文章 / 和 3 條 


第 


, 


ある は じ 
歩き 始め た 。 
も っ と て SI どう 


ー 


な 


た 。 
ずく | 


入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 


お ん な 


ほえ られ て 女の子 は どう な っ た の か 。 


う 


軽い けが を し た 。 


か る 


転ん で 頭 を っ 
ふん お お 
転ん で 腕 に 
4 びっ くり し た が 、 
ド ) に 入 
あ 
3 お 如 し 上 が っ て くだ さい 
4 お 如 し 上 が りく だ さい 


き 誕 し て 大 きい 声 で 泣い た 。 


め 
め 


大 に 
ころ 
ころ 
3 
た 
2 食べ られ て くだ さい 


1 


2 


間 1 
問 2 ( 


軒 第 3 週 通信 文 を 読も う 


la 本 ) 


_ 6 日 目 FAX (ビジ ネス レタ ー) 8 


容 「 ご し た いと き 」 「~ し て も らい た いと きま 」 の 敬語 に 注意 し よう ! 
Be careful with honorific language indicating that you want to do something, or want someone to do something for you! 


身 注 意 r 想 位 一 的 時 候 』 想 一 若 ( 我 ) 的 時 候 」 的 敬 蛋 使用 方 法 ! 「~ 引 丸 名 舎 可 」'… 存 生 届 ら 可 召 可 」 相 glel 季 引 寺 オ ! 


ー ( さ ) せ て いた だ きま す 。 
(させ で くだ ざさ: 
ーー (ささ ) せ て いた だ け ま せん か が 。 


お / ご ーー い た だ け ま せん か が 。 
お ノ ご 願え ませ ん か 。 


大 「ー さ せ て いた だ きま す 」 は 相手 の 許可 を 必要 と し な い 
と さや 、 待て な いと き に 使い ます 。 | 


... Sasete itadakimasu’ is used when permission isn’t required, or 
when there isn’t time to wait for permission to be granted. 

「 一 させ て いた だ きま す 」 在 不 和 需要 対 方 的 導 可 或 不能 等 的 協 合 使用 . 
「 一 させ て いた だ きま す 」 モ 9 可 名 相 オ 言 性 8 豆 桂 ス | 登 含 可 け | 叶 
婦人 羽島 可 相 人 邊 きす 斉 ロ . 


ーー したい とき 


< し て も らい た いと き 


つぎ か いわ ぶん 


お 支払 い 
いた だ け ま せん か , 


本 当 は 怒っ て いる 
と きも て いね い に 
言い ます 。 


WW 瑞光 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


お と SE に ひも 人 りり 中味 = 和 必 ほ に だ : が な か い みち こ 


の 人 人 も じ も し 。 こ ちら ミ ドリ 旅行 社 の 田中 と 申し ます が 、 中 井 道子 さま は い 


らら うじ で いま キ ます で し 上 うか 。 
の 大 ] は い 、- 私 で す が に 


人 し ゅ っ ぱっ - うだ いき ん 


の 人 : あの 一 、12 月 23 日 に ご 出 : の 旅行 代金 を まだ お 振り 込み いた だ いて い 
注 


な いま です が 。 


た の 人 いあ っ ら すみ ませ ん 。 すぐ 振 り 込み ます 。 え ー と 、 い くら で し た っ け ? 
あの 一 、 書 類 な くし ちゃ っ た みた いで 、 品 座 番号 も わか ら な くっ て ……。 


( 注 2) 


( 注 1 ) 振り 込み : : transfer money 江 人 当 呈 
( 注 2) ロ 座 番号 : account number 存 折 央 号 居 思 を 


口 1 赤 の 人 は 、 旅 行 に 行く 手 定 で ある 。 

口 2 女 の 人 は 、 ミ ドリ 旅行 社 に 旅行 を 申し 込ん で いた 。 

口 3 次 の 人 は 、12 月 23 に 計 失 迷う と に し て いた 

口 4 女 の 人 は 、 ミ ドリ 旅行 社 か ら 旅行 に つい て の 書類 を も ら わ な か っ た 。 
口 5 の 人 は 、 旅 行 代金 を 払う つも り は な か っ た 。 
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5 駐 次 の ファ ックス を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。( 倫 え は 列 則 p2) 


F AX 送信 の ご 案内 


ね ん が つ ょ ふつ か 
20XX 年 12 月 2 日 


発信 者 : 株 式 会 社 ミ ドリ 旅行 社 田中 
tel. 03-326X-2222 fax. 03-326X-2223 


は ん じょう 


本 状 を 含め て 2 枚 


( 注 2 


いつ も ご 利用 いた だ き 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 
4 邊 ど 、 お 電 議 で お 語 し し た 件 で すか お 申し 込み いた だ いた 旅行 代金 が 未納 に 


いき ぁゃ う し ょ 


な っ て お り ま す 。 さっそく! の 許 え を ファ ックス させ て いた だ きま す の で 


( 注 5 
きん が か くに ん 注 ち ) ( 和 ほ 6) 


金額 を ご 確認 の 上 、 指 定 の 口座 に お 振り 込み いた だ きま す よ うお 願い 申し 上 げ ま す 。 
な お 、 お 振り 込み 期限 は 12 月 8 日 と ( 


ほ 1) 台 者 ・ sender (of a message) 須 信 者 半 オ 
2) 本 状 : thispage 送 封 合 せ 選 c4 
注 3) へ 件 : matter (thing) 一 件 ~ る ね 
注 4) 2 of yerpald 未 狂 可 呈 
)3 
) 


も っ WS 信人) 


間 ] (  ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 な っ て いた だ きま す 
2 させ て いた だ きま す 
3 し て いた だ きま せん か 
4 させ て いた だ きま せん か 


間 の 9 この ファ ッ クス の 内 容 に つい て 走 し いも の は どれ か 。 
1 旅行 代金 に 変更 が あっ た 。 
i 
3 旅行 代金 の 請求 書 の 挫 え を 2 枚 目 に 送 っ た 。 


し は 5 い ほ うほ う 


4 旅行 代金 の 支払 方 法 は 決ま ちい Ne 
( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・ ら ) 
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第 3 週 通信 文 を 読も う 
7 日 目 実戦 問 題 


上 ぷん し ょ う も っ と きとう 


問題 次 の (1) (2) の 文章 を 読ん で 、 それ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 
な も の を 1 ・ ら ・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 結 え は 別 李 p2) 


WO 


(1) 先日 お 買い 上 げ いた だ いた 電子 詳 午 の 画面 に こ 問 題 が あり ご 迷惑 を お か けい た 
へ ん も う 

まじ て 、 大 変 申し 訳 ご ざい ませ ん で な ご 返品 いた だ いた も の を 調べ まし 

と の ライ ト が うま 信和 し て いなか っ た こと で て 直 暗く 見 に く か っ た 

AD GSt7ES 早速 、 いた し し て 別 便 で お 送り させ て いた っ さじ 


た 。 分 後 は 二度と この よう な こと が 起き な いよ う 製品 の チェ ッ ク を 強化 いた し 
う 3 ひん わり びき 


ます 。 本 当 に 申し 訳 ご ざい ませ ん で し た 。 な お 、 お わび の 印 と し て 商品 制 有 基 
を 同封 きせ て いた だ きま し た 。( EE 
( 注 


ぶ ぷぷ 


( 注 1) 画面 : (この 場合 ) 文字 が 中 れる 部分 
( 注 2) 返品 : 買っ た 品物 を 返す こ と 
( 注 3) 作動 する : 機械 な ど が 動く 

( 注 4) お わび の 印 : 「 す み ま せ ん 」 と いう 気持 ち を 表し た 品物 
( 注 5) 同封 する : 手紙 の 中 に いっ し ょ に 入れ る 


問 1 ( ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
お 使い な され ば 

お 使い いた だ けれ ば 

お 使い いた せ ば 

お 使い さしあげ れ ば 


や 60 NO 


問 ら OE め に 書か れ た か 。 
お わび の 所 を 別に 3 送る こと を 知ら せる た め 
表 品 の チェ ッ ク を する こと を 知ら せる た め 


電子 辞書 の 画 面 が 暗かっ た こと を 伝え る た め 
電子 辞書 を 修理 し て 送っ た こと を 伝え る た め 


RO N= 
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) 
な 
名 : s nakamura@XXX.ne.jp 
さ し だ し 
出 人 : takeda@takara.XXX.jp 


けん めい 


件 名 : ( ) 


ぶさ た し し て お り ま す 。 た か ら 市 役所 市 民生 活 斉 の 武田 で す 。 

E 年 の 講演 の 際 に は 、 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 先生 の 講演 は と て も 評判 が よく 、 
回 も ぜひ と いう 声 が 多く 上 が っ て お り ます 。 つ きま し て は 、 本 年 も また お 願い 
いた し た く 、 ご 連絡 申し 上 げ まし た 。 

場所 は 昨年 と 同じ く 、 た か ら 市 民 会 館 ホ ー ル 、 日 時 は 5 月 3 日 午後 3 時 より を 予 
定 し て お り ま す が 、 先 生 の ご 都合 は いか が で し ょ うか 。 今回 は 「50 歳 か ら の 生き 
方 に つい て 」 と いう 肉 容 で お 願い し た いと 思い ます 。 

よろ し く ご 検討 くだ さい ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 


た か ら 市 役所 市 民生 活 課 
武田 健一 


上 MO つき まし て (は SS が の で 
ほ 2) ご 検討 くだ さい ます よう : 考え て いた だ く よ う に 
問 ] 件 名 の ( ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 講演 の お 願い 
2 講演 の お 礼 
3 講演 スケ ジュ ー ル の 変更 
4 閉 演 内 容 の 確認 


間 2 この 文章 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 中 科 先生 は 武田 さん に 会 っ た こと が な い 。 
2 中 村 先 生 は 前 に た か ら 市 で 講演 を し た こと が ある 。 
3 今回 の 講演 の 内 容 は 、 前 回 と 同じ で ある 。 
4 中 村 先 生 は ぜひ また 、 た か ら 市 で 講演 を し た いと 思っ て いる 。 
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第 4 週 新聞 を 読も う 
1 日 目 見 出し 守 J 


み だ > つか し ょ うり ゃ くけ い A 
w 見 出し に よく 使わ れる 首 略 形 に 注意 し よう ! 
Be careful with common abbreviations used in headlines! 
注意 林 題 中 勾 常 使用 的 和 略 形式 | 下草 21 外科 dl 作野 生 可 計 和 1 


あん 


生活 に 不当 3 人 に 2 人 


に ん 。 ふた り せい か つっ 。 ふ あ ん か ん 
ー3 人 に ら 人 が 生活 に 不安 を 感じ て いる 。 


価 1 亡 円 札 計 中 学生 コビー で 


ちゅ う せい 


ゅ 3 う が く せい 。 。 き に せ まん えん さ つ つく 
= 中 学生 が コピ ー 機 で 偽 の 1 万 円 札 を 造っ た 。 


し ん ぶん 。 み だ み じ か か ん ぜん ぷん し ょ う か た ち お お 
太 こ の よう に 新聞 の 見 出し は 、 短 く 、 完 全 な 文章 の 形 を し て いな いこ と が 多い で す 。 
見 出し を 読ん だ だ け で 記事 の 内 容 が だ いた いわ か り ま す 。 
As in this example, it is very common for newspaper headlines to be short, incomplete sentences. 
Just by reading the headline, you can guess what the article is about. 
筒 短 、 不 用 完 整 形式 表 迷 的 酸 題 在 拓 低 中 色 常 出現 . 只 看 酸 題 就 能 大 体 了解 新聞 的 内 容 . 
9] 軒 信 足 相 如 正利 モモ 習 言 神 填 足 倍 引 青 可 フト od る 和 ケ 登 舎 呈 . 


N NN つぎ か いわ ん た あと が ん _ た だ 0 
0 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう つ 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さん : ね え 、 こ の 体 有 館 、 著 く な い ? 

B さん : うん 、 著 い 。 半 を 開 め 切っ て いる し 、 こ ん な に 人 が 多い か ら 仕 かな いよ ね 。 
穴 を 開け た ら 臭 くっ て 息 で き な い よ 。 な に し ろ 、 あ の 大 きい タイ 工場 
が 焼け た ん だ か ら 。 は か の 避難 所 は も っ と 込ん で いる らし いよ 。 

A さん : 早く 家 に 帰り た い 。 

B さん : 火事 も お さま っ て き て いる みた い だ し 、 あ し た に な っ た ら 帰 れる よ 。 


し * 
( 注 1) 閉め 切る : shut 美 団 〒 呈 呈 
ひ な ん じ ょ 
( 注 2) 避難 所 : emergency shelterrefuge 避 礁 所 本 は を 
か じ 
( 注 3) 火事 が お さま っ て さて いる : the fire is under control 火 究 被 半 火 叶 鹿 人 入選 約 呈 


口 1 A さ ん と B さ ん は 今 自 宅 に いな い 。 
口 2 体 肥 傍 は 察 い の で 、 窓 を 閉め 切っ て いる 。 
くき 了 


口 3 臭い の は 、 タ イヤ が 焼け た せい で ある 。 
口 4 体育 館 で 避難 し て いる 人 は 少な い 。 
口 5 火事 は どん どん 広がり そう で ある 。 
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“Hf 


も ん だ い 次 の 新聞 記事 を 読ん で 、 後 の 問 い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.4) 


ひ な ん ば し ょ 


の 注 鎮 % 日 ふ : タ ュ | 
背 伝 * 由 0 ia 

i に か 
の な お 
られ SE つっ 場 5 起 = 
目 し と Ss 放 wm で の き 
宅 を 避 w2 難 を ` 火 ぁ ゅ た 
旋 な すす 目 中 直 炎 る 栃 5 
戻 & 場 " 示 と う は 木 * 

っ 所: 解 ぶ や 県 % グ 

の 3 の イ 

REI 

が と こ 

れ 史 # し 近 # -L: 

> fs 3 是 . と 

cs en だ 協 

仙 を 生ま は 火 * 

> な 玉 v 内 

i 自 
RS 上 い ゝ に 
ヽ a | 
NE 
ER NE 


ちん か 
( 注 1) 鎮火 K す る: 5 be extinguished 火 火 叶 叶 叶 
な ん し じ か い 


( 注 2) 性 難 指示 解除 : repeal of the evacuation order 解除 避 礁 指示 羽 は 入 旬 司 秘 
(3) ー 様 に ・ in the same way 同 梓 地 民有 gl 


問 ] この 記事 か ら りら わから な いこ と は どれ か 。 
1 火事 の 起き た 時 間 
2 火事 の 場所 
3 中 難 場 所 
4 付近 住民 の よう す 


間 2 この 記事 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 タイ ヤ 工 場 の 火事 の 音 が うる さく 、 住 民 は 眠れ な か っ た 。 
2 タイ ヤ エ 場 の 火事 の せい で 、 窓 を 閉め あな けれ ば な ら な か っ た 。 
3 中 難し て いた 住民 は 、 体 肥 館 で 寝る こと が で き て 安 ぶ し た 。 
4 店 難 し て いた 住民 は 、 夜 の う ち に 自宅 に 帰る こと が で きた 。 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・3) 


第 四 周 : 看 援 筐 天下 : 人 | 呈 言 人 還 ら 1 


4 週 。 新聞 を 読も う 
2 日 且 グラ フ ① 


Graph ① 


ユ 相 至 ① 


せつ めい こつ で a ば お ぼ = 
w グラ フ の 説明 に よく 出 て くる 言葉 を 覚え よう ! 一 1 一 
Let's look at some expressions that often appear in explanations of graphs! 一 1 一 


意志 住 表 格 中 色 常 出現 的 遂 明 語 江 ! 一 ] 一 ココ 相去 久本 9 HH 性 合 引 和 テ 2H! ブ こ ニー 


が (| ぞう か 
増え る ( 三 増加 する ) 

toincrease 増 (= 増 加 ) 言 中 (= 2H 計 ) 
よじ ょ Ca 

徐々 に 


gradually 漫 温 地 人 人 本 


大 半 を 占め る 


to represent the majority /be in the majority 


占 了 大 半 中 千 呈 人 | 引 叶 


伸び 


increase/growth 成 代 き ト / 9 な 


減る (= 減少 する ) 


to decrease (= 減少 ) 番 叶 (= 君 全 叶 ) 


きゅう げき 。 
誠 激 に 


suddenly/rapidly 急 財 地 語 放 本 


えん ー た っ 
(-% ノ 円 な ど ) に 達する 
to reach ... %/ yen 
送 到 (一 %/ 一 日 元 等 ) (て %/ < ) 9 理 邊 中 


いっ て い 


constant (remains the same) 一 定 当る 


あく 


CS 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ 


に ほん 


A さん : 日 本 の 輸入 絡 42 兆 円 も ある そう です よ 。 


| いろ いろ な も の を 輸入 し て いま すか られ ね 。 や っ ぱり 、 


アメ リカ か ら の 輸 


入 が いち ば ん 多い ん で し ょ うれ ね 。 


UN 航 出 頼 は アメ リカ が 一 番 で す が か 、 輸 へ は 、 最近 で は 四国 が トッ 


お お 


2 "それ に 、 わ が 国 は 、 補 国 に つい て は 輸出 より 輸入 の ほう が 


NDT TG 


ゆ に ゅ う が く 


( 注 1) 輸入 額 : import amount (money value) 逃 口 額 9 


ゆ し ゥ ゅ っ が く 


( 注 2) 輸出 額 : export amount (money value) 出口 額 きき 引 


日 ほん し L ぁ っ が く 
日 1 

日 ほん も っ と に ド ゅ 7 が く 
履 M% 

に ほん も っ と ゆ L ゅ つっ が く 
回 8 

に ほん ちゅ う ご ゆ し L ゅ っ が く 
日 4 

日 ほん ちゅ う ご ゆ L ゅ っ が く 
回 5 


日 本 で 最も 輸出 額 が 多い の は 、 ア メリ カ で ある 。 
で 最も 輸入 額 が 多い の は 、 アメ リカ で ぁ る 。 
日 本 で 最も 輸出 額 が 多い の は 、 中 国 で ある 。 


日 本 の 中 国 へ の 輸出 額 は 輸入 額 より 多い 。 
の 中 国 へ の 輸出 額 は 輸入 額 よ り 少 な い 。 
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232 次 の 文革 は 、 日 本 の 輸出 額 と 輸 入 額 に つい て 述べ た も の で す 。 
読ん で 3 後 の 問 い に 答 えな さい 。 (答え は 別冊 p.4) 


に ほん お も ぼう えき ごく が っ し ゅ うこ く イー ユー ちゅ うごく か ん こく ゆ し ゅ っ が く 


日 本 の 主 な 損得 相手 国 は 、 ア メリ カ 谷 泰 国 、EU、 中 国 、 韓 国 で す 。 輸 出 額 は ア 

メリ カ 合 衆 国 が 最も 多く 、 現 在 は 約 15 兆 円 に 道 し て いま す 。 下 園 は その 約 3 分 の 
ちゅ う 2 

を 占め て 


1 に な っ て いま す 。 輸 入 額 は アメ リカ 合衆国 と 中 国 が ほぼ 同 額 で トッ プ 


が 


め 
ゆ し ゅ っ が く 
いま す が 、EU と の 差 は 大 き く あ り ま せん 。 ほとん どの 国 は 輸入 額 よ り 輸 出 額 の ほ 
お お と に お お 
う が 多 く な っ て いま す が 、 下 国 の みろ 輸入 頼 の は う が 多 く な っ て いま す 。 
注 
ほ 1) EU: European Union ( 注 2) て の み : = ニン だ け 
間 い 次 の グラ フ か ら こ の 文章 に 全う も の を 選び な さい 。 
に ほん あい て さき べつ めじ しょ っ に うつ 2 ね ん 
先 別 輸出 入 額 (G008 
加 = 符 入 | = 輸出 
ス 2 
が か AC く か ん こく 
朝 国 
ちゅ うごく ちゅ うごく 
EU EU 
0 3 6 9 el 5 0 3 6 9 18 15 
3 0D 4 ey 
か A こく か ん こく 
国 国 
四 各 箇 
EU EU 
昌 
交 % ーーー 
0 3 6 Sas 0 3 6 9 2 
(円) 次 名 
( 黄 H 総務 庁 統計 局 に よる ) ( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・5) 
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較 第 4 週 。 新聞 を 読も う 


坦 還 グラ フ @ 各 


en 


せつ めい で こと ば お ぼ 
グラ フ の 説明 に よく 出 て くる 言葉 を 覚え よう ! 一 ロー 
Let's look at some expressions that often appear in explanations of graphs! — 2 — 
租 豆 住 表 格 中 色 常 出現 的 聞 明 語 江 ! 一 2ー ココ ユ 相 区 9] 本 中 人 オ 千 け ゃ モ 嘩 仁 相 和 詩人 電 !ー2ー 


ば い ぶん 
~ の 3 倍 ~ー の 3 分 の 1! 
three times (x3) 一 的 三 分 アー <^ 引 8 旨 one third (=3) 一 的 3 倍 - 引 3 忠相 1 
わり あい りつ 
割合 ー 率 
proportion/ratio 比例 引合 rate/ratio 一 率 ^ 租 


グラ フ が 2 つ 以 上 ある と き は どこ が 違う か よく 見 比べ て み ま し ょ う 。 
Where there are two or more graphs, compare them carefully to find the difference! 
在 有 西條 以上 的 園 表 情況 下 , 透 比 灸 宅 休 巡 同 的 昇 同 . 
コ 綴 王 フ ト 2 2 dl 所 可 可 モロ フト 呈 叶 2| 社 本 喜 吾 言 利 革 . 


( 注 ) スト 


唱 1 
2 
3 
口 4 
5 


つぎ か いわ ぶん よ あと 


た だ 


0 但 光 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


: あら 、 ご は ん そん な に 残し ちゃ っ て ……。 具 合 で も 悪い の ? 

: いや 、 体 は どこ も 愚 く な いん だ けれ ど 、 食 欲 が な く て 。 き っ と スト レス 
の せい だ と 思 ) ん だ 。 最 近 、 仕 事 が あん まり うま くい っ て な いか ら 。 

- そう な の ? わた し は 、 ス トレ ス が ある と 食べ すぎ ちゃ っ て 太る か ら 、 
いや に な っ ちゃ う 。 い っ た ん 体重 が 増え る と 戻ら な いし 。 

: いい な あ 、 お れ 、 体 重 も 当 っ ちゃ っ た よ 。 

: あら 、 そ れ は あん まり 良く な いん じゃ な い 。 無 理 し て も 食べ た ほう が い 
いわ よ 。 で も 、 そ れ よ り 、 ス トレ ス を 解消 する こと を 考え な きゃ 。 


か いし ょ う 
レス を 解消 する : reduce stress relax) 消除 疲 芳 芋 可 全 言 引 全 村 叶 


びょう き よ > りょう へ 
の 人 は 、 病 気 で 食事 の 重 が 減っ て いる 。 
人 は 、 ス トレ ス の せい で 病気 に な っ た 。 
の 人 は 、 ス トレ ス が あっ て も 食欲 は 減ら な い 。 
ひ 


安 の 人 は 、 ス トレ ス が ある と 体重 が 増え る 。 
協 の 人 の スト レス は 、 体 重 が 減っ た こと が 原因 で ある 。 
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し た a み あと と ご だ 
トト の グラ フ を 見 て 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.5) 


| 2 は し ょ く じ りょう 。 へ ん か 


多く な る と きも わからない 多く な る と きも わから な い 
な く な る と きも ある 歩 な く な る と きも ある 


お お 
多く な る だ ん せい 


じ ょ せ い 


(資料 厚生 労働 省 平成 14 年 国民 栄養 調査 結果 に よる ) 


聞い グラ フ の 説明 と し て 正しい も の は どれ か 。 


LE りう 


1 スト レス を 感じ て いる と き 、 廊 性 で 食事 量 に 変化 が ある と 回 答 し た 者 は 、「 論 わ 
ら な い 」「 わ か ら な い 」 と 回答 し た 者 の 約 3 分 か の 1 で ある 。 玄 性 で 「 少 な く な る 」 
と 牙 え た 者 の 割合 は 男性 より ずっ と 多い 。 

9 トレス を RCS 廊 性 で 食事 昔 に 変化 が ある と 回 答 し た 者 は 、「 変 わ 
ら な いと 「 わ か ら な い 」 と 回答 し た 者 の 約 3 分 か の 1 で ある 。 女性 で 「 多 く な る 」 
と 管 えた 者 の 割合 は 男性 より ずっ と 多い 。 

3 スト レス を 感じ て いる と き 、 女 性 で 食事 量 に 変化 が ある と 回 答 し た 者 は 、 全 体 
の 半数 以上 で ある 。 女 性 で 「 少 な く な る ] と 管 え た 者 の 割合 は 男性 より ずっ と 
多い 。 

4 スト レス を 感じ て いる と き 、 廊 性 で 食事 旦 に 変化 が ある と 回 答 し た 者 は 、 全 体 
の 半数 以上 で ある 。 交 性 で 「 多 く な る | と 税 え た 者 の 割合 は 男性 より ずっ と 多い 。 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー3・4) 


第 四 周 : 看 撮 備 / 刊 4 企 : 祭 足 富 


調 第 4 週 新聞 を 読も う 
計 、 告 RS 
” 人 が 


Find the necessary information! 
号 捗 需要 的 消息 ! 習 旭 る 品 舎 英和! 


わた し が 行く 


きょう と の 
の は 9 月 0 日 ))) 宗 都 の ゆで 
6 の WO OOQoE 


大 人 1 泊 ら 食 付 
コノ ーー17 は - 


次 ホテ ル 京 者 


で ん わ ば ん ご う 


電話 番号 O 〇 - 〇 OOOO 


じょう ほう 
大 必要 な | 情報 は 小さ く 書か れ て いる か も し れ な い の で : 注意 し まし よう 。 
Be careful, because the necessary information mnight be in the small print. 
由 寺 香 要 的 消息 可能 宮 得 比較 小 、 租 注 意 。 
販 呈 埋 有 号 モ 千 釣 包 吊 合 人 | 王 豆 豆 り 盾 引 習 邊 呈 . 


つぎ か いわ ぶん あと 。 ぶん 。 た だ 移ら 
0 夢 光 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


つま し ん ぶん の PE に と の ci に > や ず い 
妻 ・ れ え 、 こ の 新聞 の 広告 見 て 。 今 度 の 休み に 行か な い ? 


お っ と お ん せん り ょ こ う 


どれ どれ …… う 一 ん 、 まだ 著 い の に 温泉 旅行 か ぁ 。 
姜 いい じゃ な い 。 だ っ て 安い わ よ 。 2 食 付き だ し 、 3 歳 以下 は 無料 だ か 洋子 


た ほけ た いい 


J それ に 、 お すし が 食べ 災 午 な の よ 。 


( 注 3 


大 9- ん 、 2 あ 、 9 月 8 日 は 2000 円 増し っ て 書い て ある ぞ 。 どい う 


( 注 4) り ょ か ん 


こと は 、1 人 1 泊 で 1 方 円 に な る よ 。 こ の 旅館 、 安 く な いと 思う けど 。 


( 注 1) 2 食 付き き : 2 meals included 附 2 舞 24 乾き 

( 注 2) 3 歳 以下 : 3 years old or less 3 愛 以 下 3 包丁 

( 注 3) 食べ 放題 asmuchasyoucaneat 自助 式 記 局 

( 注 4) 2000 円 増 し : anextra 2.000 yen 増加 2000 日 元 「 2000 中 キト 


口 1 実は 、 温 泉 旅 行 を し た が っ て いる 。 

千 飼 名 ミ この 広告 に は 1 治 2 食 付き で 8000 円 と 書い て ある 。 
口 3 洋子 の お も 少し だ け 赤 わな けれ ば な ら な い 。 

口 4 妻 は すし の 食べ 放題 に は 上 箇 味 が な い 。 


ば あい 


口 5 9 月 8 日 の 場合 、 1 人 に つき 2000 円 ずつ 多く な る 。 


選 で ごう よ 
(383 次 の 広告 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は mfp5) 


ま 高原 天 包 の 温泉 


なんと? 


ど うり ょ うき ん 


| elele 有 luae 


・ サ ービス 料 込み ) 
i りさ ま ぱく し ょ くつ き 
ーー 人様 1 EE 
めい さま い じ ょ り よう あい 


た だ し 大 人 1 室 2 名 様 以 上 で ご の 場合 
※9/7、 8 は 2,000 合 増 し 


し ょ う が く せい こ さま は ん が く 


※ 小 学生 以下 の お 子 様 半額 3 歳 以下 無 


りょう 


り ょ 
ふじ 旅館 (会 生 和室 ) 0551 - 33 - XXxx 
と う せ よう 


東京 予約 セン ター TEL 03-3333- XXXX 


( 注 1 1) な ん と : expression SupNse — loosely translates as "Wow! Lookatthis!" 中 時 ol 久 可 財 


(は ) ひ ぜ い 


( ほ 2) 消費 税 ・ サ ービス 料 込 み : 


consumption tax / service charge included 包含 消 細 税 和服 色 費 全 引 剤 ・ 対 引 全 坪 呈 計 


が っ よう か ふ ば あい 


間 1 9 月 8 日 に 夫婦 2 人 と 3 歳 の 子ども 1 人 で 行く 場合 、 1 泊 い くら に な る か 。 
1 16.000 由 
2 20000 邊 
3 22000 円 
4 25000 円 


で うこ ん 


間 2 この 広告 で 値 自 が わか ら な い の は どれ か 。 
1 ひと っ の 部 屋 に 大 人 1 人 で 泊まる 場 人 
故人 が * す し を 2 人 前 ずつ 食べ た 場合 
9 月 1 
土曜 日 


が っ 
月 
よう 


曜 


ば あい 


2 日 に 大 人 2 人 と 小学 生 の 子ども 2 人 で A 


2 
3 
4 に 大 人 2 人 と 2 歳 の 子ども 1 人 で 行く 場 


(ページ の 答え ー ら ・ ら 5) 
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半生 4 週 。 新聞 を 読も うー 
上 | RR く Advertisements ② 
5E 目 広告 


| 圭 エ ② 
w 情報 の 違い を 正確 に 読も う ! 


Accurately identify the difference between pieces of information! 


共 碑 把握 信息 的 差別 ! る 豆 引 葉 引 言 お 悦 叶 | 名 外 ! 


ルン 


か い わ が くい ん 


OO 会 語学 院 


し ゅ る い こう こく じょう ほう 


大 同じ 種類 の 広告 は 、 どれ も 同じ よう な 情報 が 書い て ある 場合 き が あり ます 。 


じょう ほう 


情報 の 違い に 注意 し まし ょ う 。 

There are tmes when the same types of advertisement all contain similar information. Note the differences between 
different pieces of information. 

同和 美的 告 可能 会 提供 同 欄 的 情 信息 租 注 意 信息 的 不同 之 外 . 

社 を ぞ 叫 引 す エ モ , 豆 時 社 包 る 豆 2 ト 和 可 旭 包 モ づ 千 ケ 刈谷 口 叶 . お 豆 引 守 9|e| 務 引 下旬 革 


か い わ ぷん 


次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 答え は 次 の ペー ジ 


お っ と 


央 HI 上 3 直 EN の 中 お ちく る ロ 遇 ei の 3 より の 共和 も 、 有 有 は 
どき も 、 全 部 や っ て くれ る ん だ っ て 。 楽 だ ろう ね 。 
妻 : 楽に は 違い な いけ ど 、 高い の よ 、 その コー ス は 。 うち は 無理 ね 。 
内 : じゃ 、| 栖 準 コー ス 」 か [部 約 コ ー ス ] に し て …… あ 、 も っ と 安い コー ス も ある よ 。 
さっ そく 見 積 も も り に 来 て も らち お う よ で も ここ に だ け じ ゃ な で て に ほか に も 
逢 も うか 。 だ っ て 見 積もり は どこ で も た だ だ か られ ね 。 
( 注 1) 荷造 : packing 収拾 行 李 〒 必 | 


( 注 2) どき : unpacking 打電 行 李 笠 2| 
( 注 3) 見 積 も り : quote/estimate (of cost) 掃 伯 る 


口 1 この 夫婦 は 、 新 し い 家 に つい て の 話 を し て いる 。 

園 紋 こ の 夫婦 は 、 引っ 越し 料金 が 安い コー ス を 探し て いる 。 

口 3 「 ら くら く コ ー ス 」 は 、 楽 に 引っ 越し で きる コー ス と い 3 意味 で ある 。 
口 4 「 機 準 コー ス ]」 より 「 ら くら く コ ー ス 」 の ほう が 突い 。 

口 5 この 夫婦 は 、 今 見 て いる 広告 の 会 社 に 引っ 越し を 頼む こと に 決め た 。 
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(3S 淡 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 衝 え は 別 有 po) 
引っ 越し な ん て 初め て と いう 方 も 大 丈夫 | 「 安 ぶ 」 [安全]「 早 い 」「 安 い 」 を 
お 約束 し ます 。 基 本 の 「 標 準 ユ コー ス ] に 加え 、「 ら くら く 引 っ 越し コー ス 」 や 「 第 
約 コ ー ス ]」 な ど さ ま ざま な コー ス か ら お 選び いた だ け ま す 。 ダ グン ボ ー ル は 大 小 人 
わせ て 50 個 まで 無料 で す 。 今 な ら 、 お 見 積もり を お 申し 込み の 方 に プレ ゼン ト を 
用 意 し て お り ま す 。 も ちろ ん お 見 積もり は 無料 で す 。 今 すぐ お 電話 を | 


し ょ 3 ぎょ うし ゃ 


問い 上 の 文章 に 合っ た 引っ 越し 業者 の 広告 は どれ か 。 


0154 まかせ て 安心 ! 
サン キュ ー 引 越 サ ービス モリ の 引っ 越し ! 


@ 早 く ! 安く ! 安心 ! 
@ 自 的 別 の 5 つの コー ス 
© ン ボ ー ル 5 0 個 ま で サー ビス 


だ いし ょ う し ゅ る | 


(大 小 2 種類 あり ) 


と に か く 愛 く て 党 い 


見 押 料 お 見 積もり で 目的 別 に 己 べ る 9 つの コー ス あ り (見 積 無料 
まず お 電話 を 植木 を プレ ゼン ト ! 大 小 ダ ン ボー ル 5 0 個 ま で 無料 


ご 契約 いた だ いた 方 に プレ ゼン ト | 


サン キュ ー 引 越 サ ービス モリ 引越 セン ター 
tu 0120-XX-0154 TEL 0120-XX-4115 


お 引っ 越し な ら 


6 目的 別 コー ス あ り 
ゃ ダン ボー ル 無 料 
(大 50 個 小 50 個 まで ) 


ラビ ピット 引っ 越し セン ター 天 50 個 、 小 50 個 の 
TEL 0120-XX-5555 ダン ボー ル が 無料 


ご 契約 いた だ いた 方 ET 中 着 人 了 
に プレ ゼン ト ! 見 積 無料 ! 01 20-XX-1 51 5 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー ら ・39) 
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菩 第 4 週 。 新聞 を 読も う “ 
に 日 目 寺 ん が 細 and Cartoons 


_w た と え を 実 す 宜 鏡 に 洋 意 し よう ! 


Be careful with expressions that indicate what something is like! 


彰 注 意表 示 企 役 的 表 送 方 式 ! 外語 寸 村 山下 翌 q 務 引 計 え |! 


いぬ 
犬 の よう な ネコ 


〇 〇 は まる で へ へ の よう 
へ へ の よう な 〇 〇 
へ へ みた いな 〇 〇 


文 へ へ は 「 た と え 」 で 、 事実 で は な いこ と に 注意 し まし ょ う 。 
Be careful that へ へ doesn't describe the reality. It only illustrates what the person or ei is hike. 
人 へ 人 へ 是 表 示 「 優 疫 」 井 不 古事 容 。 
人 へ へ モ 「 引 ] 呈 , 旬 旬 9 oFH 叶 モモ 神 季 引 避 人 中 . 


つぎ 。 か いわ め ぶ 


じゅ ん び 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


幼稚 園 の 先生 ・ 健 ち ゃ ん は よく お 絵かき し ます ね 。 
健 の 穫 親 : は い 、 家 で も 一 日 中 絵 を か いて いる ん で す 。 


幼 准 園 の 先生 : 効 槍 園 で も そう です よ 。 こ の 問 も わた し の 絵 を か いた と 言っ て 見 せ 
0 し た 0 よみ わた だ た 員 S る が を か いた の と 者 導い し て 1 それ 
で 、 健 ちゃ ん 、 ち ょ っ と 機嫌 が 悪く な っ ちゃ っ て ……。 

健 の 司 親 : す 、 す み ま せ ー ん 。 

幼稚 園 の 先生 : いえ 、 い え 、 い いん で す よ 。 わ た し は 、 カ バ み た い に 玉 っ て いま す 


ん さ つ り ょ く 


AE 。 と て も 親 察 カ が 鋭い と い う こと で す よ 。 


( 注 1) お 絵かき : 総 を か く こ と (子ども の 言葉 ) 

( 注 0 カ ノ ヾ : hippopotamus 。 河 細 引 叶 

( 注 3) た \ : misunderstand 据 解 代 オ 

( 注 4) 観察 カ が ‘ 鋭 \ \ ! very perceptive 況 察 力 敏 税 。 媒 知司] 雅明 呈 

口 1 健 ちゃ ん は 絵 を か く の が 好き で ある 。 

園 際 健 ち ゃ ん は 、 幼 稚 園 で カバ の 絵 を か いた 。 

3 交 ち ん 午 て 伯 を か いた と き 員 人 少く な っ た 


4 幼稚 園 の 先生 は 、 本 当 は や せ て いる 。 
よう ち えん せん せい けん か ん さ つ り ょ く 
5 稚 園 の 先生 に よる と 、 健 ちゃ ん は 観察 力 が ある 。 
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つぎ よ みぎ と こ た 
ET® 次 の 4 コマ まん が を 読ん で 、 右 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 財 p5) 


問 1 (1 稚 自 の 絵 ) 男の子 は どう し て うれ し そう . 
な 顔 を し て いる の か 。 
1 ママ が 絵 を か いて も いい と 言っ た か ら 
2 絵 が 上 上手 に か けた か ら 


(2 番目 の 絵 ) ママ は 男の子 が か いた 絵 を 見 
で <) 思っ た の か 。 
う まい と 思っ 7 さら 


お そ お も 
恐ろし いと 思っ た 。 


ぞ ざ (078 


ー ぶ ざさ 人 ル VS 


dad GC 


(3 番目 の 絵 ) 男の子 は どう し て が っ か り し 
た よう な 顔 を し て いる の か 。 

ママ が 絵 を まる で ライ オン の よう だ と 言っ 
た か ら 

ママ の 顔 を か いた の に 、 ラ イオ ン と 間違わ 
れ た か ら 


SS 


ne』 
ee 


マ 
が 
笑 
っ ” 
で 
い 
る 


(4 番目 の 絵 ) ママ は どう し て 困っ た 顔 を し 
て いる の か 。 

え ぜん ぜん に ん げん み へ た 上 
絵 が 全然 人 間 に は 見 えな いく らい 下手 だ っ 
た か ら 


絵 が こわ い ラ イオ ン だ と 思っ て いた ら 、 自 
分 の 顔 だ っ た か ら 


( 左 ペ ー ジ の 答え ー 1 ・5) 
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Practice Exercise 
笑 点 回 剖 
人 客足 剤 


て き 


問題 次 の (1) (2) の 用 芋 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 


な も の を ] ・5・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 飼え は 別 明 p5) 


の な に 深 小 事由 児 中 きか な it 
な * 牙 : 学 件 間 出 いと 3 芋 護 
い まな 校 の 8 疫 5 す り 
付 * た 心 の 現 X2 傷 5 っ こら 。 も ウ 邊 
近 % 事 の 児 場 * 事 3 が 
の 肖 件 | 梅 章 と IN UN 
小 に を だ に な ゃ の 大大 シン 邊 ソル) 
上 玉 Sc 6 
校 接 % を が た 毎 起 * る 寝る 
cl [cie 市 が ン . 
3 日 5 山 く た 立 * 5 : 
中 : リ 本 33 
者 で 中 7 いい oa 校 \ 央 し = 
Si の a は ま 1 区 CE 
ン ょ すす が 乱入 5 行 で へ 
jh グ 
2 る 重義 
MR る ぃ 件 中 周 
1 の wy 
始 ち 関 名 どど 2 枕 
( 注 1) カウ ン セ リン グ : 悩み な ど を 聞き 、 相 談 に の る こと 


( 注 2) 殺傷 : 殺 し た り 傷つけ た りす る こと 
( 注 3) 達 日 : 毎日 毎日 


問い 


1 


2 
3 
4 


この 文章 に は 何 が 書い て ある か 。 

菅山 小学 校 より 付近 の 小 中 学 校 の ほう が 事件 の 影響 が 大 きい 。 

事件 に よる 子ども た ちの の 得 は 深く 、 カ ウン セリ ング が 必要 で ある 。 
カウ ン セ リン グ を し て も 事件 に よる 子ども た ちの 旋 の 傷 は 治ら な い 。 
学校 関係 者 は 事件 に つい て 深刻 な 心 の 傷 を 訴え て いる 。 
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すい い し ょ うら い 


(82) 下 の グ ラフ は 、 日 本 の 信 口 の 推移 と 将来 の 人 口 を 表し た も の で す 。 


( 注 1) 


いい じょう 
65 歳 以上 
総 人 口 こう せい ひ 
(万 人 ) 構成 比 (9%6) 
15000 ( 注 2) 一 , 40 


12000 


9000 


6000 


1920 1930 1940 1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070 2080 2090 2100 
グラ フ : 総務 店 統計 局 に よる 


すい い 


( 注 1) 推移 : 移り 変わ り  ( 注 2) 構成 比 : 全体 に 対す る 割合 
聞い グラ フ の 説明 と し て 正しい も の は どれ か 。 


1 日 本 の 人 口 は 2010 年 ご ろ ま で は 増え 続け 、 そ の 後 は 減少 する と 予想 され る 。 


また 、65 歳 以 上 の 人 口 の 総 人 品 に 対す る 割合 は 2050 年 ご ろ 35% を 超え 、 そ 
の 後 も 上 昇 を 続け る と 予想 され て いる 。 


2 日 本 の 人 口 は 2010 年 ご ろ ま で は 増え 続け 、 そ の 後 は 一 定 に な る と 予想 され 


る 。 ま た 、 65 歳 以 上 の 人 口 の 総 人 口 に 対す る 割合 は 2050 年 ご ろ 35% を 超え 、 
その 後 も 上 昇 を 続け る と 予想 され て いる 。 


3 日 本 の 人 口 は 2010 年 ご ろ ま で は 増え 続け 、 そ の 後 は 減少 する と 予想 され る 。 
OS RA OA EO DO 0022 
その 後 は 徐々 に 減り 続け る と 予想 され て いる 。 


4 日 本 の 人 口 は 2010 年 ご ろ ま で は 増え 続け 、 そ の 後 は 一 定 に な る と 予想 され 


る 。 ま た 、65 歳 以 上 の 人 口 の 総 人 口 に 対す る 割合 は 2050 年 ご ろ 35% を 超え 
る が 、 そ の 後 は 徐々 に 減り 続け る と 予想 され て いる 。 
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第 5 週 "新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 
日 コン サー ト 情 報 SS 


る 伝聞 を 表す 言葉 に 注意 し よう ! 


Be careful with reported speech! 
彰 注 意表 示 佑 財 的 周 江 ! 旬 豆 ( 依 聞 ) 含 寸 叶 中 モモ 下 相 取引 久 ! 


~ そ うだ 。 
Se あし た は 雨 で し ょ う / 

SE Cs Co 

~ と の こと だ 。 

~ で すっ て 。(~ だ っ て 。) 雨 だ っ て 


太 「 一 ] の 部 分 は ほか の 人 か ら 聞 いた か 、 
テレ ビ や 新聞 な ど で 知 っ た 内 容 で す 。 
「 一 」 indicates something that was heard from someone else, or 
something learnt from the TV, newspaper, etc ... 
「 一 的 部 分 是 入 他人 那 里 所 或 稚 申 祝 、 筑 知道 的 内 容 。 
「 一 」 引 早足 全 革 言 代 意 中 小 人 ] 言 學 オ , TV 人 足 を 人] 党 剤 
選 財 き 店 叶 . 


ぶん 


次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 
SA AE AGAK2H22LINNI ギタ リス ト 2 人 と ビア ニ スト 
に て で ( 注 

有利 ERBIREHIHHEHO 

A さ ん : うん 、 パ リ に 住ん で いる し 、 海 外 で の 活動 の ほう が ずっ と 多い らし いよ 。 

BS ん ゆー ん も っ と 日 本 で や うっ て ぐ れれ ば いい の に 。 

SC そう だ 上 上 わあ 、 今度 は クラ シッ ク だ け じ ゃ な く て 、 画 音 楽 や 日 
の 歌 59 パ や ぅ る ん だ 1 ) Fy 


( 注 1) ギタ リス ト : guitarist 吉 他 手 本 下 
( 注 2) ピア ニス ト : pianist 鉛 愉 家 本 oh ロ 下 
( 注 3) クラ シッ ク : classical music 古典 言 中 人 


品 1 A さん は B さ ん を コン サー ト に 詳 っ て いる 。 

口 2 天谷 美和 は 今度 日 本 で 初め て フン サー ト を 開く 。 

口 3 大 谷 美和 は 日 本 国内 で の 活動 は 少な い 。 

口 4 天谷 美和 は 今度 の コン サー ト で クラ シッ ク は 演奏 し な い 。 
口 5 日 さん は 、 天 谷 美 の コン サー ト に 行き た が っ て いる 。 
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業 月 久 ほん と うそ ん おとこ なこ 
玉 月 久しぶり に 日 本 で 人 を 行う バ 
注 
x 


イオ リ ニ ス ト の 大 谷 美 和 。 今 回 は ギタ 
リス ト 2 人 と ピア ニス ト と 一 緒 に に ぎ 
や か に 、 と いう こと だ 。 

和 放 村 の 


ョ xs。 の ジッ ク 
お 半 詩 NE 
こ ほん うた 
ク の 半ば か り だ っ た が 、 こ の コン サー ト で は 映画 音楽 や 日 本 の 歌 な ど 
注 4 


ひ が お こ た お お た に 


も 弾く と の こと 。 「 今 か ら 渦 張 し て いま す 。| と 笑顔 で 尊 え る 天谷 。 非 党 
に 楽し み で ある 。 


ほ 1) 2 公演 : ne 公演 る d 
注 2) へ 在住 : living in .… 居住 在 一 ~ コ モ 


( 届 


( 
( ほ 3) て と いっ た と こ ろだ : = だ いた いて ぐら い だ 
( 注 4 


4) 名 曲 : : famous piece of music 名 曲 中 革 


[非常 楽しみ で ある 」 と ある が 、 何 が 楽し みな の か 。 
1 大 谷 美 れ が 答え る こと 
お お た に み わ え が お み 
2 大 谷 美和 の 笑顔 を 見 る こと 
お お た に み わ きん ちょ う 
3 大 谷 美 和 が 緊張 する こと 
4 大 谷 美和 の コ ン サ ー ト 


間 2 どの よう な こと が 書か れ て いる か 。 


I 呈 コン サザ サ 三 ト の 叫 灯 
2 コン サー ト の 紹介 
3 コン サー ト の 批評 
4 コン サー ト の 批判 


(前 ペー ジ の 答え ーー 1 ・3・5) 


第 五 周 : 看 扱 筑 或 未 志 的 去 科 / 刊 5 至 


新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 
書評 Se Review 


付 選 


EEHH 
“2H 


ちゅ う い 
引用 部 分 を 実 す 「 」『  」 に 注意 し よう ! 
Be careful with quoted sections, indicatedby | 


j 
靖 注 意表 示 引 用 部 分 的 「 |」「  』」 ! 18 早 是 合 呈 村 内 


! 
」『 」q 征 可 季 オ ! 


「 わ た し は ……」 


こと ば ぶん し ょ う や 本 


、 」「  』 の 記 力 は ほか の 人 の 話し 言葉 や の タイ トル な ど を 引用 する と き に 使い ます 。 
強調 し た い 言 葉 な ど に も 使い ます 。 
」『 ] are used when quoting people's speech and the itle of books etc.. They are also used to emphasize 


[ 
particular Words and phrases. 
r 
上 


」r  」 的 符号 在 表示 事 的 名 字 或 引用 他人 的 造 、 他 人 的 文章 内 容 時 使用 有 時 也 用 在 張 油 的 語 千 上 
」「 」 可 | を で 中 王 外 守 | 汰 唱 革 足 区 号 二 合 1 和香 谷口 叶 正和 寺 3 型 写 引 正和 間口 時 。 


つぎ かい 1 _ よ あと ぷん = た だ え 5 き 錠 、 
條 XY0 答 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


の 人 人: 屋 先 生 の 本 、 読 ん だ ? 
田 の 人 : 土屋 先生 っ て 、 あ の 哲学 の 教授 
女 の 人 : そう 。 あ の 先生 、 エッ セイ を 書い て いる の よ 。 
此 の 人 : ふーん 。 皇 学 の 迷 じ ャ な いん だ 。 
女 の 人 : うん 、 で も ね 、「 人 人 間 の 。 定義 」 を 書い て いる と こ A re 


を 表 て っ が < 


ん だ けど 、 読 ん で いく ) ち に 、 結 劉 は 哲学 を 考え させ られ る っ て いう 
不思議 な エッ セイ な の よ 。 で も 、 文 章 は 難し く な いか ら 、 す ら す > ら 就 
め て 、 楽 し か っ た 一 。 

男 の 大 へえ 、 跳 みた いな 。 箕 し て よ 。 


( 注 1) 0 essay 散文 相 逢 9l 
( 注 2) 定義 : definition 定 又 る 引 


口 1 安 の 人 は 哲学 の 本 を 読ん で いる 。 

口 2 麻 先 生 の エッ セイ は お も し ろ い 。 

口 3 王 情 先生 の エッ セイ は 不思議 で わか り に くい と ころ が ある 。 
口 4 女 の 人 は 土屋 先生 の エッ セイ を 簡単 に 読め た 。 

口 5 男 の 人 は 、 替 学 の 本 は 読み た く な い 。 


66mWeek 5: Reading Newspaper and Magazine Articles 


YR 議 次 の 文 草 は 、 あ る 本 に つい て 書か れ た も の で す 。 後 の 問 い に 答え な さい 。 
(答え は 別冊 p.6) 


つ ち や : け ん じ ちょ 


わら 
[われ 笑う 、 ゆ え に わ れ あ お あり 」』 土屋 賢二 著 
作者 本 人 は 本 書 を 「 ユ ー ー モ ア エ ッ セイ 」 と 称し て いる が か 、 ュー モア の つも り 


( 注 1) て っ が 

で 計 ん で いる と 、 い つの 間 に か 久 い 杜 低 批評 で あぁ っ た り 、 冗 談 だ と 時 えば 折 光 
の 間 題 で あっ た りす る 。 

し ょ う ひょう げん っ が 


その 文 は 非常 に 読み や すい 。 や さ し い 言葉 や 表現 を 用 いて いる た め 、 哲学 
気がつか な い 場 合 が ある 。 し か し 、 い つの 間 に か 、 本 来 難し い は ず の 論 


の 話 と 

理 を 考え て いた りす る と いう 木 思 議 な エッ セイ で ある 。 

本 書 の 「 人 間 を 定義 する の は 不可 能 で ある 」 と いう 項目 の 中 で 、 さ ま ざ ま な 
中 を あげ な が ら 「 人 間 の 定 新 」 を 共 じ て いる の だ が 、「 葉 々 が どこ か ら 見 て も 


人 間 に 見 える が 大 か ら 生 まれ た 場合 」 や 、「 一 生 の 間 に 1 分 間 だ け カ エル に な っ 


ば 


た 場合 ] な ど 、 突拍子 も な い 条件 に 笑い な が ら 読み 進ん で いく と 、「 定 義 ] と 


( 注 4) 
は どう いう も の か と いう こと が 、 ぼ ぽん や り と で は ある が 見 えて くる の で ある 。 
( ) に も お 勧め の 一 民 で ある 。 
( 注 5) 


注 1) 本 書 : this book 本 。 刀 久 


( 

( 注 2) 称す る : to entitled 称 妨 3 

( ほ 3) 論 論じ る : discuss 叙 下 叶 中 

ほ 4) 突拍子 も な い : fantastic (as in fantasy, not real) 出 奇 足す 足 中 , 9 宏 引 中 
( ほ 5) お 勧め : recommended 効 告 キ る 


問 ] な ぜ 「 不 思 議 な エッ セイ | な の か 。 
1 エッ セイ な の に 匠 学 ば か り 書 いて ある か ら 
や さ し い 言葉 や 表現 を 用 いて いる か ら 
知ら な いう ち に 、 哲 学 的 な こと を 考え させ られ る か ら 


りか じょう だ ん お お 
理解 し に く \ 冗談 が 多い \ か ら 


トト Ww MN 


3 
ンド 
ご 


問 の ( ) の 中 に 入る も の と し て 最も 適 な も の は どれ か 。 
1 ユー モア に は 興味 が な いと いう 若 


2 禄 学 に は 興味 の な いと いう 基 者 
3 エッ セイ に は 興味 が な いと いう 著者 


4 条件 に は 興味 が な いと いう 医者 (前 ペー ジ の 答え ー ら ・4) 


第 五 周 : 看 振 和 或 奈 志 的 志 梓 / 刊 5 在 : 人 中 藍 千 A|S| 妊 習 言 時 年 67 


第 週 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 


3 日 目 投書 ・ 記 事 ① 生 千 
生計 ・ 外 


に ほん ご ば あい 


w カタ カナ で 書か れ た 言葉 に 注意 し よう ! - 自 李 田 の 場合 - 
Be careful with ‘katakana words’! The case of Japanese ‘katakana words’. 


租 注 意 用 片 優 名 写 的 昔 伺 ! 日 番 的 情況 一 中 評 交 和民 引 笠 外 引 外 ! - 99]9| る や 


ぶん し ょ う こう 


文章 で 効果 を 出す た め に 一 


漢字 が 難し いな どの 理由 
直し し は Ez2 | 


で 習慣 的 に 


\ 
カタ カナ は 外来 語 と は 限り ませ ん 。 日 本 語 で ある 場合 も 多い で す 。 
‘Katakana’ aren’t only used for words borrowed from other languages. There are also many Japanese ‘katakana words’. 
片 候 名 不全 部 表示 日 省 的 外来 衛 , 在 其他 日 河中 也 妖 常 使用 。 
時 オオ け モ 包 相 9] 悟 責 吾 人 製 合 ロ 叶 . 所 昔 91S1 千 エ 品 谷 ロロ 呈 . 


茨 の か い わ ぶ ぶん を 読ん あと ん We だ だ そら 3 EK 
@YACR 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ つう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さ ん : いつ も 通る 道 の 、 ほ ら ベ ンチ が ある と ころ 、 な ん だ か ゴ だ ら け だ と 
思わ な い ? う ちの 学校 の 子 な ん か も 、 そこ ご (お し こり EE てい 
る ん だ けど 食べ た も の の プ ミ と か を その まま に し て いく て から 8 
B さ ん : みん な 、 ベ ンチ の 下 や 木 の 周 リ に 捨て て いく ん だ よね 。 
ね うお の クラ ブ で ププ ミミ 第 作っ て そこ へ 乾く っ て いう の は どう ラフ? 


び じゅ っ 


美術 部 に 絵 を か いて も ら っ て さ 。 


( 注 2) 
A さん : の あ 、 そ れい いか も 。 


( 注 1) ご て だ ら け : stewn with / riddled with / full of 尽 二 一 時 9 

( 注 2) 美術 部 : (fine) artclub 美 本 部 可 久 叶 

口 1 A さ ん と B さ ん は 同じ クラ ブ の メン バー で ある 。 

口 2 BB さ ん は 美術 部 の メン バー で あぁ る 。 

回答 学校 の ベン チ の 周り は きき で SR ある 
口 4 A さ ん た ち は 自分 た ち で ゴミ 箱 を 作る つも り で ある 。 
口 5 ベン チ に か く 絵 を 美術 部 に 頼む 予定 で ある 。 


だ り 


駅 に 行く 道 の 歩道 に ベン チ が ひと つ 
あり ます 。 す ぐ そ ば に は 木 が 数 本 植え 
られ て いて 、 お 年 寄り が ひと 休み する 
の に ちょ う どい い 場 所 で す 。 学校 り 
EO 
て いま す 。 

以前 は 、 そ の 高校 生 た ち が 残 し て 
いっ た も の らし く 、 ベ ンチ の 周り に は 
ジュ ー ス の 空き 指 や 弁当 の 補 杜夫 な ど 
の 
ちの いい 場所 と は 言え ませ ん で し た 。 
けれ ども 、 い つ だ っ た か 、 木 で 作っ た 
ゴミ 箱 が 置か れ ま し た 。 4 個 、 そ れ 


注 1) 1 
注 2) 学校 
注 3) 空 

注 4) 吸い が ら : 


り : handmade 手工 制作 


( 
( 
( 
( 


問 1 
る の か 。 
ゴミ を 捨て る た め 


A ir 


i 


①「 前 より も 人 が 集まっ て き て いま す | と ある が 、 


の 問い に 符 を えな さい 。 (答え は 別冊 p.6) 


ぞ れ ペン キ で いろ いろ な 色 に 塗ら れ 、 
「 次 える ゴミ 」「 燃 えな い ゴミ 」 [空き 
カン 」「 空 き ビ ン 」 と いう 文字 が 書か れ 、 
か わい い 絵 も つい て いま し た 。 向 で で 
さ た 取 い が ら 入れ も あり まし た 。 

その ゴミ 箱 が 置か れ て か ら は 、。 前 
より も 人 人 が 集まっ て き て いま す 。 そこ 
に 座っ て いた 人 人 た ちの 詰 で は 、 近 く の 
高校 の 生徒 た ち が 作っ た と いう こと で 
す 。 最近 の 高校 生 の 態度 が 悪い の に は 
あき れ て いた の で す が 、。 そ ん な 高校 
年 ば か り で は な いと わか り 、 李 当 に 心 
が 温まり まし た 。 


を og 用 中 生 


な ぜ 前 より も 人 が 集まっ て く 


清潔 で 気持 ちの いい 場所 に な っ た か ら 


2 
3 高校 生 た ちの 態度 
4 

間 ら 
1 プ ミ 箱 を 作っ た 生徒 た ち 


心 が や さ し い 生徒 た ち 
だ WAN ジ ( わる せい と 
態度 が 悪い 生徒 た ち 


トト Ww MN 


が 良く な っ た か ら 
タバ コ を 組 う 場所 が で き た か ら 


②「 そ ん な 高校 生 ]」 と は 、 ど ん な か 高校生 の こと を 言っ て いる の か 。 


学校 帰り に た に 座っ て お し ゃ べり を する 生徒 た ち 


(前 ペー ジ の 答え ー 1 ・4) 


系 五 周 : 看 拓 穫 或 未 志 的 を 杉 / 刊 5 下 : 計量 本 村 A9| 引当 言 時 lm69 


第 5 週 。 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 
4 日 目 投書 ・ 記 事 ⑧ 9 


補 カタ カナ で 書か れ た 言葉 に 注意 し よう ! - 和 製 英語 の 場合 - 


Be careful with ‘katakana words’! The case of ‘katakana words’ borrowed from English. 


適 注意 用 片島 名 写 的 単 同 ! 日 本 式 英和 的 情況 一 。 ト 引 外 H 呈 用 る 直史 邊 外 ! - 99 も dl 名 王 9919] る 
モー ニン グ コ ー ル wake-up call 

ケア レス ミス careless mistake 
ペー バー テス ト written test 


パソ コン personal computer 


リモ コン remote - control device 
コン ビニ convenience store 
ベ べ ベビー カー baby carriage, stroller, pram 


マナ ー manners 


が いら い ご に ほん ご か ん が な 
廊 ほ か に も た くさ ん あり ます が 、 こ れ ら は 外来 語 で は な く 、 日 本 語 と し て 考え まし ょ う 。 
There are many other such words. Rather than thinking of them in their original meaning, let's think of them as 


Japanese words. 
其 琵 近 有 和 祖 多 , 送 半 不足 外来 鼻 。 把 包 何 作 妨 日 矯 。 
ユ 名 豆 dl 季 登 2| 叶 , 91 列 言 名 名 本] フト oFH 計 招 可 叶 エ 店 土 針 . 


じゅ ん び 
ん し ゃ な か 


A さ ん : 最近 の 苦い 親 に は 頭 に 来る ん で す よ 。 電車 の 中 で 自分 の 子ども が 走っ 
て いて も 注意 し な いし 、 靴 の まま 座席 に 上 が ら せ る し 、 ま っ た くす ど 
も の し っ けが な っ て いま せん ょ 。 

se す ど も の し つけ が な っ て いな いと ころ か 、 親 自身 の マナ ー 
が ひど い 。 子 ども に 洲 意 す る と 、 親 が に らん で くる ん で す よ 。 あの ベビ ー 
カー も や め て ほし いで す よ 。 込 ん だ 電 車 に その まま 乗っ て くる し 。 


A さ ん : 親 に も 子ども に も 注意 し て や ら な いと いけ な いっ て いう こと で す よ ね 。 


か い わ ぶん 


の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


ZW 


( 注 1) し つけ が な っ て いな い : undisciplined / haven't been taught how to behave _ 没有 教 判 q 夕 豆 号 | % 本 1 誠 け 
( 注 2) て どこ ろか : Ts not so much that .… Rather .… 過 止 是 一 こき 記す 

口 1 A さん は 自作 9 の ども の し つけ が で き て いな い 。 

回 銀色 さん は 親 よ り ) 子ども の し つけ が 大 切 だ と 合っ CN の 

口 3 A さ ん も B さ ん も 親 の マナ ー が 悪い と 思っ て いる 。 

口 4 B さ ん は ベビ ー カ ー に 子ども を 乗せ た まま 電車 に 来 っ て くる 親 に 文句 が ある 。 
口 5 A さ ん は に ら ま れる の で 親 に は 注意 し た く な い 。 

【 70mWeek 5: Reading Newspaper and Magazine Articles 。。。 


こ た 


と 


あと 


ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.6) 


yn 


ぐ へ ~ 
+P 寸 
人 Mm 
に 1 
or +P IN 
PE 拭 で 地 
A 5 S 
で し 電球 お く 5 人 
の 3 ( 賜 の ) 倒さ で p 【 
WW TG く ジー ペー 折 用 ™ 
A 0 
ぐせ 期 0 し 諾 ソン" 舞 千 し 0 < " 
4 = 
RNSR SLLA 3 店 i 
Ce 記 0 ーー 
忠 財 " 骨 呈 や せ レ ルレ ホー | 。* RR 9 
O° RC 1 es ぐ Re | 
太 ポリ s< く NW の や で 
0 人 計 ゝ J) 2 Se で トコ し = 
に 1 I り へ の と コ 
MM A す 6 に | KS +$ ~Q 4 て AO っ J ー ーー で 
RR eine a 
Sm 唄 さ 内 且 社 G 王 § 叫 2 sX S 8 I WD 0 の 
人 拒 $8 で ー や の [ 間 
CN a で で ss マン “WW レン に 
Gu) 。 it § RS 5 郊 | マ つづ つ 
戦 名 R 補 埋 き 選 さ も ン mr や や つ gt 編 。 “ 湯 bw 
ei 5 吾 マン 3 +P 9 中 こ の 
< 放し ee et | < 午 wkevwue | まま 8 <d っ も 語法 直り ちる 送 
や せつ BN 了 1 Q 8 0 Oo の 7 し っ p 内 WW グマ 
|「 引 りり ペ RN EN で も 交 鍛 守り 可 な JH 5 っ 3 > に < っ 
人 3 る くさ お MM N 8 ag 3 写 8 a 0 人 
で じ る PR 人 URS YS 5N a Eo 9 中 き 0 6 6 6 ご i 4 5 や 
Ct で る GR 二 に ) E あ で っ つ の いい ー 
旋 天 お レン SeS き 親 | 人 本 朋 人 る QOSMMN | き と ね ご 。 >。 せ セ ゴ セ S* 症 馬 ぐ S に 
5 っ は リ の 2 xy S RI CU a +p 
RP こ 握 も つ 泊 9] fP | Pn SG ju | し NE SR の 650 
会 3 RN A う 介 ) Dan U0 る 7 ロ へ Rn PU り ズ ナリ け “ 
Ne JAQ | ( 振 近 縦 相 忠 田 十 1| ] 敵 ) 0 呈 寺 こ ら AI QOS に 
の ドジ re 
仙 委 a 拉 杉 4 NS ーー 
内 則夫 購 gm eu 
ae i Coit mn 本 


第 週 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 


_ 5 日 目 投書 ・ 記 事 ③ 四 * 
埋 i ト - 4 = | 回 早紀 ・A41⑨ 
i が ん まつ りょう げ ん ちゅ う い 
守 文末 表現 に 注意 し よう ! 
Be careful with words/phrases at the end of the sentence. 


租 注 意 文章 末尾 的 表現 形式 ! 足早 下層 q 衛 可 引 相 ! 


いっ ぽう 
① ケン 一 方 @ o じ ょ よら だり い 計 
= ーー の 状態 だ o 
ーー つつ あ る 5 Indicates the (current) state of affairs 


ーー 的 状 恋 。 引合 可 引 叶 . 


ぶ ぶん 
_ue この 部 分 を 
© ~ー に 至る 。 けっ か 理解 する こと が 
し だ い ニー と いう 結果 に な っ た 。 OR 
~ 次 第 だ p 重 要 で す 
人 人 こ o Indicates the consequence Or result 
し まつ 造成 一 的 矯 果 > 中 用 斗 2 選 羽 呈 . 
て 始末 だ 。 


NM 


@Q9X2C 参 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


お と ご びと びょう いん か ん じゃ し か ん じゃ 


の 人 : また 病院 の ミス で 悪者 が 死ん だ ん だ っ て 。 患 者 に 間違っ た 3 を 点滴 し た 
注 
らい 5 
お ん な ひと 1 くす り くに ん と う ぜ ん 
の 人 : え ? 薬 の 確認 は 当然 する で し ょ う ? 
お と ひと か ん ご らく 


の 人 : 世間 の 巡 絡 が うま く 伝わっ て いな か っ た ん だ っ て 。 
人 : 信じ られ な い 。 そ そん な ケア レス ミス で 人 の 命 が 侍 わ れる な ん て 0 1 

" 注 

四 の 大 で ああ さび ひび ひどい 上 ね れ ね れ ニュ ニス ドド か どり な か ない コス は も っ と も っ うど あろ る と いう 


ご と な ん だ ろう ね 。 


EN 


て ん て き 


( 注 1 ) 点滴 : intravenousdrip 点滴 9 
か た ざ ご し 
( 注 2) 看護 師 : nurse (gender neutral form) 所 土 信人 
( 注 3) ケア レス ミス : careless mistake 。 粗 心 所 造成 的 備 漢 早 季 可 記 1 電信 人 


口 1 皿 者 が 死ん だ の は 、 病 院 の せい で ある 。 
口 2 病院 の 不 注意 で 、 刀 者 が 逢う 薬 を 飲ん で し まっ た 。 


か ん か く ! 


回 首 護 師 は 楽 の 確認 を ちゃ ん と し な か っ た 。 
画 の 人 人 は 護 師 た ち が 楽 の 名 前 を 知ら な か っ た こと が 信じ られ な い 。 


どこに 


口 5 男 の 人 は 、 病 院 の 不 注意 は た くさ ん ある と 思っ て いる 。 


トド 


72mWeek5: Reading Newspaper and Magazine Articles 


つぎ ぷん し ょ う に っ あと ee こと た 
8 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.6) 


注 4) 


問 1 


SO RS = 


ニュ ー ス を 見 た と た ん 、 選 わ ず 「 ま た か 1 」 と 声 を 上 げ て し まっ 
た 。 病 院 の ケア レス ミス で 、 ま た 一 人 の 愚者 が 死に 至っ た 。 
今回 の ミス は 、 似 た 名 前 の 別人 に 間違っ た 薬 を 点 満 し て し まっ 
た と いう も の で ある 。 ち ょ っ と 気 を つけ て 。 確 認 す れ ば 、 簡 単に 
避け られ る よう な ミス だ 。 綱 任 者 で ある 院長 が 、 ど ん な に 攻 っ 
て も 突 わ れ た 命 は 二度と 帰ら な い 。 


増え 続け る 医療 ミ スーー シ ステ ム の 見 直 き し を ! 


きい きん 


CE 
で は な く 、[「 殺 人 」 で ある 。 よ く 「 人 間 は 間違う 動物 だ 」 な ど と 
言う が 、 大 切な 命 を 句 か る 病院 で 、 ケ アレ スミ ス は 許さ れ な いこ 


と だ 。 す べ て の 病院 関係 者 は この こと を 人 ご と と は せ ず に 香 く 
注 4 
受け 止め 、 自 分 の 詞 院 の シス テム を 見 置 す 勾 力 を し て ほし い 。 


医療 : medicaltreatment 医 導 引 喜 

ンス テム : system 系 銃 人 | っ 本 

~ た と た ん : The moment ~ occurred [something happened] 剛一 時 , 就 … 叶 スト gl え 
重 4 受け 止め る : to take [something] very seriously 深刻 的 体 会 名 2 剤 革 o 言 | 叶 


① [確認 すれ ば | と ある が 、 何 を 確認 する の か 。 


間 2 ② 「 人 こと と は せ ず に | と ある が どう いう 意味 か 。 


1 
2 
3 
4 


自分 に は 関係 な いこ と と 思わ な いで 
人 章 だ け の こと と は 時 思わ な いで 
か ん じゃ 


患者 だ け の こと と は 思 わな いで 
じゅ 3 う よう 


で は な いと は 思わ な いで 


五 
週 


5 週 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 
6 日 目 投書 ・ 記 事 ④) 導 mme 


き 「 な い 」 が 入っ た 文末 表現 に 注意 し よう ! 


Be careful with phrases at the end of sentences which contain the negative ‘nar’ ! 


身 注 意 在 文章 末尾 帯 有 [「 な い 」 的 表 送 方 式 ! 「 な い ] 2 言 引 人 吾 埋 冬 婦中 手引 引 ズ | ! 


か ぎ 
と は 限ら な い = ~ な いか も し れ な い 
... is not necessarily the case 不 一 定 一 (= 可能 没有 一 ) ~ 中 引 卵 豆 豆 叶 中 


~ー に すぎ な い 三 一 だ け だ 


ち が only ... / no more than.… 不 辻 一 (= 具 是 一 )  ~ 吾 9] 呈 a< に 
ー に 違い な い 王 きっ と 一 だ 1 を は 
~ に 相違 尋 な い definitely/certamly ほか に も た くさ ん 


一 征 是 - / 背 定 古 - (= 一 定 ) 媒 4| < 引 叶 
こ た し 
に ほか な ら な い 三 確か に 一 だ 
definitely/certainly 
除 了 - 之 外 滋 有 別 的 ( = 一 基 克 笑 的 ) 選 委 引 gl 中 
~ー か ね な い = し そう だ 
seems to (be) ... / could (be) ... (literally: ...is not impossible) 
不 准 一 ( = 有一 梓 的 傾向 ) ご 谷中 \ 
~ー わ け に は いか な い = でき な い 
... 1S impossible/unacceptable/unsatisfactory 
不能 一 (= 一 不能 ) ~ 征 和 羽 寸 


決 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さん あり この 池 球 人 お も し ろ い ね 。 で こ は こ し て いる 。 


B さ ん : そう 、 山 の と こ ころ は 出る 絆 っ て いる ん だ 。 で も ね 、 これ 変 だ よ 。 だ っ て 
ね 、 地 球 の 大 き さ から 考え る と 、 スペ ー ス シャ トル だ っ て こ の 地球 位 
の 宏 省 か りら 7 ミリ くら いし か 離れ て いな いと ころ を 飛ん で いる こと に 
な る ん だ よ 。 つ まり 、 宇 笛 か ら 見 る と 、 地 球 の 表面 と 変わ ら な いと こ 
ろ を 飛ん で いる だ け 。 こ の 出 な ん て 1 セン チ 以 上 遇 て いる 。 だ か ら 変 な 


ん た だ たよ や まり 、 正しい 地球 儀 は ツル ツル で な けれ ば いけ な いん だ よ 。 


ち きゅう ぎ 
( 注 1) 地球 儀 globe (ie. map of the world) 地球 付 も 
( 注 2) 出 っ 張る : protrude 突出 羽 引 Hs 
( 注 3) スペ ー ス シャ トル : space shuttle 航空 《 机 半生 只 号 対 


口 1 この 地球 儀 は 丸く な い 。 

口 2 この 地球 儀 の 表面 は ツル ツル し て いな い 。 

国対 この 地球 儀 の 山 の 位置 が 間違っ て いる 。 

口 4 この 地球 儀 で は 山 は 7 ミ リ て な けれ ば いけ な い 。 
15 この 地球 儀 は 実際 の 山 の 高 5 さ を 赴 し く 表 し て いな い 。 


も ん だ い 光 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問 い に 答 を えな さい 。 (答え は 別冊 p.6) 


せん じ っ 2 み ひょう 


先日 、 ス ペー スシ ャ トル が また 皇 笛 に 飛び 立ち まし た 。 地 表 か ら お よそ 300 キ 


ょ うし ょ う まわ あお 670 ち きゅう み 
ロ の と こ ろ ま て 上 著 し て 地球 の 周り を 回 る 。 そこ か ら 青 く 光 る 地球 を 見 た と き 、 
か ん が 


人 は どん な 気持 ち が す る の で し ょ うか 。 考え た だ け で も わく わく し ます 。 
とら で の 利 座 は 光 球 の 天 を ES だ の で じい で し コワ カコ 5 半 の 
直径 は 、 お よそ 12.700 キロ 。 地 表 か ら 300 キワ の と ころ と いう の は 、 症 径 30 
セン チ は ほど の 地球 儀 で 見 る と 、 そ の 地球 儀 の 表面 か ら りお よそ 7 ミリ 離れ た と ころ 
に な る そう で す 。 2 倍 の 高度 600 キロ で 飛ん で いた と し て も 1 セン チ と ちょ っ と 
と いう こと に な り ま す 。 こ れ で は 、 ほとん ど 地 球 の 表面 と 変わ り ま せん 。 つ まり 、 
スペ ー ス シャ トル で 宇和 旅 行 と いっ て も 、 地球 の 規模 か ら 見 る と 、 地上 と 変わ ら 
な いと ころ を 飛ん で いる に ほか な ら な い の で す 。 
この こと か ら 考 える と 、 海 や 山 を 表現 し た で こ ぼ こ し た 地球 儀 が あり ます が 、 
これ は 全く 下 し く な いこ と が わか り ま す 。 地 球 で いち ば ん 高い エベレスト 出 も 30 
セン チ の 地球 儀 で は 高 さ は わずか 0.2 ミリ ( ② )。 つ まり 正しい 地球 儀 は ツル 
ツル で な けれ ば な ら な い の で す 。 
( 注 1) 地表 : surface of the earth 地表 スズ 


じょう し ょ 


( 注 2) 上 昇 する : to go up / ascend 上 志 分 中 中 

( 注 3) わく わく する : tobecome excited 交 奇 エミ エミ 叶 中 
き ば 

( 注 4) 規模 : scale 規模 寺下 


問 ] ①「 地 上 と 変わ ら な いと ころ を 飛ん で いる に ほか な ら な い 」 と ある が 、 ど うい う 
意味 か 。 
1 ほとん ど 地 表 と いっ て いい と ころ を 飛ん で いる だ け だ 

地球 上 の 変化 の な いと ころ を 飛ん で いる だ け だ 

地球 の 表面 を 飛ん で いる わけ で は な い 

地面 と 同じ 場所 を 飛ん で いる わけ で は な い 


OO MN 


間 ら ( ② ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 

に 違い ぁ り ま せん 

に きま っ て いま す 

に すぎ ませ ん 

に な りか ね ませ ん (前 ペー ジ の 答え ー ら ・ ら 5) 


ド か Oo hb 一 


第 五 周 : 看 拓 筑 或 奈 志 的 万 欄 / 列 5 條 : | 


問題 


第 5 週 


| | 必定 ゴン も ん だ い 
7H 目 実戦 問題 ※ 
財 i に | 


新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 


Practice Exercise 


次 の 文章 を 読ん で 、 それぞれ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 な も の を 1・ ら ・ 
3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 (答え は 別冊 p.7) 


じゃ し ん て ん 


(1) 現在 、 二 川 市 美術 態 て 算 炎 後 10 年 を 記 念 し た 写真 展 が 開か れ て いる 。 カメ 


( 注 1 
人 


ラマ ン は プロ で は な く 、 一 般 の 人 た ち 。 地 城 直 後 の 3 すす 
100 が 示さ れ て いる 。[ こ この 家 は 、 亡くな っ た 壮 人 が 好き だ っ た 家 な ん で す 。 
壊れ た まま の 形 で も いい か ら 、 NNE SE は て , 
そし た ら 、 お 隣 の 家 も 、 そ の 隣 の 家 も 残し た いと 思っ て 、 こ の 辺り を 夢中 で 撮 


り ま し た 。| と 話す の は 、60 代 の 主婦 の 須川 さん 。 複 興 が 進み 、 新しい 町 並み 


7 ( 注 4) 
が 広がる 古川 。 10 年 前 、 he 
い 出 され る 。 今月 来 まで 開催 され て いる 。 


( 注 1) 震 災 : 地震 に よっ て 起こ る 人 災害 ” ( 注 2) カメ ラマ ン : 写 真 を 撮る 人 
( 注 3) 展示 する : 並べ て 多く の 人 に 見 せる ( 注 4) 復興 : 再び 盛ん に な る こと 
( 注 5) 町 並み : 町 で いろ いろ な 建物 が 並ん で いる よう す 

( 注 6) 開催 する : 行う 、 開 く 


間 ら 


さん の 家 が 地震 で 来れ た こと 
* ん の 夫 が 亡 く な か っ た こと 


こ の 文章 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 安川 さん は 、 地 震 が 起き て いる と き に 写真 を 撮っ た 。 
2 実 川 さん は 、 地 震 か ら 10 年 た っ た 町 の 写真 を 撮っ た 。 
3 安川 さん は 、 地 震 の 直後 の 町 を 写真 に 撮っ た 。 
4 沈 川 さん は 、 地震 の あど プロ の カメ ラマ ン に な っ た 。 


76mWeek 5: Heading Newspaperiand Magazine Articles 


(2) 犬 を 連れ て 行け る レス トラ ン が 堆 え て きた 。 近 く の デ バート も 食料 品 売 り 場 

「 を 除い て 、 抱い て な ら OK だ 。 カ ラフ ル な 服 を 着せ られ た 犬 が あちら に も こ ち 

ら に も いる 。 05 計 和 由 が 2 ス 、 お 正月 に は 着物 。 宝 石 が 
つい た 音 麗 を つけ て も ら っ て いる 犬 も いる 。 

間 寺 の 情 き 和 に っ パ と さま の こ と 。 店 員 に 「 ワ ン ち ゃ ん の お 帽子 も あ 

リ ま す よ 。 3 SE 2 お ちの 大 に ささ っ 

、 かい が 貢 えな い 共 額 で は な か っ た 。「 で も … 」 と 浴 藤 に 考え て や め た 。。 そ こ 

まで 親 バカ 、 い や 、 犬 バカ じゃ な い 。 そ の か わり に 、 別 の 店 で セー ター を 買っ 


( 注 5) 


て や っ た 。 赤い の は 持っ て いな か っ た か ら 。 あ あお あ 、 私 も 。 犬 バ ⑦ カ に な りつ つ あ る 。 


( 注 1) カラ フル な : 色 を た くさ ん 使っ て きれ いな 

( 注 2) 首輪 : 犬 な どの 首 に つけ る 輪 

( 注 3) ワン ちゃ ん : 犬 ※ [ワン] は 犬 の 強 き 声 

( ま 4) 状 着 ・ (この 場合) た めし に か ぶる こと 

( 注 5) 親 バカ : 周り か ら 見 る と お か し く 思 える ほど 、 親 が 子 ど で も を か わい が りす ぎる 
ご 


問 ] ①「 そ こま で 親 バ パカ 、 い や 、 犬 ⑦ カ じゃ な い ] と ある が 、 筆者 は どう 思っ た の か 。 
の 、 29 で 2 が CGI は 人 が AN い j 

私 は 自分 > の 由子 を 買わ な い ほ ど バ カ で は な い 。 

私 は 犬 に 帽子 を 試着 させ る ほど バカ で は な い 。 

私 は 犬 に 高い 帽子 を 買う ほど バカ で は な い 。 


Woo = 


間 2 筆者 の 言う ②「 犬 バカ 」 と は どう いう 意味 か 。 
犬 の こと を つま ら な い 生き 物 だ と 思う 飼い 主 
犬 に 対し て 愛情 を か け すぎ る 飼い 主 

自分 の 子ども より 犬 の ほう が 大 切 と 思う 飼い 主 
自分 の 犬 が 実は 人 間 で は な いか と 思う 飼い 主 


ー ト 


トト Ww MN 
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第 B 週 日 記 や 小説 を 読も う 


b 
| に 当っ 還 二 さ Diaries ① 
1 日 目 日 記 ① 誠 


富 「 だ れ が する か 」 に 注意 し よう ! 


Be careful about who is the subject (the "doer')! 
適 注意 「 進 来 区 」』! 「〒 オ 引 豆 旬 」9 相 和子 名 引 久 ! 


久しぶり に 子ども と 謗 ん で や っ た ら 、 大 喜び だ っ た 。 


太 日 本 語 で は 、「 だ れ が 」 の 部 分 が よく 省略 され ます 。 
In Japanese the subject is often omitted. 


在 日 租 中 「 進 来 仔 」 的 送 不 部 分 勾 党 被 省 略 。 
Er ト 」 9 理世 | 芳 人 時 生 。 


あ そ 
だ れ が 遊ん で 


SN 
0 7 用)! だれ が 大 半 び 


だ っ た の ? 


マ つぎ か いわ ぶん よ あと 。 ぷん た だ 
次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


た ん じょう び 


洋 手 : ね え 、 党 ちゃ ん 、 鋼 生 目 いっ ? 
愛 : わた し は 8 月 5 日 。 あ と 2 週間 で 15 歳 。 
洋子 : あ 、 わ た し は 10 月 5 日 だ か ら 、 ち ょ うど 2 か 月 逢い だ ね 。 れ ね 、 夏 子 ちゃ 


HIMy2 う の 
夏子: 1 月 1 日 。 
党 : えー」 お 王 月 な ん だ 。 お めで た いね 。 


和子! うん 、 で も 、 あ ん まり よく な い 。 だ っ て 、 誕生 日 プレ ゼン ト が ん て も ら っ 
た こと な いも ん 。 親 も 、 お 年 ま で いい で し ょ 、 っ て 言う し ね 。 


と し だ ま 
( 注 ) お 年 玉 : agift of money given to children at New Year 圧 少 第 弘 尿 中 


口 1 みん な で 誕生 日 パー ティ ー の 計画 を 立て て いる 。 

口 2 2 週間 後に 愛 の 誕生 日 が 来る 。 

口 3 受 は 洋 手 より 2 か 月 早く 生ま れ た 。 

日 4 夏子 は 自分 の 誕生 日 に お 年 玉 を も ら え る の で うれ し い 。 


た ん し ょ 3 


口 5 四 子 は いつ も 親 か ら 誕生 日 プレ ゼン ト を も ら う 。 


78mWeek 6: Reading Diaries and Novels 


Il 財 
時 
a 
= 
謗 き 
nr 
(Se 
= 
0 


な さい 。 (答え は 別冊 p.7) 


5 人 ※o 昌 


No MM 


( 注 1 ) し か も : what's more / furthermore 面目 ロロ 

( 注 2) と っ くに : wellandtuly 老 早 就 .…, 早 就 .…。 幸 4 ね 
し ゃ し ん 

( 注 3) 写真 た て : photo frame (stand) 像 李 紅 


間 1 ①「 う れ し か っ た | の は だ れ か 。 ま た ③ 「 感 激 し た 」 の は だ れ か 。 
組み 合わ せ と し て 正しい も の を 選び な さい 。 


も た し も た し 


1 ① 私 ③ 私 
2 ① 弘 ③ 夏 子 
3 の ① 夏 子 ③ 夏 子 
4 ① 夏 子 ③ 私 


間 8 ②「 私 の 気持 ち ち | と は どう いう 気 特 ちか 。 


た ん じょう す a 
誕生 日 が 過ぎ て し まっ て 残念 だ 
た ん じょう 


び 
誕生 日 に か わい い プ レ ゼ ント が ほし い 
や す 。 ちゅ う た ん し ょ ) び 


休み 中 に 誕生 日 パー ティ ー を し た い 
休み 中 で プレ ゼン ト が も ら え な く て つま ら な い (前 ペー ジ の 答え 2・3) 


=: 


第 六 周 : 看 日 所 和 小 閲 / 利 6 人 符 : 所 2 
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Diaries ② 
日 記 ② 臣 
人 日 本 語ら し い 表現 に 慣れ よう ! 


Become familiar with natural Japanese expressions! 


要 札 慣 日 式 的 表 送 方 式 ! 所] 革 を 旦 娠 9 可 祝 恒 | 條 ! 


あげ る で も らら で ぐれ る の 
ー ら れる ノー れる (受身 ) 


ー さ せる ノー せる (使役 ) 
ー さ せら れる ノー せら れる ノー され る (使役 受身 ) 


ほん ご ひょう げん じゅ じゅ ひょう げん 


日 本 語 の 表現 に よく 出 て くる や り も らい (授受 表 現 ) や 受け 身 、 使役 に 注意 し ま し よう 。 
Be careful with these common Japanese forms: expressions for giving and recetving, passive and causative forms. 
彰 注 意 日 番 中 印 常 出現 的 収 授 、 受 身 、 使 役 等 的 表 送 方 式 . 
当 呈 9] 冬 計 中 外務 を せ 引 モ そ キ (授受 ) 正 娠 引け キ を 相 , AI 引 再 9 季 引 昔 旬 革 ! 


WO 答 光 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


村 : けさ 、 山 田 の ペイ ク に 柔 っ て きた ん だ っ て ? 

本 中 : うん 、 お か げ で 遅刻 に は な ら な か っ た けれ ど 、 また お ご ら さ れる の か な 。 

料 : き っ と そう だ よ 。 お れ も 、 き の う 乗 せ て も ちっ て 、 帰 り に 一 緒 に コン ビニ 
に 寄っ た ん だ よ 。 そ し た ら 、 あ いつ 、 お れ の か ご の 中 に いろ いろ 入れ る ん 
だ ぜ 。「 誠 刻 し な いで 済ん だ の は お れ の お か げ だ か ら な | っ て 。 た だ で 科 
せ て くれ た っ て いい の に な ー。 

田中 : この 間 、 お れ が 乗せ て も ら っ た と きも 、 レ スト ラン へ 寄 ろ うっ て 言わ れ て 
WIIBSHDS れ な BA 陣 は 来 る の 


( 注 1) バイ ク : motorbike 摩 拭 年 中 叶 ol 
( 注 2) お わこ "る :topay someone 靖 客 媒 可 還 革 
( 注 3) 遅刻 | しない いで 済む : ・nottobelate 不 返 到 ( 呈 引 ) 3 作詩 2| 壁 中 


口 1 山田 者 は バイ ク で 学校 に 来 て いる 。 


な か むら くん た な か く 


中 2 中 料 君 も 田中 君 も バイ ク で 学校 に 来 て いる 。 
口 3 中 料 君 も 山田 君 の お か げ で 層 刻 し な いで 済ん だ こと が ある 。 
[| 4 中 村 刻 は 山田 族 に 4 で いろ いろ 買っ て も ら っ た 。 


な か むら くん や ゃ まな 


園 s 中 料 君 は 山田 君 に レス トラ ン で お ご っ て あげ た 。 


も ん だ い 次 の 日 記 を 読ん 、 後 の 問い に 和 を えな さい 。 (答え は 別冊 p.7) 


0 
NN ーー 


どう きゅう せい 


周 依 生 の 山田 が パイク で 人 包 お 
違 刻 に は な ら な か っ た か ら 助 か っ た 。 
と 。 め か そえ < と 
の RSPSI 


Be も を er も っ 9 光 9 モ ラッ ピ = に まっ 


1 いろ いろ 買わ せ た ら GPS の あいつ は いう も イリ た だ: 
せん し ゅ う 


光 週 の 日 曜 は だ れ か と ステ ー キ を 食べ た と 和 外 慢 し て いた が 、 
えれ も 有 今 で は 私 っ て な い だ ろ う 。 お れ は ラー メン ぐら 5 い 


まい か い まい か い 
で よかっ た の か も も れ な い 。 し か し 、 看 、、 お ご ちら 
あ た ま く の 
され る の に は 頭 に 来る 。 も う 乗 せ で て も 5 う も の か 。 


あし た は 寝坊 し な いそ ! 


( 注 1) 抜き ・without 不 只 仮 ( 略 店 送 介 部 作 ) 2 言 
( 注 2) バス 人 : bus stop 公共 汽 御 靖 避 叶 谷 
( 注 3) 帰り が け : just leaving to go home 回 来 時 言 ole モ 娠 
( 注 4) て も の か : There's no way TH. 豊能 一 意外 


RN RE ED OT NN GND 
1 山田 姓 は いつ も 人 に 何 か を お ご ら せ る 。 
帆 田 妊 は いつ も みん な を バイ ク に 来 せ て くる 。 
中 村 君 は いつ も 層 刻 し そう に な っ て 山田 天 の バイ ク に 乗っ て くる 。 
な か むら くん 


中 村 君 は いつ も 山田 君 に 何 か を 買わ せる 。 


トト Wo MN 


韻 者 は どう いう 気持 ちか 。 


1 出 田老 に お ご る の は 仕方 が な い 。 
2 山田 君 に お ご ら さ れる の は いや だ 。 

3 下村 君 より は 人 金額 が 少な く て よかっ た 。 

4 寝坊 する ほう が 量 い 。 (前 ペー ジ の 答え ー 1 ・3) 


第 B 週 日 記 や 小説 を 読も う 
3 昌 目 家族 ① 富 " 
@ 事実 と 筆者 の 気持 ち を 区 別 し よ う ! 


Learn to distinguish between the facts and the writer's feelings! 


租 区 別 事 容 和 箋 者 感情 的 不同 ! 代 急 叶 過 中 人 人 了 当 叶 計 ! 


0 の 
お も _ 
ーー と 思う 。 


か ん 
て と 感 じ る 。 
ーー で は な い だ ろ うか 。 | な ど 


こと ば まえ じ LO ひっ し ゃ 。 き も あら わ 

文 こ れ ら の 言葉 の 前 は 、 事 実 で は な く 、 革 者 の 気持 ち を 表し て いま す 。 
The words preceding these phrases express the write's feelings, rather than the facts 
送 江 河竹 的 前 面 不 是 事実 , 面 是 表示 穫 者 的 感情 
9] 告 下層 守 可 モモ 旬 9] d ト 中 引 , 必修 引 本 全島 呈 里 還 エ 多 谷口 . 


つぎ か い わ ぶん あと ぶん だ えら a 
次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 給え は 次 の ページ 


健  : 母さん 、 顔 どう し た の ? また 多 さ ん に 酸 られ た の ? ひど いあ だ よ 。 

健 の 屋 : ああ 、 で も 、 大 し た こと な いわ よ 。 お 父さん ね 、 今 仕事 が 大 変 な の よ 。 

侍 。 : だ か ら う て 。 革 さ ん に 馬力 を 振る うこ と は な い だ ろ 3 う 。 生 さ ん 、 一 生 
人 符 受 させ られ て いる うえ に 、 こ ん な に ひと 
い 朴 い を され る な ん て 、 T く が まん し て いる よね 。 お れ と 生子 の こ 
と な ん か 気 に せ ず 、 苑 嬉し ちゃ えば いい ん だ よ 。 

健 の 芋 : そう いう わけ に は いか な いわ よ 。 あれ で 、 優 し いと ころ も ある の よ 。 


( 注 1) あさ : bruise 青 斑 叶 

( 注 2) シン ) を 振る う : tobeviolent 施 加 暴 力 苦 舎 憶 下 評 中 

( 注 3) 貧 多 : poor / poverty 。 盆 フト は 

( 注 4) 扱い \: treatment 狂 理 痢 言 

( 注 5) そう いう わけ に は いか な い : TIcan't do that. 不可 以 那 梓 コモ 択 中 


口 1 健 の 母 は 夫 に 殴ら れ た 。 
口 2 健 の 評 の 交 親 は 仕事 が 忙し い 。 


国 3 侍 の 合 は 光 寺 を し た い 。 
画 4 健 は 父親 が 好き だ 。 


相馬 03 


5 健 は 両親 が 離 炊 し て も いい と 思っ て いる 。 


RW 蘭 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 時 p.7) 


平 置 言っ て 、 ぼ ぽく は 父親 に 対 し て いい 加 きい 出 が な い 。 次 は 画 た オ 能 は あっ 


ひる ま さけ 


正直 言 
た よう だ が 、 昼 間 か ら 酒 を 飲み 、 仕 事 を し て いる の か し て いな い の か わか ら な い 
】) 


生活 を 送っ て いた 。 交 は ば く た ち 家族 の 生活 の こと は まる で 考え ず 、 旭 は 
苦労 を し て きた 。 気に入ら な いこ と が ある と すでに 果 カ を 振る い 、 馬 は 和 某 


に 

顔 に あざ を 作っ て いた 。 食事 が まず いと を 投げ られ 、 真 夜中 に 酒 を 買い に 
行か され 、 そ れ で も 縛 は 文 匂 一 つ 人 言わ な い 。 な ぜ そ こま で が まん を する の だ ろう 
と 不思議 に 感じ て いた 。 交 の 作品 が 賞 を と り 海 外 で 紹介 され て か ら は 、 生 活 に 団 
る こと こる な く な っ た が 、 MRIININI 
亡くな っ て 諾 は ある 意味 ほっ と し た だ ろう と 思っ て いた の に 、 な ぜ か 多 の か いた 
誰 を 見 な が ら 全 日 泣い て いる 。 多 の こ と を 叶い い 大 だ っ な だ な] と 言う 。 つ く づ く 天 


婦 と は ( ) と 思う 。 


( 注 1 ) こそ : (used for emphasis) 正 是 一 て cF 叶 中 
( 注 2) つく づく : continue/last [together] 仔 外 地 る 叶 c14 


間 ] 「 な ぜ そ こま で が まん を する の だ ろう と 直下 前 


母 に 対し て どの よう に 思っ て いた の か 。 
1 そん な に が まん し て いる 度 は と て も えら い 。 


に 感じ て いた 」 と ある が 、 当 , 者 は 


2 そん な に が まん を する ほど 父 の こと を 愛し て いる の だ ろう 。 
3 そん な に が まん を し な いで 文句 ぐら い 言 きえ ば いい の に 。 
4 そそ だ 恋 に が ま の を じ か な か 2G か ぐり か 大 せ ば い の ( に 5 
問 6 ( ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
: ] いや な も の だ 
2 慈 し い も の だ 
3 美しい も の だ 
4 わか ら な いも の だ 


(前 ペー ジ の 答え ー 1 ・5) 


第 六 周 : 看 日 足 和 小 巡 / 東 6 下 : 当 フ | 叶 全 介 言 中 征 83 


日 記 や 小説 を 読も う 


i Family ② 
家族 @ 党 
iO) 
いっ ぱん て き びょう し ゃ ちゅ う い 
@ 一 般 的 で は な い 指 写 に 注意 し よう ! 


Be careful with description that doesn't fit the stereotype! 
適 注意 非 同一 般 的 描 述 ! 、 紀 周 諸 o| oFd 下旬 中 午 引 引 ズ | ! 


いっ ぱん じょう し き ち が ひと に ん げん か ん けい 


太一 般 の 常識 と 違う 人 や 人 間 関 係 が 書か れ て いる 文章 が 


よく あり ます 。 


In many cases what is written on the page doesn't match our stereotypes about 
people and human relations. 

有 導 多 文章 中 描 述 的 是 不 一般 的 人 物 或 人 了 共 系 。 

泊 早 計 % 谷 引 革 又は 代 喧 9] 呈 1 信幸 列 フト 委 引 王 生島 外務 登 全 釣 合 ロ 叶 . 


次 の 会 庄 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


ri ema 
洋子: え ? と いう こと は 、 お 受 さ ん 、 前 の 結婚 の と き 、 子 ども が いた の ? 
生 : そう …… い ろ い ろ あ っ て ね れ ……。 赤 ちゃ ん を 置い て 飛び 出し ちゃ っ た の 
浮子!)、 ん 。 そ れれ か ら 々 っ た こと な い の 2 今 い た いで LT う ? 


未 : うん 、 は じ め の うち は 合い た く て た ま ら な か っ た けれ ど ……。 で も 、 も う 
苦 の こと だ し 、 彼 女 に は 彼女 の 生活 が ある で し ょ うし 、 SD 
わた し は あぁ な た た ちの お 多 さ ん と 知り を っ て 結婚 し て 本 当 に よかっ た と 
思っ て いる の 。 優 し い お 父さん だ し 、 あ な た も 広平 も いい 子 だ し ね 。 

( 注 1) て て た ま ら な い : cantendure.… 一 得 半 途 以 妨 受 夏生 留 呈 


( 注 2) いま さら : now (atthis late stage) 到 加 今 qdl 矯 守 久 


洋 す の 生 は 藤 知 し た こと が ある 。 

洋子 は 自作 “a お 姉さん が いる こ と を 知っ て いた 。 

洋子 の 貞 は 前 の 結婚 の と き に で きた 子ども と と きど き 会 っ て いる 。 
洋子 の 麗 は 還 言い て きた 接 に 今 と て も 合い た いと 思 CN 


は は 


洋子 の 母 は 今 幸 せ だ と 思 っ で いる 。 


[ 当 者 穫 4 国 
om Kw D = 


つぎ ぷ ぶん し ょ う あと を こ て た 
7 の 分 画 詳 次 の 文 草 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.7) 


あ は は 


私 に は 凌 が いる 。 い や 、 い る らし い 。 会 っ た こと が な い の だ 。 私 の 母 は 二 十 歳 
の 順 、 最 初 の 千 召 を し て の 子 を 産ん だ の だ が 、 そ の 後 1 年 を し な い う ち に 、 そ 
の 子 を 置い て 家 を 飛び 出し た らし い 。 上 に と 請 和 し で 家 と 上 8% で きた と い 
うこ と だ が 、 あ は こ の 話 を 最近 開か され た 。 音 は その す に ー 度 も 会 い に 行っ て い 
な いら し い 。 合い た く な ` い の か 、 と た ずれ ね た ら 、 [も う 昔 『 の こ と だ し 、 彼 女 も きっ 
と 会 いた く な いで し ょ うか ら 」 と いう 答え だ っ た 。 私 は 子ども に 対し て も う 愛 情 
が な い の か 笑 問 に 思っ た 。 南 に と っ て 、 前 の 結 嬉 は まっ た く 過 去 の 話 に な っ て い 
る の だ ろう か 。 

生 は 父 と 結婚 し て か ら 本 当 に 幸せ だ と いう 。 る りゃ そう だ と 思う 。 父 は 優し い 
だ け で は な く 、 家事 も よく する 。 う ち は 礁 より 父 が 台所 に 立つ こ と が 多い くら い だ 。 
党 の わが まま も よく 聞い て いる 。 寺 は きょう も の ん びり と お 先 を 依 み な が ら テ レ 
ビ を 見 て いた 。 本 当 に 気楽 な も の だ 。 

母 が 満足 な らい いと 思う 。 で も 、 私 は まだ 見 ぬ 姉 の こと が な ぜ か 気 に か か る 。 
彼女 は 幸せ な の だ ろう か 。 


( 注 1 ) と も し な いう な ち に : before .… time has passed 。 近 未 一 的 時 候 - ェ % 選 g 
( 注 2) そり ゃ : それ は 

だ いと ころ 。 た 
( 注 3) 台所 に 立つ : dothecooking 。 仔 菜 8 司 言 計 中 


問 ] [まっ た く 過 去 の 話 に な っ て いる | と ある が 、 ど うい う 意 味 か 。 
1 完全 に 終わ っ た こと で ある 
2 すっ か り 記 憶 が な く な っ て し まっ た 
3 現在 と は 全 然 逢う も の で ある 
4 いや な 思 思い 出 と し て 残っ て いる 
問 8 者 は 三 の 話 を 聞い て どう いう 気持 ちか 。 
1 自分 ほ 姉 が る さ ど を 知っ て と て も ショ ッ ク だ 。 
生 は わが まま に 生き て いて 勝手 だ 。 
姉 が どう いう 生活 を し て いる の か 気 に な る 。 
交 が か わい そう だ 。 


た トト 0 MN 
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第 6 週 日 記 や 小説 を 読も う 
ュー 2 Novels ① 
小刀 ① 
え 4 の ① 


2 し ER こ た まえ ば あい 

ピー ビーー ミ 五 ニー = 一 笑 テ が 前 に 品 会 
次 「 こ れ / そ れ (指示 語 )」 に 注意 し よう ! 一 答え が 前 に ある 場合 
Be careful with ‘kore’ and ‘sore’ when they are used to indicate something that has already been mentioned! 

遺 注意 「 こ れ プ それ (指示 所 )] ! 一 回 答 在 前 面 的 協 合 - 「 こ れ プ それ (II91 )」 征 引 誠人 ! 一 本 可 o| St 鉱 王 テー 


まえ ぷん し ょ う 


(前 の 文章 ) 
65666 の 0 宅 の こと は : 


まえ だ ん らく こ た ば あい めい し か ぎ 
文 前 の 段落 に 答え が ある 場合 も わり ます 。 名 詞 と は 限り ませ ん 。 

The thing indicated might have been back in the precvious paragraph. Furthermore, it doesn't have to be a noun. 

有 時 候 回 答 在 上 一 不 段 落 。 未 必 是 名 河 . 

法 再 十 相 印可 9| 包 王 千 王 唱和 谷口 呈 . 習 旬 9d 悦司 | 登 舎 ロ . 


か い わ ぶん 


@ り OO 葵 淡 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。( 午 え は 次 の バージ 


純子 の お ば : 純子 ちゃ ん に は 、 本 い も を むく の は 難し いで し ょ う 。 

純子 ん で も ね ND 
ん だ 。 だ か ら が ん ば る 。 お 外さ ん 、 筑前 大 好き な ん だ も ん 。 お 
二 さ ん が 亡くな っ て か ら 一 度 も 食べ て な いし 。 お 屋 さ ん の よう に 上 
考 に は 作れ な いと 思う けど 、 が ん ば っ て 覚え る か ら 教 えて 、 お ば さん 。 

純子 の お ば : わか っ た わ 。 じ ゃ 、 こ れ む いた ら 、 次 は 鶏肉 を 切る の よ 。 

( 注 1) 昌 い も : mo 和束 

( 注 2) 筑前 者: 料理 の 名 前 

( 注 3) 鶏肉 : chicken 多肉 呈 エ マス 


口 1 純子 は 今 、 正 いも を 者 て いる 。 

口 2 純子 は お 編さん に 筑前 者 の 作り 方 を 教え て も ら っ た 。 
純子 の お ば さん は 筑前 痢 の 作り 方 を 知っ て いる 。 
純子 の 父親 は 朗 の 作っ た 筑前 者 が 大 好き だ っ た 。 
純子 は 里いも の 皮 を むく の を あき ら め た 。 
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園 


2 
国 世 
4 
3) 


つぎ ぶん し ょ まう よ の と と 生計 
( も ん だ い ) 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別冊 p.8) 


[で きた よー」 

と いう 純子 の 高い 声 で テー ブル に つく と 、 銘 前 基 が あっ た 。 い ろ い ろ な 野菜 を 凌 
肉 と 一 緒 に 者 て あり 、 結 構 本 格 的 に 作ら れ て いる よう だ 。 

「 す ご いじ ゃ な いか 、 お 前 、 おま 

[「 ヘ ヘー、 こ の 間 、 ダ お ば さん に 教え て も ら っ た ん だ 。」 
それ は 私 の 好物 で あり 、 姜 の 得意 料理 だ っ た 。 姜 が 亡くな っ て か らき ょ うま で の 
1 年 潮 、 わ が 家 の 食間 に 。 変 を 見 せ た こ と が な か っ た 。 きょう は 釣 の 謎 生日 な の て 、 
純子 が が ん ば っ て 作っ て くれ た の だ ろう 。 ま だ 小学 6 年 生 だ と いう の に 、 自 分 の 
さび し さ を 隠し て 、 私 の こ と を 誠 避 っ て くれ て いる の た 。 

っ こん な こと を 考え て いた な ん て 。「 お 多 さ ん 、 き ょ う は 簡単 な も の に する ね 。] 
と きっ て いた の に 。 私 は 胸 が 無く な リ 、 し ば らく の 間 、 著 を 勤 か すこ と が で き な 
か っ た 

注 1) 本 格 的 に : (just like) the genuine article 正式 的 有 邊 ら 豆 
注 2) 好物 : favorite dish 。 豆 区 中 的 赤西 才 oHsH 8 


注 3) 気遣う : to be considerate 捧 念 当選 引 呈 , る 生 呈 
むれ あつ ・ 
注 4) 胸 が 熟 く な る : itwarms [my]heart 感 芝 4 せ 邊 中 


> 


問 ] ①「 楽 を 見 せ た こ と が な か っ た 」 と ある が 、 ど うい う 意 味 か 。 
1 筑前 煮 が 出 て きた こと が な か っ た 。 
っ ます が た 


妻 の 次 を 見 る こ と が な か っ た 。 
タ 子 と 一 緒 に 食事 し た こと が な か っ た 。 


ご こう いり ウ 


好物 は ーー つも な か っ た 。 


トト wo MN 


問 ら の MI に SS の の が | ご どう NN の が 
リ りょう り お ぼ 


料理 を 覚え る こと 
私 と 一 緒 に 食事 を する こと 
私 の 好物 の 筑前 藻 を 作る こと 


簡単 な 料理 を 準備 す る こそ と 


i 


Novels ② 
の ) 
そ ね ② 


し a ちゅ う い で だ うし ば あい 
cc—= — コ kw 
補 「 こ れ / そ れ (指示 語 )」 に 注意 し よう ! 一 答え が 後ろ に ある 場合 
Be careful with ‘kore’ and ‘sore’ when they are used to indicate something that follows! 


適 注 意 「 こ れ プ それ (指示 赤 )| ! - 回 答 在 后 面 的 協 合 - 「 こ れ プ それ (| )」 dl 生 引 寺 ! - 可 可 el 本 別記 る や - 


・ こ ん な も の が あっ た と 言っ て 、 〇 〇 〇 を 出し て きた 。 


と つ ぜ ん お 


ほん と う お どろ 
・ そ れ は 突然 起こ っ た 。 へ へ へ な ん て 、 本 当 に 驚い た 。 


EtG な ん き た い こう か て き = か か た 

友 読 み 手 に 「 何 だ ろう 」 と 期待 させ る た め の 効 果 的 な 書き 方 で す 。 
This is a device to make the reader wonder what it is that is being referred to. 
使 波 者 産生 「 是 仕 久 」 期待 致 果 的 写 法 . 
久 モ 針 青 相 釣 「 塵 外 ?」 邊 区 2| 可 言 身 2 村 モ 青 斗 計 %1 避 習 9 ず 呈 . 


O92 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A 着 : そん な の 、 億 じ ら れ な いね 。 

B 族 : 本 当 だ よ 。 ぼ く が 見 つけ た ん だ よ 。 こ の まで 触っ た ん だ よ 。 

A : じゃ 、 お 前 が 死体 の 発見 者 っ て いう こと か 2 

日 岩 : そう だ よ 。 に っ けた の は ジョ ン だ けど ね 。 そ 4 に 、 ま 潮 だ なけ だ っ た け 
ど 。 ニ ュー ス に も 出 た よ 。「 玲 を 散歩 中 の 中 学生 、 手 首 発 見 ] っ て ね 。 ば ぼく 、 
初め 、 お も ちゃ だ と 思っ た ん だ 。 

A 落 : ふーん 、 得 意 そう に 言っ て いる けれ ど 、 お 前 、 頂 くっ て 泣い た だ ろ ?2 

日 導 : え ? 何で 知っ て る の ? 


( 注 1) 死体 : corpse 肛 体 人 

( 注 2) 手首 : wrist 手腕 る 号 

口 1 B 若 は 死体 を 見 つけ た と き 、 犬 の ジョ ン の 散歩 を し て いた 。 
口 2 BB 閣 は 人 間 の 死体 の 一 部 を 見 つけ た 。 

口 3 B 閣 が 発見 し た の は 、 お も ちゃ の 手 普 だ っ た 。 

口 4 A 填 は B 若 が 死体 を 見 つけ た の を 知っ て いた 。 

口 5 日 族 は 手 音 を 見 つけ た と き 、 泣 か な か っ た 。 


YR 全 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 飼え は 列 和 p8) 


その 日 の 午後 に な る まで は 、 だ れ も そ れ に 気づか な か っ た 。 最 初 に 気がつい た 
の は 僕 だ 。 い で や 、 林 当 の こと を 舎 え ば ジョ ン だ けど 、 ジョ ン ば すぐ に 僕 に 敷 え て 
くれ た ん だ し 、 ジ ョ ン は 僕 の 犬 だ か ら 、 僕 が 見 つけ た と 言っ て も いい と 思う 。 正 
赴 に 言え ば ジョ ン は 僕 の 犬 と いう わけ じゃ な く て 、 灯 と 僕 の 二 人 の も の だ けど と 2。 
Hm AE は 2 う 1G も AN ちょ っ と 僕 は 動 挿し て いる みた いた だ 。 

ジョ ン が 草むら か らく わ え て きた も の を 見 た と き 、 僕 は 初め 、 お も ちゃ だ と 
思っ た ん だ 。 だ れ か が 論 て た 大 表 の ご 部 だ と 。 ま さか それ が 本 物 だ な ん て 、 本 物 
の 信 間 の 手首 だ な ん て 、 思う わけ が な いじ ゃ な いか 。 ジ ョ ン か ら 渡 され て 手 に 
持っ た と きだ っ て 、 次 た く て カチ ンカ チン だ っ た し 、 全然 わか ら な か っ た 。 そ の 


の 


( 注 1) 勤 授 す る :tobeinastateofshock 効 揺 豆 引 呈 
( 注 2) 草 むら : clumpof grass en も 0 
( 注 3) カチ ンカ チン : 硬い よう す を 表す 言葉 


問 1 「 そ れ 」 と は 何 を 指す か 。 
央 の ジ ョ ン 
草むら 


に ん ぎょ う い 
人 形 の 一 部 


に ん げん の 


人 間 の 手首 


RG9 NO ニ 


問 8 堂 者 は いつ 、 ジ ョ ン が 持っ て きた も の が 人 間 の 死体 の 一 部 だ と わか っ た か 。 
1 ジョ ン が ロロ に くわ えて いた と き 

に 持っ た と き 

毛 が 生 えて いる の に 気がつい た と き 

ジョ ン に 渡さ れ た と き 


EE TS 


六 周 : 看 日 記 和 小 況 / 知 6 符 : 21S| 全 泊 言 名 m89 


第 B 週 日記 や 小説 を 読も う 


時 回 Practice Exercise 
7 日 目 問題 


| 


問題 次 の 文 草 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 な も の を 1 ・2・ 
3・ 4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 (答え は 別冊 p.8) 


ゅ だ れ に で も ある こと だ 。 若 く 美 し く 、 な に を 見 て も 楽し く 、 圭 く か ぐ わ し い 症 
氏 の ある 日 。 ホ い 格 手 に 謙 か け て の 謎 給 の と き 、 ふ と 目 に は いっ た 失 良 と いう 
竹 。 て れ が な せ か 気 に な り 、 林 を 前 し 、 あ た し に も それ の 宰 れ る こと が ある の か 
し ら と 起 像 する 。 そ し て 、 未 来 の 自分 > の 絶望 に う ち ひ し が れ た 次 の 幻 が いや に は っ 
きり と 頭 の 中 に ひろ が っ て し まう 。 

あわ ね で Cu それ を 思い 払う も ん な に CGIGHESN 人 ES な 人 で に 楽 U い 
ん だ し 、 こ からだ っ て 。 半 竹 て いっ ぱい の 日 え が 、 氷 久 に つづ く は ず よ 。 い まわ 
し い 幻 は 、 ど こ へ と も な く 消 えて し まう 。 

だ が 、 歳 月 が た ち 、 さ ま ざ ま な こと が あり 、 倍 じ て い た も の に 裏切ら れる 時 が 
< る 。 これが 凶 補 な の ね と つぶ や く 。 カ な く 間 ざめ た 放 で 2 の け ぞ る よう に ベッ 
ド の 上 に 倒れ る 。 そ の 了 醍 闘 直す ぎ さ っ た あと け な か っ た 日 の こ と を 秋明 に 
間 間 の だ あお りほ 麻 け CN 本 手玉 の 末 かっ な ご こと ま で も 3 


( 星 新 一 「 だ れ か さん の 悪夢 」 新潮社 に よる ) 


( 注 1) 甘く か ぐ わ しい : 心 が ひ か れる 、 す て き な 

( 注 2) 絶望 : 希望 や 期待 が まっ た くも て な く な る こと 

( 注 3) うち ひ し が れる : 精神 的 に 強い 刺激 を 受け 元気 が な く な る 

( 注 4) 幻 : 実際 に は な い の に 、 そ の 姿 が 本 当 に 存在 する か の よう に 見 える も の 

( 注 5) いや に : 変 な く らい 、 と て も ( 注 6) いま わし い : いや な 感じ の する 
( 注 7) どこ へ と も な く : どこ か わか ら な い が ( 注 8) 歳 月 : 年 月 

( 注 970 つ ぷく 小さ い 声 で ひと りり ご と の よう に 言う 

( 注 10) 青ざめ た 顔 : 驚き や 恐れ で 青白 く な っ た 顔 

( 注 11) の け ぞ る よ うに : 体 を 反らせ る よう に 

( 注 12) あど け な か っ た 日 : 効か っ た 日 ( 注 13) 鮮明 に : は っ きり と 
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問 1 ①「 だ れ に で も ある こと だ 」 と ある が 、 革 者 は ここ で 、 何 が だ れ に で も ある 、 と 言っ 
て いる か 。 
椅子 に 腰かけ て 読書 


つぼ う 


だが の らい と 
本 の 中 に 絶望 の 文字 を 探す こと 
絶望 し た 自分 の 未来 を 想像 する こと 
想像 し た 自分 > の 幻 が 消え る こと 


RN = 


問 ら ②「 そ れ ] は 何 を 指し て いる か 。 
若く 美しい 自分 の 次 

本 の 中 の 絶望 と いう 文字 
自分 の 絶望 に うち ひし が れ た 姿 の 幻 
幸福 で いっ ぱい の 日 々 


SG 押 ニ ネ 


問 き (| ③  ) の 中 に 入る も の は どれ か 。 
ある に きま っ て いる わ 

ある か も し れ な いわ 
ある は ず が な いわ 

ある わけ に は いか な いわ 


ROR 


こう ふく 


問 4 ④「 幸 福 で いっ 
を 言い た いか 。 
1 絶望 に は 絶対 に 負け な いわ 
2 絶望 する よう な こと は 絶対 に 起き な いわ 
3 いま わし い 幻 は 一 度 も 想像 し な いわ 
4 死ぬ まで ずっ と 若く て 美しい わ 


ぱい の 日 々 が 、 氷 久 に つづ く は ず よ | と お る が どう いう こと 


問 5 筆者 は 何 を ⑤ | 鮮明 に 思い 出す 」 の か 。 
若い と き に 想像 し た 自分 の 絶望 し た 姿 
若く 美しい 自分 の 次 

これ まで の 年 月 の さま ざま な 出来 事 

人 憶 じ て いた も の に 杏 切 られ た こと 


SG = 


第 六 周 : 看 日 志和 小 況 / 利 6 馬 : 2|S「 人 言 Hm91 


EZ 画 エッ セイ な ぼ も う 
Essay ① 


MT 
可 利 9] 


人 文章 の パタ ー ン を 見 つけ よう ! 


Identify the sentence pattern! 


笛 差 別 文章 的 体裁 ! 店 引 本 皿 全 肌 cHl オ ! 


れい せつ めい り ゆう 


例 ・ 説 明 ・ 理 由 


日 本 語 の 文 草 で は 、⑧ の 場合 が 多い で す 。 
The second type 1s more common in Japanese. 
在 日 貴文 章 中 ② 的 情況 比 枢 多 。 
可 乱 9d] 足 引 人 対 モ ②9] 3 そ ト 登 告 口 中 


を 読 ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


少 汗 : ぼく が パソ コン を 使っ て いる と 、 お 父さん が いつ も 外 で 疾 べ 、 っ て 言う ん 


だ 。 で も ね れ 、 交 半 は 送 い し 、 道 路 は 車 だ ら け だ し 、 聞 ぶ 場 所 な ん て な いん 
だ よね 。 それ に 、 友 だ ち は み ん な 茹 に 行っ て る し ie 。 自 分 の 部 屋 で パソ 


コン を 使っ て いる の が いち ば ん 楽し いん だ よ 。 人 0 ネッ ト と か ゲー ム 
と か れ 。 今 、 携 帯電 話 ほ し いん だ けど 、 お 舌 さ ん も お 笠 さ ん も 平生 に な 
る まで は ダメ ジコ て 言う た ん だり て も さ クラ ス の 子 の 半分 な は 持っ て いる ん だ 
よ 。 イ ンタ ーネット と か 携帯 写 話 と か すご く 便 利 な の に 、 な ぜ い け な いっ 
て 言う の か わか ん な いよ 。 


じゅ く 
( 注 1 ) 詩 ・cramschool 塾 可 選 
( 注 2) イン ター ネッ ト : intermet 岡 称 1 


口 1 この 男の子 は 中 学生 に な っ た ば か り で ある 。 
口 2 この 男の子 は パソ コン で ゲー ム を し て いる 。 
口 3 この 田 の 手 の 父親 は パソ コン が 使え な い 。 

すう けい た いで ん わ 


口 4 この 男の子 の クラ ス の 子 の 半数 が 携帯 電 8 を 使用 し て いる 。 
を 


口 5 この 男の子 の 両親 は イン ター ネッ ト や 携帯 電話 を 便利 だ と は 思っ て いな い 。 


sik 


92mWeek 7: Reading Essays 


595 信 淡 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (gpG) 

現代 科学 の 発達 は 、 私 た ちの 生活 に 犬 き な 変 化 を 写 え て いる 。 和 子ども た ちの 教 
育 に と っ て も 今 ま で で は 考え られ な いよ うな 犬 き な 影響 が ある 。 

今 か ら 50 年 ほど 前 、 ケレ ビ は 一般 の 家庭 で は まだ 見 る こと が で き な か っ た 。 当 
時 の 子ども た ちの 聞 ぶ 場 叫 は 、 家 の 中 で は な く 、 原 っ ぱ や 空き 地 、 そ れ か ら 今 ほ 
ど 車 が 多く な か っ た 道路 で あっ た 。 そ こ PH まま 知 
ら ず 知ら ず の う ち に いわ ゆる 社会 勉強 も し て きた の だ 。 

時 が た ち 、 テ レビ ガ が 普及 する よう に な る と 、 子 ども た ち は あ まり 外 へ 出 な く な っ 
た 。 外 は ビル が 立ち 並び 、 道路 は 車 が ひっ きり な し に 通る よう に な っ た 。 外 て 邊 
だ て も 境 き 痢 中 が が は もじ て ポ ソコン 叶 代 の な 昌 出 股 生 と イジ 
ネッ ト や メー ル を し て いる 季 ど も が 増え て いる 
LT の 艇 に よっ て 、 私 た ちの 生活 は 非常 に 便利 に な っ た 。 し か し 、 子 ども の 教 
育 と いう 点 で 見 る と どう だ ろう 。 昔 の よう な 社会 勉強 は で き な く な っ て し まっ た 。 
生ま れ た と きか ら イ ンタ ーネット や 携帯 電話 の ある 世界 で 育っ 今 の 子ども た ち が 
どう いう 大 人 に な っ て いく の か 、 興 味 深い 。 そ れ と 同時 に 旗 知 れ な い 旭 怖 を 感じ 
る の は 私 だ け だ ろう か 。 | 

( 注 1) 原っぱ : felds 草地 mm 

( 注 2) ひっ きり な し に : ceaselessly 不断 地 旬 旬 届 q 

( 注 3) | Ns Information Technology 次 迅 技 木 IT 

( 注 4) 底 知 れ な い : ・ profound/deep (literally: bottomless) 元 止 尽 的 吾 o] モモ 


問 1 筆者 に よる と 、 現 在 、 子 ども た ちの 教育 に 「 大 き な 影 響 ] を 与え て いる の は 何 か 。 
1 テレ ビ の 普及 ー 
そ と 。 あぁ も 。 ば し ょ 
2 外 で 遊ぶ 場所 が な く な っ た こと 
3 |T の 普及 
\ た いで ん わ ね は な な いよ う 
4 メー ル や 携帯 電話 て 話す 内 容 


っ 


問 ら 筆者 は | 本 の 普 基 に つい て どう 思っ て いる か 。 

| の 普 及 の せい で 、 子 ども た ちの 穫 ぶ 場所 が な く な っ た と 思っ て いる 。 
す ど も た ち が 社会 勉 腹 で き な い 環 寺 に な っ て ネ 家 を 感じ て いる 。 
子ども た ち に も 便利 で 刀 愛 な も の で ある と 旭 っ て いる 。 

テレ ビ よ り も 子ども た ち へ の 影響 が 少な いと 思っ て いる 。 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・34) 


トト OO DD — 
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フ 週 エッ セイ を 読も う 
日 目 エッ セイ ⑥⑧ 


MI の ) 
ひっ し ゃ - い けん か ん が i ぶん み 
筆者 の 意見 や 考え の ある 部 分 を 見 つけ よう ! 
Identify the part which expresses (he writer's Own opinion or idea! 


和英 披 到 筆者 的 意 児 和 想法 的 部 分 ! 漠 修 引 名 ol 剛 寺 9| 届 豆 早 是 含 英 9HH! 


じ じ つ 9 邊 休 的 な nda 
生ま BE CC 
な ぜ な ら Cc お at 
言い う の は は: 上 2 = こ 』 
導い a だ が っ る OOOO ) Cr 


ee 
ロ 
PH 
. 
OLu 


し た が 


で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


お っ と に ほん じん 


内 Wi: 半生 命 が 伸 び た ん だ っ て ね 。 


いき ん じゅ みょう 


1) 


じ ょ せ い 


そう a 女性 は 85 歳 に な っ た の よ 。 
夫 : と いう こと は 、 お れ た ちか が 平均 寿命 まで 生き た と し た ら 、 お れれ は これ か ら 


25 年 、 お 前 は 35 年 も も ある っ て いう こと に な る よね 。 

この 先 、 長 い の ね 。 楽 し まな きゃ 。 わ た し 、 ダ ンス 、 習 い に 行こ うか し ら 。 

内 : お い 、50 過ぎ て か ら ダ ンス は きつ いん じゃ な い の ? 

雪 : EL チオ ゆっ くり と 長く や っ て いれ ば で きる よ 
りか が る bi は 99 だ DUOA わた し の 人 人 生 こ れ か ら ま だ まだ ある ん だ も の 。 


じゅ みょう 


きん 
( 注 1) 平均 和合 : average life expectancy 平均 寿命 羽 全 村 
つい : hard/difficult 女 礁 的 憶 言 中 , ユ 可 叶 


1 この 夫婦 は 50 代 で ある 。 

口 2 夫 より 姜 の ほう が 年 を 取っ て いる 。 

園 選 夫 は 日 本 人 の 平均 者 争 ま で 生き た いと 0065 
[14 は 夫 と 一 緒 に グン ス を 習い た が っ て いる 。 

5 妻 は 残り の 人 生 を 楽し ん で 生き た いと 思っ て いる 。 


( も ん だ い ) 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 略 p.8) 


むか し じん せい ね ん い げん ざい ね ん じん せい 


音 は ふ 人 生 50 年 と 言わ れ ま し た が 、 現在 で は 、 その 後 約 り 30 年 の 人 生 が ある の 
が 当たり 前 に な り ま し た 。 人 は 、 生 きる 目標 が 必要 な 動物 で す 。 目 的 も な く 、 だ ら 
だ ら と 生活 する こと は と て も つま ら な いも の で す 。 

半 い と き な ら 、 何 か を 始め る 場合 に 特別 な 大 きい 障害 は あり ませ ん 。 体 も 動く 

し 頭 も や わら か いで す 。 新 し いこ と を どん どん 収 で きま す 。 ス ポー ツ で も 免 泊 
で も 、 や る 気 に な っ た も の を ある 程度 の 形 に する の は 比較 的 簡単 で て し ょ う 。 し か 
し 、50 を 通 ぎ る と 体 も 丁 く な り 物 党 え も 是 く な り ま す 。 着い と き の よ うに 何 に で 


ちょ う せ 


も 半 幸 で きる と いう 激 信 て は な (な っ て し まう の は 事実 な の で す 。 _ 

けれ ども 、 次 の よう に 考え て みて は どう で し ょ うか 。 若 いと き な ら 5 年 で マスター 
で きる こと を 、 そ の 倍 の 時 間 が か か っ た と し て も 10 年 。 そ れ で も 残り の 信 生 は ま 
だ 20 和 汗 あ る の で す 。 そ うう 考えれ ば 50 か ら 始 め て も 決し て 遅く は あり ませ ん 。 も 
う 年 だ か ら と あき ら め ず 、 常 に 新しい こと 、 や り た いこ と に 挑戦 し 続け る こと は 


た いせ つ 


大 切 で すず 。 呈 れ は 、 人 生 80 竿 と いう 時 代 の 。。 ひ と つの 生き 放 だ と 思い ます 。 


( 注 1) だ ら だ ら と : drag on 漫 兵 的 oc ト 平 民 刈 千鶴 符 
( 注 2) 物 覚え : memory 吉 選 力 2 
( 注 3) 挑戦 する : to take up a challenge 挑 上 エ 守 中 


問 1 ① [人 人 生 50 年] と いう の は どう いう 意味 か 。 
昔 は 50 歳 くら いて 死ぬ 人 が 多かっ た 。 

50 歳 で 死ぬ 人 は 少な い 。 

じん せい ね ん か ん も くく ひょう せい か つ 
人 生 は 50 年 間 は 目標 を も っ て 生活 すべ きだ 。 
残り の 人 生 が まだ 50 年 ある 。 


た WO MN = 


問 2 ⑦④「 ひ と っ の 生き 方 ] と は どう いう 生き 方 か 。 


ロ 


年 を 気 に せ ず に や り た いこ と に 挑戦 し 続け る よう な 生き 方 


選 GO N= 
c 嘩 
RA 
S 
ト ) 

GS 衣 
1 
SS > 
4 
aL 
の 
7 て 
ヽ う 
人 
5 人 
本 の 2 
、 


(前 ペー ジ の 答え ー 1 ・5) 
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フ 週 。 エッ セイ を 読も う 
日 目 エッ セイ ③ 半 " 


i) 


筆者 が 最も 言い た いこ と を 理解 し よう ! 


Try to recognize what the writer most wants to ay! 


理解 笑 者 最 想 遂 的 意思 ! 妃 人 オト オオ す 電 引 台 g] 引 下 2 合 ol 司 引 ! 


じょう し き いっ ぱん て き い け ぷん し ょ 


大 常識 や 一 般 的 意見 で は な く 、 穫 者 が 文章 の 中 で いち ば ん 言い た いこ と を 考え まし ょ う 。 
Consider what the writer most wants to say, regardless of whether that matches common sense, or popular opinion. 
不 基 指 一 般 的 常 汎 或 意見 英 考 慮 筆者 在 文章 中 最 想 表 天 的 意思 。 
舎人 9] 呈 包 叫 計 1 引 妊 g] oh , 過 人 オオ 旦 な SF9 付 オオ 人 す 時 村 人 ] 填 モ 列 91 玖 92| 億 革 昔 外相 ! 


52GB 淡 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選ば ぼう 。 え は 次 の ペー ジ 


NE の この 辺 も 物 能 に な っ て きた ね 。 
う 注 2 
ざさ ん: 本当 に 。 この 出 も コン ビニ 議 浴 が あっ た し ね れ 。 
さん : あの 犯人 の 高校 生 、 家 は お お 金 料 ち で お 金 に は 杯 企 由 し て いな か っ た らし 
注 
NN 上 。 


日 やん: し ゃ や で と うし て て ん な こと し た の か な 。 
さん: た だ る リル を 味わい た か っ た ん だ っ て 。 
BB さん え リ そん な 理由 っ て な いん じゃ な い の ? 


( 注 1) 物 虹 : dangerous 臣 然 不安 局 を 符 

( 注 2) 強 次 : burglar 環 盗 = 

( 注 3) 不 自 問 し な い : to have no problems 没有 不 自由 人 叶え | 登 中 
( 注 4) スリ ル を 味わう う : to geta thrill 品 味 憶 陰 習合 基 号 中 


口 1 最近 この 近く は 大 を 険 な 出来 事 が 多い 。 


コン ビニ 強盗 の 礼 人 は まだ 捕まっ て いな い 。 
ロ 3 犯人 の 高校 生 は お 金 料 ちの 家 に 台 湊 に 入っ た 
日 4 犯人 は お 人 金 が 目的 で コン ビニ 強 光 に 表 。 
園 5 犯人 は スリ ル を 楽し むために コン ビニ 強 次 を し た 。 
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つぎ 』 よ あと 
【(。 も ん だ い ) 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な べ さい 。 ( 告 え は 別 昌 pn.5) 


ば 


わ 人 に も 三 分 の 理 ]」 と いう の が ある 。 こ の 場合 、「 三 分 」 は 
10 分 の 3、「 理 」 は 物事 の 理由 を 表す 。 つ まり 「 た と え 泥 株 で あっ て も 30% くら 
きる 理由 が ある (だ か ら 、 ど ん な こと に も 無理 に 理由 を つけ る こと 


と ころ が 近ごろ の 犯罪 は どう だ ろう 。 
何 の 不 自由 も な さそ うな 登 通 の 少年 少女 が 、# 特に 欲し くも な いも の を 引き し 
た いく っ ( 注 
た り 、 た だ 張 選 だ か ら と いう 理由 で 物 を 壊し た りす る 。「 な ぜ そ うい うこ と を し 


た 」 と 聞い て も 、 彼 ら は 「 別 に 」「 な ん と な く 」 か な ど と 贅 え る こと が 区 い 。 潮 豆 の 
コン ビニ 姿 し た 高校 生 も 、 た だ スリ ル を 楽し むために や っ た と いう こと だ 。 ま 


た 、 最 近 は 「 双 ぐ と 殺す ] と いう よう な 言葉 も な く 、 いき な り 革 人 ある い は 角 定 し 


注 3) 
は ん ざい ひ が いし ゃ こう リラ っ 


金 な ど を 奪う 犯 弄 も 多い 。 こ れ な ど は 複 害 者 を まっ た く 大 間 扱 いせ ず 、 効率 の み 
( 注 
を 考え た や り 方 で ある 。 
「 理 ] な ど と いう も の は 、 ど こ を 探し て も 「 三 分 」 ど ころ か 、( 6 
注 
( 注 1) 万 引き する : to shoplift 順 手 座 羊 言 全 圭 到 中 
( 注 2) 時 行 する : toassault 施 暴 芋 昼 村 中 
( 注 3) 殺害 する : to murder 茶 害 谷 唱 計 中 


( 注 4) 効率 : efficiency 到 率 青 合 
( 注 5) て どこ ろか : [noteven …,]let alone .… 当 能 一 こ モ 9 


問 1 筆者 が 「 近 ご ろ の 犯罪 」 に つい て 波 も 言い た い の は どれ か 。 
1 昔 と は 違っ て 、 今 は 理由 の な い 犯罪 が 愛 い 。 

2 昔 と は 店 っ て 、 今 の 犯罪 者 は お 人 金 が 目的 で は な い 。 

3 昔 に 比べ て 、 今 は 衝 深 や 殺人 な どの 犯罪 が 多い 。 

8 6 

人 4 


昔 に 比べ て 、 今 の 犯罪 者 は 普通 の 著者 が 多い 。 


問 ら ( ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 19% く らい は ある と 言え る だ ろう 
2 1% く らい は 見 つか る か も し れ な い 
3 まっ た く 見 つか ら な い の で ある 
4 まっ た く な いと は 言え な い の で ある 
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エッ セイ を 読も う 


7 週 
旧 目 エッ セイ ④ 
NCO) 
で い か あら わ こと ば ちゅ う い に 
人 言い 換え を 表す 言葉 に 注意 し よう ! 
Be careful with expressions indicating that something is being restated in different words! 


和英 注 意 改 変 了 悦 法 的 河江 ! 可 居 嘆 土 可 み モ 忌 glel 各 引 店 人! 


DOCS 6 言い 換え れ ば 、 SO た な か 、 け っ こん 
2 。 すなわち 、 〇 〇 〇 ra 
相手 は この 会 社 で 

Eh ひと り どく し ん じ ょ せ い 
ご a 〇 OO 〇 た だ 一 人 の の 独身 女性 

yy tr o 要する に 、 〇 〇 〇 つま り 、 私 で す 。 

けっ きょく SN 
7 。 結局 、 〇 〇 〇 


oc RD 


じゅ ん び 次 の 会 記 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


男 の 人 おれ ここ も 放 灯 り この 会 社 も 表 え る と ころ が どん どん 減 コ ちゃ っ て 
i も 遇 うっ たら 玉 金 取ら れる っ て 言う し 。 
1 の 


女 の 人 : じゃ 、 や めちゃ えば いい じゃ な い 。 ど ん どん 値上がり し て いる ん で し ょ 。 


か ら だ わる まわ ひと めい わく 
体 に 悪い し それ に 、 周り の 人 に と どっ て も 迷 基 た し 
協 の 人 : ……。 で も それ より 、 酔 っ 払い だ っ て や っ か い だ と 思う ん だ けど な お 。 
お ん な ひと さけ ぜったい めい ね わく けむ り わた し か ら だ は い 
女 の 人 : いえ 、 お 酒 上 り 総 対 に 深 器 上 。 煙 は 。 い ゃ で て も 私 た ちの 体 に 入っ て くる 
ん だ か ら 。 


Ur 

( 注 1) 居心地 悪い : feeluncomfortable 居 心 不良 韻 当 計 中 
ば っ きん 

( 注 2) 禄 金 :fne 名 款 四 
きつ えん し ゃ 


( 注 3) 喫煙 者 : smokers 吸 畑 者 詩 オ 


口 1 この 会 社 で は 、 タ バフ コ を 級 う 場所 が な い 。 

口 2 男 の 人 は 道路 で タバコ を 級 っ て 劉 金 を 払っ た 。 

回 3 玄 の 人 は 男 の 人 に タバ コ を や め る よう に 勧め て いる 。 

口 4 男 の 人 は 、 宰 只 者 は 時 っ 払い よ り 肖 吉 を か け て いな いと 言っ て いる 。 
口 5 女 の 人 は 、 酔 っ 払い より 只 煙 者 の ほう が 迷惑 だ と 思っ て いる 。 
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つぎ ぶん し ょ う 読ん こ た 
@32ET® 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。( 告 え は 5p 


i まえ けん えん うん どう きん ね ん に ほん ひろ 
アメ リカ で は ずい ぶん 前 か ら 始 まっ RU 近 下 日 日 本 で も か な り 広 
こう まう 注 1 注 
まり 、 電 車 や ホテ ル 、 信 才 衝 設 な ど で も 迷 尋 に な っ て いる と こ ろ が 増え て いる 。 
注 
3 し ゃ ろ じょう 


会 社 で も 喫煙 で きる スペ ー ス は 年 々 狭く な っ て いる よう だ 。 まり ここ 9 上 CG ゲ ドコ 


ば っ き 


を 弘 え ば 視 金 を 払わ な けれ ば いけ な い 地 域 も ある 。 
喫煙 者 は これ を か な り 不 満 に 思っ て いて 、 な ぜ 酒 は よく て タバ フ コ は ダメ な の か 
と 公論 を する 。 し か し よく 考え れ ば や は り そ の 逢い は 明らか で ある 。 酔っ 幸い 


か ら だ ちょ くせ つえ いき ょ うう 


が 周り に 迷 悪 を か ける こと は あっ て も 、 酒 その も の が 有 周 購 の 人 の 体 に 直接 影響 を 

学 え る こと は な い 。 それ に 対し て 翌 煙 に は や っ か いな 李 が 付き 物 だ 。 タ バ コ の 先 
か ら 出 る 煙 は 空気 中 に 広がる 。( ① )、 震 画 の の 衣 に も る の て ぁ 1 
「 タ バフ 真 い 」 と か 「 煙 い 」 と いう こと より 、 これ が 六条 ま が 拓 際 洗 を 溢 う ※ 
きい 理由 で ある 。 


けん えん うん どう 
( 注 1) 嫌煙 運動 : and-smoking campaign 禁 畑 返 区 香 記 時 中 を を 
きん ね ん 
( 注 2) 近年 : inrecentyears 近年 ヌ d 
yy 上 諾 rc 
( 注 3) 公共 施設 : public facilities 公共 役 施 すき 人] 急 
は ん ろ ん 


( 注 4) 反論 9 CApmee opposition 反対 的 斉 途 呈 

( 注 5) 付き 物 : : comes withit 附属 物 ら 避 可 記 | 叶 選 1 贅 
( 注 6) 肺 : lnngs 肺 選 

( 注 7) 煙 \ : smoky 畑 気 理 人 耕 可 引 中 


で きとう 


問 1 ( ① ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
と ころ が 

つま り 

ある い は 

と いう の は 


か O) ND 一 


問 の ②「 こ れ ] と は 何 を 指し て いる か 。 

タバ コ を 弘 う こと 

タバ コ が 臭く 、 煙い こ 

タバ コ の 煙 が 周り の 人 の 健康 を 害する こと 
タバ フ コ を 吸え る 場所 が 狭く な っ て いる こと 


SG NO = 


(前 ペー ジ の 答え ー3・5) 
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Z 週 エッ セイ を 読も う 
日 目 エッ セイ ⑤ 


AIO) 


い けん い _ し つも ん か た きき 
意見 を 言い た いと き の 質 問 の 形 に 注意 し よう ! 
Be careful when an opinion is expressed in the form of a question! 


往 注 意 在 肥 表意 見 時 的 提 同 形式 ! 引 妊 舎 叶 叶 エエ 人 合 可 可 須 足 習 本 中 他 引 スト ! 


OO だ ろう か ? = 〇 〇 で は な い ! 


て いま す 。 
へ へ で は な い だ ろ うつ か? = わた し は へ へ だ と 思う These phrases are in question 
ゃ N ュー ー wv f , but th dt 
だ れ が 口中 する の だ ろう ? = だ れ も 口 口 し な い ! nim 


な ん Pe に a り ゆう な に 日 大 
何 の た め に XX する の だ ろう ? = XX する 理由 は 何 も な い | BB 
紀 是 習 本 豆 可 ] 所 齋 中 , 4 
引 相生 生 叶 区 全品 . 


か い わ ぷん 


次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


ざい きだ こう こう せい 


し : 滞 送 、 お 化粧 し て いる 潮 税 が 学 いで す よ ね 。 | 
: ええ 、 交 は 小学 生 だ っ て お 化粧 する らし いて で す よ 。 妊 の キチ な ん て まだ 2 
年 生 ヵ "の に 自分 の 紅 や ら ア イシ ャ ドー や らし 持 っ て ます し 。 


校生 の 頃 は 、 入 も 放っ て いま せん 
、 で し た も の ね 。 | 

・ ええ 。 で も 、 あん まり 早く か ら お 化粧 する と 肌 に 量 い だ け じ ゃ な くっ て 、 
よく な い 科 欠 に つっ な が る こと も 芝 い よう な 所 が し ます けれ どれ ね 。 


くち べ に 
( 注 1) 口紅 : lpstick 口 氏 当っ 引 
( 注 2) アイ シャ ドー : eyeshadow 眼 用 童 clel 旨 = 


口 1 A さん の 建 は 化粧 品 を 持っ て いる 。 

口 2 B さ ん は 高校 生 の と き 、 化 粧品 を 持っ て いな か っ た 。 

口 3 A さ ん は 高校 生 の と き 、 化 粧 を し た か っ た 。 

口 4 日 さん は 、 子 ども が 化粧 を する の は 肌 の た め に よく な いと 思っ て いる 。 
口 5 B さ ん は 、 子 ども が 化粧 を し て も 悪い 影響 は な いと 思っ て いる 。 
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つぎ ぶん し ょ う 


あと と こ た 
NAD@ 次 の 文章 を 衣 読ん で 、 後 の 問い に 徐 え な さい 。 (答え は 別 p9) 


先日 電車 に 乗っ て いた と きのこ と で ある 。 制 服 を 着 た 交 子 高生 が 向かい の 誠 に 
座っ た 。 彼 女 は か ば ん か ら 大 き な 鐘 を 取り 出し 、 そ れ か ら 、 次 々 と 化粧 道具 を 取 


め 


り 出 し て 顔 、 目 、 誠 と 化粧 を し 始め た 。 そ し て 、 化 粗 が 完成 し た の か 、 次 は 欠き 
な ヘア プラ シ を 取り 出し た 。 渋 谷 へ 着く まで ずっ と 和 鏡 を 離さ な か っ た 。 い っ た い 、 
の 


電車 の 中 で 化粧 を する こと 自体 、 いい こと だ と は 思わ な い が 、 こ の 日 は そう い 
うこ と より も 、 A Dn 
ヨン を まっ た り 、 万 を 紅く し た リ す る の は 不良 の する こ と だ と き 9 


わた し 


私 も 自分 の 化粧 品 を そろ えた の は 、 高 校 を 失業 し て か ら だ っ た 。 と ころ が 、 今 は 、 


高校 生 ど ころ か 小学 生ま で も 化 洗 道具 を 持っ て いる と いう 3 。 
女の子 が か わい く な り た いと か 、 化 粧 は 楽し いと か いう の は わか る 。 し か し . 
えい きよ 


早 す ぎる 化粧 は 子ども の 肌 だ け で な く 行 動 に お いて も 量 い 影響 を 全 え る の で は な 
い だ ろ うか > 


( 注 1) ヘア ブラ シ : hairbrush 板 子 避 引 中 可 人 

( 注 2) へ 自体 : initef 一 自 身 4 

( 注 3) ファ ン デ ーション : foundation 粉 記 中 を mHglt 
( 注 4) 2 衣 : delinquents 不良 学生 言 寺 尋 和 


問 1 「 時 代 の 流れ に 不安 を 感じ た 」 と ある が 、 芋 者 は どう 思っ た か 。 
] 高校 生 は 不良 が 多く な っ て し まう の で は な い だ ろ うか 。 


2! 


2 自分 が 高校 生 の と き は 時 代 が 是 か っ た の だ ろう か 。 
3 今後 も 電車 の 中 で 化粧 を する 高校 生 が 増え る の で は な い だ ろ うか 。 
4 子ども が 化粧 を する よう に な っ た の は いい こと だ と 言え る の だ ろう か 。 


し ょ う 


問 ら この 文章 の 中 て 筆者 が いち ば ん 言い た いこ と は どん な こと な か 。 
ども DN 悪い 行動 に つなが る こと も ある 。 
0 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・4) 
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エッ セイ を 読も う 


TE Essay ⑥ 
ッ セ イ ⑥ 
ン 引 強 1⑥ 


に じゅ う 


人 二 重 否 定 に 注意 し よう ! 


Be careful with double negatives! 


適 注 意 二 重 吾 定 ! | を せ る 務 引 和え! 


~ し な いこ と は な い = する こと が ある ノ 必 ず ー す る 
ーー な いと は 言え な い = ~ か も し れ な い 

ー な いわ け に は いか な い 

ー ざ る を えな い 

ー ず に は いら れ な い = どう し て も 一 し て し まう 


トー どう し て も ご し な けれ ば な ら な い 


に じゅ う ひ てい こう て い 
文 二 重 に 否定 する と いう こと は 育 定 に な り ま す 。 

Two negattves make a positive. 

一 重 否 定 表示 育 定 。 

9] ぞ 時 る 人 ぞ ぞ 9] 蛋 叶 . 


5 つき 。 か いわ ぶ は あと 。 が ん _ た だ 本 の = re i 
の 疹 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正しい も の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


_ 二 貢 : 1 前 守 、 た まっ て きた の で そこ の 凌 視 で 尚 条 し て きま し ょ うみ か 。 
大 長 が 者 Gz。 2 み か る か ちや の よう よ 。 1100 放 を する 
場合 は 確か 200 円 払わ な きゃ いけ な いん だ よ 。 OO 
褒 謝 - え ? ます 数 料 の ほう が 営 く つく っ て いう こと で すか 。 そ ん な ば か な ……。 
、 疹 | そう だ よ 、 上 り 込み っ 手数 料 も どん どん 上 が る し ……、 そ の ) ち 、 そ この 勿 
| 。) 8 ミ ん 
A 実際 そう いう 銀行 、 あ る し 。 
店 員 ・ えー? お 金 を 猿 け て お くだ け で 、 玲 える どこ ろか 減っ て いく ん で すか | 


て す 3 り ょ 3 
( 注 1) 手数 料 : servicecharge 手袋 益 和 陸 豆 
( 注 2 ク ) 振 リ 込み transfer [of money] 江 人 選 品 
( 注 3) ロ 座 : [bank etc.] account 帳 戸 〒 好 


口 1 店 長 は 両 直 す る こと に 反対 し て いる 。 

口 2 1 円 斑 を 両替 する の は 手続 き が 面倒 で ある 。 

口 3 毎回 、 両 圭 額 より 手数 料 の ほう が 高く つく 。 

口 4 銀 入 に お 金 を 社 け て お いて も 減っ て いく 場合 が ある 。 
口 5 着 長 は 導く の 鐘 行 に 口座 管 理 料 を 支払 っ て いる 。 
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つぎ ぶん し ょ 


ED@ 淡 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 ( 符 え は 別 則 p9) 


せん じ っ つっ ぎん こう 


先日 、 EM a A こ 銀 行 へ 行っ た 。 
3 グ 円 を 振り 込ん だ の だ が 、 ま 数 料 が 840 円 か か っ た 。 高い 。 こ この と ころ 、 銀 生 
の いろ ヽ ろ な 手数 料 は 、 気 が つ っ かない HE どん どん 高 く な っ i 洞 ] 夫 を で も は 


じ ょ 3 ば あい 


ある 枚数 以上 は 手数 料 を 取ら れる 。 両替 昨 よ り 手数 料 の ほう が 高い と いう 場合 も 起 
きる の だ 。 執 いた く な い が 、 執 わな いわ け に は いか な い 。 
以前 は 、 振 り 込 み を する 場合 は 、 同 じ 銀 行間 に お いて は 無料 だ っ た 。 今 は 同じ 支 


て ん か ん 


店 間 で あっ て も 数 料 が か か る 場合 が ある 。 最 近 で は 、 品 座 を 持つ だ け で その 和 常 理 


リ りょう 


料 を 取る 銀行 も ある と 聞く 。 海 外 の 鐘 行 で は よく ある らし い が 、 私 が 利用 し て いる 
銀行 も 将来 管理 料 を 払う こと に な る の か も し れ な い 。 そ うな る と 、 気 が つい た ら 自 
I 
な く 、 現在 の 私 の 通帳 の 残高 で は 、 そう な ら な いと は 言え な い の だ 。 
7 浴 いと いう より ほとん ど な い と 言っ て も いい て らい の 現在 手数 料 は と 


も が の がく 、( ) 


( 注 1) 2 2 ビシ ョ ッ ピ ング : TV shopping 申 祝 央 物 。 き 低 羽 
( 注 2) 残高 ・interest 余 額 せ エ 

( 注 3) 通帳 : bankbook 存 折 きす 

( 注 4) 多利 : balance [of an account] 利率 結 可 


( 注 5) ~ は と も か く : regardless of .… 一 不 管 野 梓 を gi 列記 


問 1 「 そ うな ら な いと は 言え な い 」 と ある が 、 最 も 近い 意味 は どれ か 。 
必ず そう な る 

そう な る か も し れ な い 

そう な る か どう か わか ら な い 

絶対 に そう な ら な い 


に oS ニャ 


問 ら ( ) の に 入る 最も 敵 走 当 な も の は どれ か 。 
ロ 座 を 持ち た く な いも の で ある 。 


攻 理 料 ま で 私 いたく な いも の で ある 。 


59 ちょう ざん だ 


通帳 の 残高 を 知り た く な いも の で ある 。 
苦 り 込み は し た く な いも の で ある 。 


0 
瀬 同 S 嘩 


(前 ペー ジ の 答え ー 1 ・4) 
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フ 週 エッ セイ を 読も う 


硫 Practice Exercise 
問題 5※ 


| 


3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 (答え は 別 昌 p.9) 


最 放 うれ し か っ た の は 、 閑 軟 線 で 隣 に 座っ た の が 四 十 代 の 男 だ っ た こと だ 。 
ちゅ う ね ん お と こ 


わた し だ っ て 人 並み に 平 年 昌 は 嫌い だ 。 以 痢 は 隣 に 女 が 座っ て くれ る こと を 
希望 し て いた 。 新 幹線 に 乗る と き は 、 た いて い 仕 事 を し よう と 思っ て いる か ら 、 
気 に な る よう な 女 が 隣 に 座っ た ら 、 仕 事 に が 入ら な い は ず た だ いい か えれ ば 
仕事 を し な く て すむ は ず だ 。 だ が 実際 に は 、 。 そ うい う 夫 合 が 実直 し た こと は は ほ と 
ん ど な い 。 

悪い こ - と に 、 世 の 平 に は 女 以 外 の 人 間 も 存 奏し て お り 、 中 に は わた し の 芋 い 上 
を 打ち 古 を く よ う な 人 間 も い る 。 一 番 多 い の は 、 前 後 の 席 で 駿 ぐ 子ども で ある 。 子 
ども の 声 は 大 きい の は 分 > か る 。 生 物 学 的 に いっ て も 、 ケー の 場合 に 親 の 注意 を 引 
く < よう な 声 を 出す 必要 が ある の だ 。 だ な が 隣 に 親 が いる の に な ぜ 大 きい 声 を 出す 
必要 が ある の か 。 周 り の 科 客 に 館 惑 を か ける た め に 大 きい 志 を も っ て いる と し か 
思え な い 。 子 ども が 近く に いる と き は 、 ま ず 仕 事 に な ら な い 。 何 より も 、 ぐ っ す 
り 眠 れ な い 。 

そう いう 経験 が 何 回 も 重なり 、 わた し は 。 順 灯 事 両 に 容 る こ と に し た 。 子ども は 
少な いか ら 最 赴 の 事態 は 必 け られ る …… は ず だ っ た 。 
最初 に 史 電 車 両 擬 っ た と き 、 ど こ か の 体 衣 会 系 の 大 学生 の 団体 が 周り を 取り 較 
むように すわ り 、 子 ども 以上 に 大 きい 声 て 駿 ぎ まく っ た 。 

次 に 乗っ た と き は 、 高 齢 の 男 が 隣 に 座っ た 。 老人 な ら 茎 て 元気 も ある まい と 思っ 
、 た が 、 老 人 は 隣 に 座る な り 、 降 り る まで の 数 時 間 、 切 れる こ と な く 激 し い 編 を 
し 続け た 。 腹 邪 な の か 、 肺 ガン な の か 知ら な い が 、 今 に も 倒れ そう で 気 が 気 で な く 、 
仕事 どこ ろ で は な か っ た 。 

POM わた し は 甘い 希望 捨て た 。 考 えて みれ ば 、 周り に 時 団 の 団 休 
が 陣 取 る 性 も ある の だ 。 そ うい う 事態 に 比べ れ ば 、g 中 年 男 は 給 送 すべ さき 話 だ 。 
+ 年 田 で よかっ た 。 到着 まで の 四 時 間 、 で っ すり 也 る こと ど が で きた 。 

(土屋 覧 二 『 ツ チ ヤ 学部 長 の 弁明 」 講談 社 に よる ) 
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( 注 1) 人 並み に : 普通 の 人 と 同じ よう に ( 注 2) 身 が 入ら な い : 集中 で き な い 
( 注 3) 打ち 砕く : た た いて 壊す 

( 注 4) 喫煙 車両 : タバ コ を 弘 う こと が で きる 電車 の 車両 

( 注 5) 体育 会 系 : スポ ー ツ の クラ ブ に 入っ て いる よう な 強 そ うな 感じ 

( 注 6) ある まい : ある は ず が な い 


( 注 7) 途切れ る こと な く : 途中 で 終わ ら な いで 、 続 いて 


( 注 8) 肺 ガ ン : 病気 の 名 前 ( 注 9) 気 が 気 で な く : と て も む 配 で 
( 注 10) 景 力 団 : 果 カ に よっ て 目的 を 達し よう と する 団体 
の 


( 注 11) 陣 取 る : (この 場合 ) 座る 


問 1 ①「 そ うい 2 う 希望] と は どう いう 希望 か 。 
1 隣 に 中 年 男 が 座っ て ほし い 
2 隣 に 女 が 座っ て ほし い 
3 駿 ぐ 子ども に 座っ て ほし く な い 
4 隣 に だ れ も 座 っ て ほし く な い 

間 2 な ぜ ② 「 家 煙 還 両 に 座る < RO 
1 タバ コ を 弘 う つも り だ か ら 


2 気 に な る 女 が 隣 に 座る か も し れ な いか ら 半 
3 喫煙 車 両 の ほう が 当 , 者 の 年 齢 に 近い 人 が 多い か ら 周 


4 禁煙 車両 は 子ども が うる さい か ら 


問 3 な ぜ ③ [中 年 男 は 歓迎 すべ き 隣 人 人 だ] と 思っ た の か 。 
1 果 団 で ある 可能 性 が 少な いか ら 
2 騒が な いで 静か に し て いる か ら 
3 老人 より も 健康 だ か ら 
4 いい 人 が 多く 仲良 く で きる か ら 


間 4 芋 者 は ④「 ぐ っ すり 虐 る こと が で きた |] こと に つい て どう 思っ て いる か 。 
静か だ っ た の で 眠る こと が で き て よかっ た 。 

うる さか っ た が 眠る こと が で き て よかっ た 。 

眠る さき と が で きた が 中 年 男 は や っ ぱり いや だ 。 

眠る こと が で きた が も う 少 し 静か に し て ほし か っ た 。 


NG SS = 
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第 B 週 論説 文 を 読も う 

か 。 が く か ん 避 ん し ょ う Scientific Articles 
目 化学 に 関す る 文章 kis 
補 キー ワー ド を 見 つけ よう ! 


Identify the key word! 
租 折 出 美 鍵 詞 ! 九 昼 王 言 肌 oHH 和 ! 


な ん ど で こと ば 
何 度 も 出 て くる 言葉 は キー ワー ド で す 。 に を 
EE つけ な が ら 読 み ま し ょ う 。 


は 、 カ ギ に な る 言 樺 記 5 6 < 
Words that come up again and again are key words. Circle 


these words as you read. 
展 次 出現 的 周 江 称 之 妨 共 健司 。 彰 一辺 用 O 人 酸 喜一 辺 了 送 . 
半 号 恒 放 を 中 記 革 9| 九 久 己 引 品 中 . の 言 コ 可 村人 劉 斉 中 . 


① キ ー ワ ー ド | 
⑧ ド ッ グ フー ド 

⑨ ワ イル ドカ ー ド 

④ サ ー フ ポ ボード 


マ つぎ 。 か いわ ぶん よ あと 。 ぶん ら 
次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さ ん : わあ 、 き れい な マン ショ ン 。 新 集 な ん だ ね 。 

B さ ん : うん 。 で も さ 、 な ん か 、 こ の 部 屋 に 引っ 越し て か ら 調 子 が 悪い ん だ 。 

和 A さん に れ の ど ん な ぶす うに 7 

B さ ん : よく 頭痛 が する し 、 邊 が た カナ カ す る ん だ よれ 。 

AOI だ の 最近 よく 聞く シッ クハ ウス 症候 棋 群 じゃ な い ? ほら 、 
壁紙 の 普 痢 剤 な ん か で アレ ルギー i 

EE 


( 注 1) チカ チカ する ・ MGD 囚 燃 可 司 可 吾 有 避 叶 
( 注 2) シン 8 ク ハウ ス 症候 群 : sick house syndrome 新居 祭 合 症 人 | ヨ 結 千 キ 記 ( 剤 昼 寺 キ ) 
( 注 3) 接着 剤 : SUcNe 粘 貼 剤 才 衝 秘 
( 注 4) アレ ルギー 症 状 : allergic reaction/syndrome 志 徴 症状 営 相 | を せ 
さい きん し ん ちく ひ 上 
[]1 B さ ん は 最近 、 新 築 の マン ショ ン に 引っ 越し た 。 


げん 


口 2 B さ ん の 体調 が 悪い 原因 は 、 は っ きり わか っ て いる 。 

口 3 B さ ん は 引っ 越し する 前 か ら 接着 剤 に 対し て アレ ルギー 症状 が 出 て いた 。 
口 4 A さん も シッ クハ ウス 首 候 群 で ある 。 

口 5 B さ ん は 頭痛 や 和 目 が チカ チカ する 原因 を 病院 て 3 


ち 


周 べ て も らい た い 。 


we Ke つ 
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ぶん し ょ う 


も ん だ い 次 の 文 草 を 読ん で 、 後 の 間 い に 答 ほえ な さい 。 (答え は 別冊 p.9) 


最近 、「[ シ ッ ク ハ ウス 症候 群 ] と いう 言葉 が よく 用 いら れる よう に な っ た 。「 シ ッ 
ク 」「 ハ ウス 」 は と も に 英語 の 「sick (病気 )」 「house ( 家 )] か ら 来 て いる が 、 
実際 に は どう いう も の な の だ ろう か 。 

新築 の 家 に 引っ 越し を する と 、 体 調 が 愚 く な る 人 が いる 。 こ れ は 家 に 使わ れ て 


は ん 


いる 材料 に 対し て 人 間 の 体 が アレ ルギー の よう な 友 応 を 電 こ す た め で ある 。 こ の 
3 用 原 】 


状 が 「 シ ッ ク ハ ウス 症候 群 」 で 、 木 材 や 壁紙 に 使用 され て いる 援 着 剤 の 原料 に 
含ま れる ホル ム ア ル デ ヒ ド が 宇 な 原因 だ と 言わ れ て いる 。 

NUM 
分 を 除く と 半分 近く が た ん ば く 質 で 形成 され て お り 、 こ れ が 人 人体 に 害 を 生 え る 
の は 当然 で ある 。 

し か し 、「 シ ッ ク ハ ウス 症 要 大 」 が この た ん ば ぱく 損 の 変質 に よる も の な の か と 
言わ れる と 、 一 攻 に そう と も き えな い 。 な ぜ な ら ホ ルム アル デ ヒ ド を 含む 前 
を 使っ た 斜 須 を 殴っ た 部 以 で あっ て も 、 気 平 に 堂 まれ る ホル ム ア ル デ ヒ ド は は ほ 


りょう 


ん の わずか で 、 た ん ば く 質 を 変質 させ る 旦 に : は 満た な いか ら だ 。 


i 


> 


は ん の 3 


( 注 1 ) 反応 : reaction 反 広吉 る 

( 注 2) ホル ム ア ル デ ヒ ド : formaldehyde 甲 酸 半 計 本 引 

( 注 3) た ん ば ぱく 質 : protein 蛋白 原 せる ( 注 4) 形成 する : fom 形成 9 
( 注 5) 一 概 に な い \ : notnecessarily 不 是 一 概 一 娠 貴一 斉 生 毛 叶 

( 注 6) て に 満た な い ・ insufficient 未満 一 一 号 き 呈 村 | 登 叶 


間 ] これ は 何 に つい て 書か れ た 文章 か 。 
ジル クッ ス 着 候 群 の 症状 に つい Na 
2 シッ クハ ウス 症候 群 の 原因 物質 に つい て 
3 シッ クハ ウス 症候 群 の 治療 方 法 に つい て 


し ょ うこ う ぐ ん 


4 シッ クハ ウス 症候 群 に な りや すい 体質 に PG 


問 ら な ぜ 「 一 概 に そう と も 言え な い | の か 。 
ホル ム ア ル デ ヒ ド が た ん ば く 質 を 変質 させ る と は 限ら な いか ら 


1 5 

2 空気 中 の ホル ム ア ル デ ヒ ド の 豊 は た ん ぱく 質 を 変質 させ る ほど の 畳 で は な いか ら 
3 援 着 剤 に ホル ム ア ル デ ヒ ド が 含ま れ て いな い 場 合 が ある か ら 

4 人 入 に よっ て アレ ルギー 着装 は 佑 う か ら (前 ペー ジ の 答え ー 1 ・5) 
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3 三 誠 ーー 
論説 文 を 読も ) 
= 。 Articles Related to Calculations 
CR 
計算 に 関す る 文章 法 剛 : 


w 答え (結論 ) 生計 9 見つけ よう | | 


Identify the section containing the answer (the solution)! 


租 技 出 有 答案 ( 筐 途 ) 的 部 分 ! 可 二 (る 妊 )9| 紋 王 唱 香 人 英 oHHH! 


[実は 」 「 だ か ら 」 
「 し た が っ て 」 な どの 
言葉 の うし ろ に 


ちゅ うい 


注 意 し まし ょ う 。 


も ん だ い ぶん その せつ めい 


まし い 説 明 


ロ 直 呈 ロ 


( 結 論 ) 


けい さん か ん が ん し ょ う すう が く て き ぷん し よう けつ ろ ん 


[ 
太 計 算 に 関す る 文 草 や 数 学 的 な 文 草 は 結論 が 真ん中 に くる こと が 多い で す 。 
In articles about calculations and arithmetic, the solution tends to come in the middle. 

有 茨 填 算 的 文章 或 数 学 美 的 文章 、 策 途 往 往 在 文章 中 同 . 
剤 社 9 菩 填 正 倍 9] 生計 計 %1 豆 社 選 姓 叶 9] を 社 9 舎 可 フ ト 登 合 ロ 叶 . 


マ つぎ か いわ ぶん よ あと 。 記 ん 。 た だ A 
5 民代 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選ば ぼう 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


A さ ん : えー と 、 新 箱 ま で 250 円 か 。 あ れ 、 れ ね え 、 切 符 買 わな い の ? 
か いす うけ ん 


で 
に 
< ュ ン 


A さ ん : ふーん 、 回 数 券 っ て どの くち らい 得 な の ? 

B さ ん : ふつ う の 切 符 の 10 枚 分 の 値段 で 11 枚 買え る ん だ 。 

A さ ん : どい うこ と は 、 こ れ 1 枚 いく ら に な る の ? 

B さ ん : えー と ね 、 ふ つう の 切符 が 250 円 だ よね 。2.500 円 で 11 枚 だ か ら …… 


ほめ な < 


ーー 、 電球 が いる よ 。 あの ね 、 と に か く 、250 円 の 得 っ て い う こと だ よ 。 
注 
( 注 1) 回 数 券 ・ commuter ticket etc . 回 数 券 居 全 妊 


で ん た くさく 


( 注 2) 電車 : calculator 合 式 虫 子 汁 算 器 る 補 2 


1 A さ ん は 、 回 数 券 に は 興味 が な い 。 

回 内 B さ ん は 今 、 回 数 券 を 使っ て 電車 に 乗る つも り で ある 。 

3 この ふっ つう の 切符 10 枚 と 回 数 券 11 枚 の 値 牧 は 同じ で ある 。 
か いす うけ ん 


L 14 こ の 回 数 券 1 枚 分 9 は ふつ う の 切 符 1 枚 分 と 同じ 価値 が ある 。 
L」5 この 面 数 券 は 10 枚 2.250 円 で 買え る 。 
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ぷん し ょ 


あと と こ た 
【。 も ん だ い ) 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 替え な さい 。 (答え は fp 


か いす うけ ん 


どい う の は 、 ふつ う の 切符 や 券 を まとめ て 中 うと 得 に な る 券 の こ と を 言 
いま す 。 例 えば 、 衣 100 用 の 芝 の 人 る 10 角 で 200 背 だ っ た り ある い は 
1 1 枚 で 1.000 円 だ っ た り し ます 。 さ て 、 も し 回 数 券 が この 2 種類 あっ た と し た ら 
どちら を 買う の が 得 な の で し ょ う 。 一 見 どちら を 買っ て も 論 わ ら な いよ うに 見 え 
まり すき 


し か し 、 舌 は 、。10 秒 で 900 円 の 回 数 其 の ほう が 得 な の で す 。 谷 計 人 金額 で は 、 
どちら も 100 月 の 笠 を し た よう に 見 えま す が 1 枚 の 券 の 値 筑 を 比較 する と その 
すう 1 けん ま いっ ぱ ぽう 


違い が わか り ま す 。 10 枚 で 900 円 の 回 数 券 の 券 1 枚 の 値 彼 は 90 円 一 、11 
枚 で 1.000 円 の 券 は 1 枚 が 909 円 に な り ま す 。 し た が っ て 10 枚 で 900 円 の 到 
数 療 の は う が 1 格 あたり ( ② ) に な り ま す 。 つ まり 、11 枚 で 1000 円 の 


すう け 


数 券 の ほう が 、 1 枚 あ た り で は 割高 と いう こと に な る の で て す 。 
pc ゴ 


か い 


( 注 1) ま と め て : atonetime 集中 天 。 召 釣 札 相 
( 注 2) 1 枚 あ た り :forone 毎 来 科す 

わり 
( 注 3) 上 | 高 高 : relatively more expensive 比 六 貴人 せ 選 ら 号 引 符 


問 1 どう すれ ば 、 ①⑪ 「10 枚 で 900 円 の 右 数 券 の は う が 得 」 と わか る か 。 
か いす うけ ん = 穫 


1 回 数 券 の 合計 金額 を 比べ る 。 
券 1 枚 あ た り の 値段 を 計算 し て 比べ る 。 
ふつ う の 切 符 10 枚 と 画数 券 の 念 計 金額 の 差 を 比べ る 。 


えん ぶん か 


ふつ う の 切 答 を 900 円 人 負っ た と き と 、 1.000 円 分 買っ た と き を 比べ る 。 


た Ww DD 


も っ て きとう 


問 6 ( ② ) に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 
1 09 円 の 損 
2 09 円 の 得 
3 90 円 の 得 
4 90 円 の 損 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・3・4) 
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ビー ゴ コ 


as 

せ い 物 に 関す る 文 音 NE Things 

生 還 中 せる 
ん ey り か い に 

W 段落 ご と に 意味 を 理解 し よう ! 


Learn to understand the meaning paragraph by paragraphl! 
芋 理 解 毎 介 段落 的 意思 ! 忌 可 叶 叶 引 四 可 可 ス | 引 避 知人 オ ! 


せい ぶつ 


還 せっ 生物 に 関す る 文章 は 、 左 の よう に 詳 落 に よっ て は っ きり と 
第 1 段落 , 事実 や 説明 内 容 が 分 か れ て いる こと が 多い で す 。 
(生物 の 特 | 性 な ど ) Articles about living things tend to be clearly divided along the lines of 
the paragraphs on the left. 
生物 美的 文章 正 加 左辺 所 示 , 内 容 被 明 秦 地 若 分 該 段 落 。 
| 中 谷合 , 習 徐 寺 儲 o] 忌 叶 9 光司 圭司 刈 本 すき 9] け 司 可 娠 可 外 
| 
だ い 。 だ ん らく 2 
第 ら 段 落 | が 店 ukuc と | いた いこ | 較 meuce ly 
の 宇 受 を 義 ん る 8 } 
O92CR 次 の 会 話 文 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ 


の 人 : ハナ に 刺さ れ た こと ある ? 
ONI スズ メ バ チ に 刺さ れ た こと が ある けど 、 も の すご く 瀧 か っ た よ 。 
ん なにか な い 
の 人 : わた し も 一 度 刺さ れ た ん だ けど 、 次 は 気 を つけ ろ っ て お 医者 さん に 言わ 
れ た の 。 わ た し 、 ア レル ギー ー 体 質 だ か ら 、 次 に 刺さ れ た ら ア レル ギー 友 
i 


訪 を 起こ すか も し れ な いん だ っ て 。 死ぬ 場合 だ た っ て ある らし いよ 。 
協 の 人 : ヘー、 怖 いん だ ね 。 刺 され な いよ うに 気 を つけ な きゃ 。 


Wy 
(3 
『 

@ 
ベベ 


( 注 1) ハチ :bee 蜂 江 

( 注 2) スズ メ バ チ : wasp/hornet 大 避 蜂 音 思 

( 注 3) は れる : toswelup 及 有蓋 

( 注 4) アレ ルギー 体質 : ahergic 汗 敏 体 原 等 秘 る 


口 1 2 人 は ハチ の 種類 に つい て 話し て いる 。 

口 2 2 人 と も ハチ に 刺さ れ た こと が ある 。 

3 田 の 人 は アレ ルギー 体 綿 で ある 。 

口 4 女 の 人 は ハチ に 刺さ れ た と き に アレ ルギー 反応 を 起こ し た 。 
口 5 女 の 人 は ハチ に 刺さ れ な いよ うに 特に 注意 が 必要 だ 。 
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つぎ 。 ぶん し ょ う 


FREAD @ 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問 い に 答え な さい 。 (答え は 別 内 p10) 


ハチ に 刺さ れる と 、 は れ て と て も 痛 い 。 中 で も 頂い の は スズ メ バ チ で ある 。 ス ズ 
A 何 度 で も 刺 せ る 。 雪 性 が 強い の で 1 匹 だ け で も 
ひど く 〈 く は れ た り し て 天変 だ が 、 ほ と ん どの 場合 、 上 全て 幸 っ て くる の で きら に 所 
いま た | スズメ パチ に 限ら ず 、 本 の 
レル ギー に よる ショ ッ ク 北 状 だ 。 も し 、 アレ ルギー 体質 の 人 が 刺さ れる と 、 1 回 目 
は 痛 み だ け で すむ が 、 2 回 目 に 刺さ れる と 、 人 + 反応 を 起こ し 、 
吐き 気 や めまい が 起こ り 、 場 合 に よっ て は 叶 呆 難 で 死ん で し まう こと も ある の だ 。 

ハチ に 刺さ れ な いよ うに する た め に は 、 了 服装 や 帽子 は で き る だ け 白 っ ぽい も の に 
し た ほう が よい 。 ハチ は 黒い も の を 攻撃 する 天性 が ある か ら で あ る 。 それ か ら 、 史 
芝 2 いい 学 が ど は 東 に 半 ら いた に 入 は て な チカ チ と キ な も すす ので そう いう 音 が 開 
こえ た ら 、 そ っ と 、 す ぐに そこ か ら 逃 げ る の が 一 番 で ある 。 


( 注 1) (ハチ の ) 針 : bee sting (映美 的 ) 刺 ( 暫 ) る 
(2 用 0 鹿 ミ の で honey bee 蜜蜂 豆 当 

( 注 3) 考 性 が 強い : very poisonous 幸 性 張 呈 #cl な 計 呈 
( 注 4) 襲う : toattack 。 礁 証 る 邊 中, 召 秘 証 

( 注 5) ショ ッ ク 義 状 : shock 愛 打 市 症状 を き な 

( 注 6) 抗体 : antibody 抗体 す 天 

( 注 7) 習性 : behaviorpattern 性 舎 3 


問 ] [頂い の は それ だ け で は な い ] と ある が 、 ほ か に 何 が 怖い の か 。 
1 スズ メ バ チ に 刺さ れる こと 
2 清く て は れる こと 
8 記 レ ルギー 合 式 に ね 2 と 
4 アレ ルギー 反応 を 起こ すこ と 


問 2 ハチ に 攻撃 され な いよ うに する た め に は 、 ど うす れ ば いい か 。 
1 病 子 を か ぶら な いよ うに する 
2 黒っぽい 服 を 着 な いよ うに する 
a カチ カチ と 首 を た て て 近 げ る 


し ゅ うだ ん こう 


4 集団 行動 を し な いよ うに する 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・5) 
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論説 文 を 読も う 
Medical Articles 


いい が < か ん が ん し ょ う 
4 日 目 医学 に 関す る 文章 守 eS 
a 引 相 | せる せ す 
BR 品 員 か こと ば ちか が うい : 選 
補 話し 言葉 、 書 き 言葉 の 違い に 注意 し よう ! 
Be careful of the difference between spoken and written language! 
租 注 意 口 共 擬 和志 面 番 的 差 昇 ! 了 〒9 刻 結 足 可 刑 引 守 9|g 鐘 9] 引 スト ! 


ー ん だ 。 ~ー の だ 。 
9 
mesh? | og の? 
ん だ ろう か ? = ~ー の だ ろう か ? 
= ? < の で の 
ん で し ょ うか ? の で し ょ う が : ー の で あろ うか ? 


大 「 の だ ・ の で ある 」 は 結論 に よく 使わ れ ます 。 


‘no da’ and ‘no de aru’ are often used in the conclusion. 


「 の だ ・ の で ある 」 鍵 常 在 符 途 中 使用 . 、 
[の だ ・ の で ある 」 モ 娠 証 外科 和み 引 中. バラ の 花 は 、 
た だ 咲い て いる だ け で 
うつ く 
美しい ん で す 。 


てん で す = ニ の で ある 


者 どう まじ た iP 

地上 者 : あの 風邪 を 引い た みた いで 。 束 は そん な に な いん で す が 、 咳 が ひど いん で す 。 

医者 : 咳 れ ー。 謗 止め を 飲む と その と き は 止ま る ん だ けど 、 ま た 出 て くる ん だ よ 。 
それ より 、 う が い 薬 を 出し て お く か ら 、 よ くう が い を する よう に 。 熱 が 下 
が ら な か っ た ら 、 来 週 の 月 曜日 に も う 一 度 い らっし ゃ い 。 

串 者 ・ は い 、 わ か り ま し た 。 


せき と 
( 注 ) 咳 止 め : cough medicine 止 咳 笠寺 


か ん じゃ ね っ 
画 凍 に は 詩 が な い 。 
* か ん じゃ ね っ せき 、 
[2 書 者 は 熱 よ り 咳 で つら いよ うた 。 
い し ゃ か ん じゃ せき ど だ 
中 3 医 填 は 患者 に 咳 止 め を 出す つも り で ある 。 
口 4 唆 正 め を 飲ん で も 、 完 全 に は 咳 が な く な ら な い 。 
5 医者 は 患者 に うがい を 勧め て いる 。 
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@33ED@ 次 の 文革 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 (答え は 別 fip10) 
風邪 を 引く と 、 咳 が 出 た り 無 が 出 た りす る 。 以 前 は 、 熱 が 出る と 畠 を 下げ る た 
め に 注射 を し た り 、 咳 が 出る と 咳 止 め の 薬 を 飲ん だ り し た も の だ 。 し か し 、 最 近 、 
風 導 の 浴 療 に 対す る 考え 方 が ちょ っ と 変わ っ て きた 。 
ee 無理 に それ を 下げ る こと は し な い ほ う が よ いと 言わ れる よう に な っ 
だ か サカ か 5 風聞 の 原 団 で ある ウイ ルス は 蒸 に 懇 く 、 その ウイ ルス を 重光 し よ 
潮間 AUC が か b たけ ビビ い ナル 要 電 に 手 を まげ て し まう と 、 ウイ 
ルス は 必 に 淫 券 に な っ て し まい ( ) と いう こと が わか っ て きた の だ 。 
咳 に つい て も 同じ よう な こと が 言え る 。 ウ イル ス を 早く 体内 か ら 追 い 出 そう と 
する た め に 咳 が 出る の だ 。 だ か ら 、 薬 で 咳 を お さえ て し まう の は 逆 効果 に な る と 
Ne95 だら 
つま り 、 風 邪 の 薬 は で きる だ け 飲 まな い ほ う が よ い の で ある 。 熱 は 下がる まで 
待ち 、 咳 も 出る の は 仕方 が な い 。 その う ち に 自然 に 治る 。 と は いっ て も 、 高 い 熱 
や 咳 で 苦し お む の は つら い 。 や は り 、 風 邪 に は か か ら な いよ うに し た いも の で ある 。 
( 注 1) 治療 : reamem 洛 寺 3 
( 注 2) ウイ ルス : vims 病 寺 el 


た い じ 

( 注 3) 退治 する :togetridof 治 好 選 寺 中 
か っ ぱっ 

( 注 4) 活発 : actve 活 波 冊 叶 


トン っ) 


問 1 ( ) の 下 に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 


熱 が 下がら な い 
ウイ ルス が 体内 か ら 出 る 
風邪 を 引い て し まう 


ドド Eo の や = 


問 ら 和 者 が 言い た いこ と は 何 か 。 

最近 の ウイ ルス は 熱 に 強く な っ て で て ざた 。 

最近 の 風 導 業 は 効か な く な っ て きた 。 

風邪 で 、 医者 に 行く の は 無駄 で ある 。 

風邪 を 治す た め に は 、 薬 を 飲ま な い ほ うがい い 。 


の 。N。 三 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・4・5) 
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論説 文 を 読も う 


間 ズ へ ーー の 四半 だ こ = デ と っ CR about Social Issues 
(@ [= 有 茨 社会 的 文章 
ビー 人 ん 記 g 税 土 足せ 


人 複雑 な 文章 を 単純 に し て 理解 し よう ! 


! な り た く て な っ た わけ で は な い が 教 師 で す 。 


お ず か み ぶん か ざ 県 応 ん は 氷 た ん じゅ ん 記 ん し よう 

文 難 し く 見 える 文 も 、 飾 り の 部 分 を 省く と 単純 な 文章 に な り ま す 。 
Even complex sentences become simple when all the padding is removed. 
把 看 走 来 入 進 的 修 休部 分 省略 的 括 。 文章 就 変 得 筒 単 了 。 
9] 本 市 早世 生 守 二村 巴 芯 早 是 舎人 呼 叶 軸 金井 足 舎 9| 蛋 口 叶 . 


! わた し は そう いう ふう に 見 えな いか も し れ な いし 、 


Learn to simplify sentences! 


適用 筒 単 的 方 式 理解 邊 奈 的 文章 ! 号 条 寺 申 舎 忌 金村 旬 齋 ol 恒 引 2 ! 


マ つぎ お と どこ ひと こと ば よ た だ 

(⑭ 財 得 次 の 男 の 人 の 言葉 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 
れん まえ だ い が く つぎ ょ よう し ゅ 3 く 

NN 


せん 。 いわ ゆる フリ ー タ ー な ん で す 。 友だち に も フリ ー タ ー、 多 いて す 
よ 。 ぼ ぽく の よう な フリ ー タ ー が 増え る と 、 料 来 、 日 本 の 国 が 大 変 な こと 
に な る っ て 言わ れる ん で す が 、 ぼ くだ っ て で きれ ば 足 社員 に な り た いと 
皿 っ て いる ん で す 。 や っ ぱり バイ ト だ け で は 将来 の 生活 が 不 突 で すか ら 


ね 。 で も 不況 だ し 、 い い 会 社 は 量 っ て くれ な いん で す よ 。 
注 


( 注 1 ) M ー タ ー : casualworker 自由 恥 並 者 到 司 | 王 叶 el 
( 注 2) 正社員 : permanent employee 正式 具 工 る 引 穫 氏 


( 注 3) 系 況 


財 間 
口 2 
画 芝 
日 4 
園 中 


・economic slump 不景気 合 嘆 


この 男 の 人 は 今 アル バイ ト を し て いる 。 
お と こ 


この 男 の 人 は ちゃ ん と 就職 し た いと 思 いろ 


フリ ー タ ー が 増え る と 日 本 の 国 に と っ て よく な いと 言わ れ て いる 。 


この 學 の 人 の バイ ト 代 は 家 い 。 
に ほん し ょ うら い 


この 男 の 人 は 自分 の 生活 よ り 日 本 の 将来 を 心配 し て いる 。 


114mWeek 8: Reading Articles about Acadernic ISsues 


くり 


ぎ 応 ん し ょ 


次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 替え な さい 。 (和え は 別 Wp1O) 
フリ ー タ ー と は 、 学 生 や 主 婦 を 除く 15 歳 か ら 34 歳 の 人 た ちの うち 、 主 に パー 
ト や アル バイ ト な ど 、 正 社員 以外 で 働い て いる 人 た ちの こと を 言う 。 こ の フリ ー 
ター の 数 は 、 こ こ 10 年 て Mi 現在 、 約 420 友人 も 存在 する 。 こ れ は 労 
楊 和 人口 の 5 人 に 1 人 の 

これ ほど まで に フリ ー タ ー が 増え た の は 、 著 い 人 人 た ちの 働 こ う と する 気持 ちや 
導 職 し よう と いう 意識 の 低下 な ど が 原図 と も 言わ れ て いる が 、 和 荷 と いっ て も 10 学 


以上 続い た 不況 の せい で ある 。 企 業 は 年 々 採用 を 洲 ら し 、 また 、 賃金 を で きる だ 


け 安 抑え る 努力 を し て きた 。 つ まり 、 TE ー に 求め て きた こ 
と が 、 こ の よう に 驚く べき フリ ー タ ー の 増加 を 招い た の で ある 。 


AT Bim ー が 増え る と 消費 も 役 邊 も 沿 る 。 そう な る と 、 上 の 済 骨 累 も 義 
し ゃ か い いも ん だ い 注 


きく 低下 し 、 さま で まな 社会 問題 が 起き て くる の で ある 。 


( 注 1) 用 : employment7recruiting 来 用 強 き 
( 注 2) 貸金: wages 工 次 99 呈 
( 注 3) 税収 : 5 usn 税収 介 生 引 


いざ いせ い 


( 注 4) 経済 成長 率 : rate of economic growth 色 済 増 代 率 。 る 利 計 オ 言 


問 1 フリ ー タ ー の 数 が 増え た いち ば ん の 原因 は 何 か 。 
1 労働 人 ロ が 増加 し 過ぎ た こと 
2 若者 に 働く 意志 が な いこ と 
か いし ゃ ちん ぎん いっ = 
3 会 社 の 賃金 が 安 す ぎる こと 
4 不況 で 会 社 が 新入 社員 の 採用 を 減ら し た こと 


問 ら この 文章 で 筆者 が 最も 言い た いこ と は 何 か 。 
フリ ー タ ー が 増加 し て いく と 日 本 の 将来 は 大 変 だ 。 


1 
2 これ か ら も フリ ー タ ー は 増え 続け る だ ろう 。 

3 会 社 は フリ ー タ ー に 労働 カ を 求め る べき で は な い 。 
4 


フリ ー タ ー を し て いる 若い 人 の 将来 が 心配 だ 。 


(前 ペー ジ の 答え ー 1 ・ ら ・3) 


第 八 周 : 岡 束 信 文 / 枯 8 相 記 久 足 富 


3 Articles about Language 


有 甘 浅 斉 的 文章 
dd 意 填 足す 


rt 誠 い の 


SRE; 言語 に 関す る 文章 


1 な が が ん 
人 長い 文章 は スラ ッシュ ( ノ ) で 分 け て 理解 し よう ! 
Learn to understand long sentences by breaking them into their component parts. 


在 拓 篇 的 文章 中 使用 ( / ) 符号 , 分 電電 行 理解 ! る 豆 オ を 銘 可 | (/) 豆 け 〒q1 人 4 引 旨 叶え! 


例 : 最近 の 子ども た ち は | 避 第 も 少な く 、/ 市 親 と も 働い て いる 場合 も 多い の で 
音 に 比べ る と / 家 族 間 の 会 庄 も どん どん 減っ て き て いる と / 言 われ て いる 。 
大 特 に 皇 題 (TOPIC) と 文末 に 注意 し 、 何 が どう だ と 
述べ て いる か 理解 し まし ょ う 。 


Be especially careful with the topic and the sentence ending. 
What is being said about what? 

特別 要 注 意 主題 ( 括 題 ) 和文 章 末 尾部 分 , 理解 文章 是 窟 梓 誠 述 
仕 久居 る 了 。 

号 引 衛 9] (TOPIC) 外 篤 下 中 巴 包 引 , 時 9| 可 思 ユエ 中 モス | 9] 尻 
韻 旬 革 . 


つき お と こ 信 ひど 記 ミ こ と と: は 拉 生 よ あと 。 ぷん た だ えら 
PX26 身 次 の 男 の 人 の 言葉 を 読ん で 、 後 の 文 か ら 正 し いも の を 選 ぼ う 。 (答え は 次 の ペー ジ ) 


せん せい さい きん せい と か い わ き な に は な ミ 
A : 最近 の 生徒 た ちの 会 話 を 聞い て いて も 、 何 を 話し て いる の か よく わか ら 
な いで す よ ね 。 
せん せい ほん た とう う 人 3 じん か い 
B : 本当に 。 イ ンタ ー ネッ ト の 掲示 板 の 圭 き 込み な ん か 見 る と 、 宇宙 人 の 会 
bp ( 注 注 


褒 の よう な も の が あり ます よ 。 そ れ に し て も 、 今 の 革 い 人 た ち は 新 し い 


生ま 


言葉 を 山 の よ うに 作り 出し て いま す よ ね 。 
A 先 生 : ええ 、 で も 、 ど れ だ け そ うい う 言 葉 が 残っ て いく ん で し ょ うか 。 
い は 消え て いき ます よね 。 
日 先生 : ええ 、 で て も コン ピュ ー タ 用 詳 な ん か は . 深々 辞書 に 追加 し な く て は いけ 


な く て 大 変 で し ょ う ね 。 


( 注 1) 掲示 板 : bulletin board 告示 板 2 半 
( 注 2) 書き 込み ・entries 填 和 人 ( 六 氷 志 引 別 誠 モ ) 言 
( 注 3) 用 語 ・terminology/jargon 用 滞 す 引 


1 最近 の 生徒 た ち は 難 し い 内 容 の 会 話 を し て いる 。 

2 若い 人 た ち は 、 掲 示 板 な ど で 新 し い 言 葉 を 使っ て 会 話し て いる 。 

口 3 A 先 生 は 生徒 た ちの 会 語 が よく わか ら な い が 、 日 先生 は よく 理解 し て いる 。 
の けい じ 


信二 ネッ ト の 掲示 板 に 宇宙 人 の よう な 人 が 書き 込み を し て いる 。 
園 5 B 先 生 は コン ピュ ー タ 用 語 は 辞書 に 必要 だ と 思っ て いる 。 
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SE ぷん し ょ う 


( も ん だ い 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 ( 千 え は 列 p.1O) 
MEMGALAAL 3 と 同様 に 今 まで 日 本 語 も ずっ と 変化 
へ ん か 


言葉 

し 続け て きた が 、 現在 は 特に 猫 族 な スピ ー ド で 変化 し て いる よう だ 。 
の 
と 7 


( 注 クチ 


因 の 一 つと し て 考え られ る の は 、 い わ ゆ る 1 本 T に 関係 する こと 、 つ まり 
や 携帯 電話 な ど で あ る 。 以 前 は 専門 家 に し か わか ら な か っ た コン ピュ ー 
今 で は 一 般 の 会 話 の 中 に 当 狼 の よう に 出 て くる よう に な っ た 。 ま た 、 
庄や パソ コン の メー ル 、 掲 示 板 な どの 書き 込み か ら 次 々 と 新しい 言 業 が 生 
いる 。 (2) や の な 攻 区 も 入り 、 そ こ て の 会 間 は まる で 呈 二 人 


が し ゃ べ っ て いる よう に 思え る くら いで ある 。 
これ まで も 多く の 言葉 が 生ま れ て は 消え て いき 、 残 る 言葉 の 数 は 限ら れ て いる 


原 
ン 
も 、 


の で 、 こ の よう な 事態 も 特に 敬 く こと で は な いと と いう 斉 咽 学者 も 2 し か 
注 


これ ほど 新しい 言葉 や 表現 が 増え る と 大 半 が 消え て いっ た と し て も 、 か な り の 毅 
の 新しい 言葉 が 残る の で は な い だ ろ うか 。50 年 後 の 日 本 語 は 念 と は まっ た く 別 の 


げん ご 


舎 語 に な っ て いる の か も し れ な い 、 と いう の は 言い 過ぎ だ ろう か 。 
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し ん か 
( 注 1 ) 進化 する :toevolve 逃 化 る 各店 中 
も うれ つ 
( 注 2) 針 偽 な ス ピー ド で : extremely quickly 快 的 速度 天 選 選 呈 
か お 
( 注 3) 顔 文字 : smileys or smilies 表情 符号 記 計 足 オ 


ば ご 0 が 
( 注 4) 言語 学 : linguist 番 衣 学 家 Ad 吾 久 


問 1 どう し て 「 特 に 驚く こと で は な い 」 の か 。 
1 残っ て いく 新しい 舎 葉 の 数 は 今 ま で と 変わ ら な い だ ろ うか ら 
ク 生み 出さ れ た 新しい 言 『 葉 は 思 ほっ た ほど 多く な いか ら 
3 失 帯 電話 や パソ コン の 丸 響 て 新しい 業 が 増え て いる か ら 


じん 


4 いつ の 時 代 も 苦い 人 の 会 話 は 宇 害 人 の 会 話 の よう だ か ら 


問 ら 筆者 の 最も 言い た いこ と は どれ か 。 
わか RR 


1 若い 人 は 普通 の き 業 で 会 話し た ほう が いい 。 

2 これ か ら は 今 まで より も 多く の 新しい 言 葉 が 残っ て いく だ ろう 。 
3 童 葉 が 変化 し て いる と は 言え な い 。 

4 古い 日 本 語 を 大 切 に し な けれ ば な ら な い 。 


(前 ペー ジ の 答え ー ら ・ ら 5) 
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論説 文 を 読も う 


EE Practice Exercise 
日 目 実戦 問題 ※ 
健 衝 唱 


つぎ 


問題 次 の 文章 を 読ん で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 な も の を 1・ ら ・ 
3・ 4 か ら ー つ 選び な さい 。 (答え は 別冊 p.10) 


人 は 上 劇 中 に 、 李 洪 い 虐 り 、 浅 い 眠 り 、 中 くら い の 有 眠り 、 深 い 眠 り の 中 段 隊 の 眠 
り を し ます 。 こ の 眠り を ノン レム 隊 眠 と いい ます が 、 ノ ン レ ム 末 眠 の 次 に も うつ 
の 眠り が きま す 。 こ れ が 、 レ ム 上 眠 で す 。 レ ム 覆 眠 中 は まぶた が 動き 、 筋 肉 の 腎 張 
が な く な り 、 だ 拍 数 呼 光 も 増加 し 、 肢 も 浅い 也 り を 示し ます 。 人 ハ 時 間 の 阻 
眠 の うち 、 と し ます が 、。 夢 を 見 る の は レム 
足 眠 の と きだ け で す 。 
( ②⑨ ) の と き に は いつ で も 夢 を 見 て いま す が 、 そ の 夢 を 覚え て いる の は 、 夢 
を 見 た 後 約 和 分 だ け だ そう で す 。 こ の 間 に 目 が 覚め れ ば 覚え て いる の で す が 、 そ の 
まま 吸 り 続け て し まえ ば 、 夢 を 見 た こと すら 忘れ て し まい ます 。 だ か ら 、 ぐ っ す リ 
上 蘭 し て 光 い り か ら 深 上 り へ す て 示 付 し て し まう と 夢 は あま り 見 ませ ん 。 
また 、( ⑨ ) が 長く な る と 送 を 見 て いる 時 間 が 長く な り ま す 。 眼 る 時 間 が 長 
けれ ば レム 可 農 の 長 さも 延び ます が 、 同 じ 時 間 療 て いて も 、 強 い ス トレ ス を 受け て 
いる と さき さ の は ほう が レム 睡眠 が 長く な る そう で す 。 それ に 、 ス トレ ス を 受け て いる と 
き に は ウツ ウツ と し て よく 眠れ ず 、 目 が 覚め や すい と いう こと も あり ます 。 そ うい 
えば 、 テ スト の 前 と か 仕事 が うま くい か な いと き と か 、 ふ られ た と き と か 、 イ ヤー 
な こと が あっ た と き に よく 夢 を 見 た な と 、 思 い 当たり ませ ん か 。 
アメ リカ で 行なわ れ た 実験 で も 、。 夢 を あま り 見 な い 人 と いう の は 、 楽天 的 で 
上 衝 が あま り 束 て な い 人 と いう 果 が 出 て いる そう です ナ ・ 何 も 考え ず 、 ラン 
キュ コー と ど 眠 っ CE まう の が 最上 の 眠り の よう で て す 。 
( 衝 内 均 「 頭 に や さ し い 雑 学 読 本 の | 同 文章 院 に よる ) 
( 注 1) 選 拍 数 : 臓 の ドキ ドキ 動く その 数 
( 注 2) 脳波 : 脳 か ら 出 て いる 嫌い 電流 
( 注 3) て すら: ご さえ 
( 注 4) 詩 鞭 : ぐっ すり 眠る こと 


( 注 5) 移行 する : うつ っ て いく 

( 注 6) スト レス : 肉体 的 、 精 神 的 緊張 。stress 

( 注 7) ウツ ッ ウツ と する : よく 眠れ な いよ うす 

( 注 8) ふら れる : (好き な 相手 に ) 嫌 わ れる 、 あ る い は 、 何 か を 断ら れる こと 
( 注 9) 楽天 的 : 何事 に も 明る くい い 方 向 に 考え る よう す 

( 注 10) 自 栽 が 強く な い 人 : 自分 と いう も の を 強く 出さ な い 人 

( 注 11) バタ ン キ ュー : すぐ に 眠っ て し まう よう す 

( 注 12) 最上 の : いち ば ん いい 


問 1 ①「 夢 を 見 る ]」 の は どん な と きか 。 
浅い 眠り の と き 

ぐっ すり 寝 て いる と き 

筋肉 が 緊張 し て いる と き 

ワン 8 時 間 寝 た と き 


Ro NO = 


gC: き 。 と 


問 6 ( ② ) ( ⑨ ) に 入る 言 業 と し て 適当 な 組み 合わ せ の も の は どれ か 。 


1 ② ノ ン レ ム 本 眠 ③ レ ム 了 栖 眠 
2 ② ノ ン レ ム 了 末 眠 ③ ノ ン レ ム 隆 眠 
3 ② レ ム 瞳 眠 ③⑨ レ ム 樺 眠 
4 ②⑦ レ ム 栖 眠 ③ ノ ン レ ム 隆 眠 


問 3 魏 痢 に よれ ば 、④「 夢 を あま り 見 な い 人 」 は どん な 人 か 。 
睦 眼 時 間 が 長い 人 

藤 眠 時 間 が 短い 人 

いろ いろ な こと に 悩む 人 

いろ いろ な こと に 悩ま な い 人 


か WO DD = 


問 4 スト レス の 多い 人 に つい て 、 正 し いも の は どれ か 。 
スト レス の 多い 人 ほど レム 睡眠 が 短い 。 

スト レス の 多い 人 ほど 睦 眠 時 間 が 長い 。 

スト レス の 多い 人 ほど 李 眠 時 間 が 短い 。 

スト レス の 多い 人 ほど よく 送 を 見 る 。 


トト WO MN — 
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制限 時 間 : 50 分 
(答え は 別冊 p.11) 


問題 次 の 文章 を 読ん で 、 後 の 問い に 答え な さい 。 答え は 、1・2・3・4 か ら 最 も 適当 な 
も の を 一 つ 選 びな さい 。 


女 の 人 が 誰か を 非 多 す る と き と い う の は 、 自 分 が 絶対 に 正しい ん だ と いう 8 2 鍼 覚 に に 陥る ん で す 
ね 。 

自分 も 相手 の よう な 立場 に あっ た ら 。 同 じ よ うな こと を し た か も しれ な い 、 と いう こと に は 
思い 及ば な い 。 

そし て 、 相 手 を 非難 し た り 、 ジ ャ ッ ジ し た り し ます ね 。 男 性 に も いま す が 、 女 性 に と くに 多 
い 傾 向 で す 。 

わた し は 読者 の 皆さん に 、 そ ん な 。 頭 の 悪い 女性 に な っ て も らい た く な いと 思っ て いま す 。 
あな た が 良い こと を し て いる 場合 は 、、 マ イナ ス 面 も ある こと を 知っ て 欲し い の で す 。 

あな た が 誰か を 愛し て いる と し ます 。 

あな た の 中 に 、 愛 し て いる ん だ か ら 何 で も 許さ れる 、 と いう よう な 店 論理 が 働き ませ ん か 。 
A 
子供 を 坪 邊 きせ て いる こと に 気がつか な か っ た りす る の で す 。 

の SS ウス シシ ッ マ コル ゴンタ 愛さ れる 身 に な る と 。 息 が 詰まる こと も ある 、 


と いう こと に 気がつい で いな いで 1 よう 。 

これ は ちょ っ と 見 方 を 変え た て み れ ば わか る こと で 、 あ な た が いや な 男 に 愛さ れ た 場合 を 考え 
て みて 下さ い 。 

向う は 、 あ な た が 好き だ か ら 、 と いっ て どん どん 押し 進め て きた ら 、。 あ な た は どう し ます 
か 。 

それ と 同じ よう な こと を 、 あ な た は 夫 や 子供 に し て は いな いで し ょ うか 。 

わた し は みん な の た め を 思っ て こう いう こと を し た の よ 、 と いう 女 の 押 し つけ を 、 あ な た は 
し じ て い な いで し ょ うか 。 

みん な の た め 、 と いう こと で (  ⑤  ) と 思っ て は いな いで し ょ うか 。 

の の (0 十 九 世紀 の 女性 が 言 う よ う な 百 必 は 、 新しい 女性 は 捨て た 方 が 良い と 思い 
ます 。 

新しい 女性 は 、 自分 の や っ て いる 良い こと も 、 愛 情 も 、。 必 ず マ イナ ス 面 が あり 、 愛 する こと 、 


そう た いて き 


正しい こと は 、 必 ず 相 対 的 な も の だ 、 と いう こと に 気づく だ け の 頭 を 持っ て いな く て は な り ま 
せん 。 
正しい こと を や っ て いる こと で 、 す べ て が 許さ れ た り し な い の で す 。 
正しい こと は 絶対 的 な の で は あり ませ ん 。 
RS と いう 信義 ち わ れ て は いけ ませ ん 
愛 が 絶対 な の は 神様 だ け で あっ 0 PE PwC ある の で す 。 
(遠藤 周作 「 あ な た の 中 の 秘密 の あな た 』PHP 文庫 に よる ) 


( 注 1) 非難 する : 相手 を 強く せめ る 

( 注 2) 錯覚 に 陥る : 思い ちがい を は 
( 注 3) 思い 及ば な い : 考え つか な い 

( 注 4) ジャ ッ ジ する : 評価 する 
NR 

( 注 6) 鶴 息 さ 

( 注 7) 押し 進め る : 積極 的 に 行う 

( 注 8) 理屈 : むり に つけ た 理由 

( 注 9) 相対 的 な も の : ほか と 比較 し な が ら 存 在 す る も の 

( 注 10) 絶対 的 : ほか と 比較 し た り 制 限 し た り し な い 相 対 的 
( 注 11) 捕らわれ る : 支配 され る 


問 1 ①「 同 じょう な こと 」 と は 、 ど ん な こと か 。 正男 
1 非難 され る よう な こと 
2 絶対 に 正しい と 思う こ 
3 錯覚 に 陥る よう な こと 
4 何で も 許さ れる よう な こと 


ま 
と 
め 
プ 
ス 
ト 


間 ら 筆者 が 言う ②「 頭 の 悪い 女性 ] と は どん な 女性 か 。 
1 夫 や 子供 を と て も 愛し て いる 女性 
2 良い こと も マイ ナス 面 が ある と 思っ て いる 女性 
3 自分 が 絶対 に 正しい と 思い 込ん で いる 女性 
4 相手 の 立場 に な っ て 考え る 女性 
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問 3 ③「 息 が 詰まる こと | と は 、 ど うい うこ と か 。 
1 体 の 調子 が 悪く な る と いう こと 
2 胸 が いっ ぱい に な る と いう こと 
9 IGG う 40 も しく な る by うと 
4 自由 が な く て いや だ と いう こと 


問 4 ④「 あ な た は どう し ます か 」 と ある が 、 筆 者 は どう する と 思っ て いる か 。 [4 ] 
1 愛さ れる の は 当然 な の で 相手 の 気持 ち を 受け 入れ る 。 
2 愛さ れる の は うれ し い の で 相手 の 気持 ち を 受け 入れ る 。 
3 愛さ れる の は 錯覚 な の で 相手 の 気持 ち を 受け 入れ な い 。 
4 愛さ れる の は 迷惑 な の で 相手 の 気持 ち を 受け 入れ な い 。 


問 5 ( ⑤  ) の 中 に 入る 言葉 と し て 最も 適当 な も の は どれ か 。 Ls] 
1 すべ て が 非難 され る 

すべ て が 息 が 詰まる 

すべ て が 錯覚 され る 

すべ て が 許さ れる 


た ww NM 


問 6 ⑥「 必 ず マ イナ ス 面 が あり 」 と ある が 、 筆 者 に よる と 、 ど うい う マ イナ ス 面 が ある か 。 
Le | 
1 人 を 非難 する こと も ある 
人 を 傷つけ る こと も ある 
人 を 許さ な いこ と も ある 
人 を 愛せ な いこ と も ある 


心 。 CO tM 
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問題 1T 次 の (1) と (2) の 文章 を 読ん を で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 な 
も の を 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


( 1) スポ ー ツ で も 上 達する た め に は 何 度 も 同じ 練習 を 繰り 返す 必要 が ある 。 

日 々 の 訓練 に よっ て 筋肉 に 動き を 覚え きせ る 。 お し ゃ べり も 基本 的 に は 同じ で 、 体 で 覚 
えな けれ ば 上 達し な い 。 

会 社 で 地位 が 上 が っ た り 、 有 名 に な る と 、 人 前 で し ゃ べ る 機会 が 多く な る せい か 、 ス ピー 
チ が 次 第 に うま く な っ て いく よう な 気 が す る 。 ス ピー チ が 上 達し て いく の は 、 c 何 度 も 場数 
を 踏む こと で 緊張 し に くく な る た めで も ある が 、 それ 以 に 、 ウ る ポイ ント が 体 で わか っ 
て くる た めで は な い だ ろ うか 。 

(中 略 ) 

スピ ー チ を する 際 に 困る の は 、 自分 が し ゃ べ っ て いる うち に 会 場 が 白 け て し まう こ 
こう な る と よけい に 緊張 が 高まっ て 、 ス ピー チ が し どろ も どろ 1 ES ゆま の 5C な な で 
き に か ね て か ら 用 意 し て お いた 「。 人 往 い の ツ ア 3 つまり 提 誠に ウチ る 硬 を すれ ば 会場 
ご 生 に な ご み 、 知 を 団 い て も ら える 玉 を 作る と が で きる 。 

と いっ て も 普通 の 人 は スピ ー チ や 哲 授 を する 機会 は を ん な に 多く な い の で 、「 ウ ケ る パ 
ター ン 」| を 体 で 覚え る と ころ まで は いか な いと いう 人 も いる だ ろう 。 

し か し 、 し ゃ べり と いう の は 何 も パ ー テ ィ ー 会 場 だ け で する も の で は な く 、 会 社 の 朝 和 
や 了 引 移 と の 会 話 な ど 並 段 か らし て いる も の 。 日頃 の 会 話 の 中 で も 、 自分 の ホ タ が ウケ て 


( 注 8) 


いる か どう か を 衝 失 的 こ < 判断 する よう に 意識 する こ こと が 肝心 で ある 。 
る CE A それ を 何 回 か 使っ て プラ ッ 2 が ツル 吉 滑 
対 に ウケ る ネタ に 仕上 げ て いく 。 そ うす れ ば 、 
[継続 は 力 な り 」 は 、 や は りお し ゃ べり に も 通じ る 直 理 た の で ある 。 


(高嶋 秀武 「 話 の お も し ろ い 人 、 つ ま ら な い 人 』PHP 文庫 に よる ) 


( 注 1 ) 場数 を 踏む : 数 多く 経験 する 

( 注 2) ウケ る : 気に入ら れる 

( 注 3) 自 け る : 気まずく な る 

( 注 4) し どろ も どろ : 話し 方 が きち ん と し て いな いよ うす 
( 注 5) か ね て か ら : 前 か ら 

( 注 6) 一 気 に な ご む : 急 に 雰囲気 が よく な る 
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( 注 7) 朝礼 : 朝 、 授 業 や 仕事 を 始め る 前 に する 集まり 
( 注 8) 取引 先 : 会 社 が 商売 する 相手 

( 注 9) ネタ : (この 場合 ) 話 の 材料 

( 注 10) 客観 的 に : ほか の 人 か ら 見 て も そう だ と 思わ れる よう に 
( 注 11) 肝心 で ある : と て も 大 切 で ある 

( 注 12) ブラ ッシュ アッ プ : さら に 良く する こと (brush up) 


し ん り 


( 注 13) 真理 : だ れ に も 否定 で き な い 本 当 の こと 


問 1 ①「 何 度 も 場数 を 踏 な ] と どう な る か 。 
1 会社 の 地位 が 上 が っ た り 、 有 名 に な っ た りす る 。 
2 人 前 で し ゃ べ る 機会 が 多く な る 。 
3 スピ ー チ が 上 達し て いく 。 
4 スピ ー チ を 継続 し て いく よう に な る 。 


問 ら ②「 笑 い の ッ ツボ ] と ある が 、 こ こ で は どう いう こと か 。 [| 
1 みん な が 笑え る よう な 環境 
2 お も し ろ い 話 を 聞い て いる 人 の 笑い 声 
3 みん な が 白 け た 話 
4 みん な の 反応 が よかっ た 話 


問 3 ③「 ス ピー チ に 自信 が 持て る よう に な る | た め に は 、 ど うす れ ば いい か 。 [ 9 ] 
1 みん な の 反応 が よかっ た 話 を さら に よく し て いく よう に 訓練 する 。 
2 会 社 な ど で 成 功 す る よう に 替 力 する 。 
3 緊張 し な いよ うに 体 の 訓練 を する 。 
4 スピ ー チ を する と き 、 話 が 途中 で 止ま は ら な いよ うに 努力 する 。 
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(2) 友達 に 、 フ ラン スパ ン を か じ っ て 、 前歯 を 二 本 折っ て し まっ た 人 が いる 。 彼 は まず 近所 
の 楽 局 に いく つか 入り 、 
「 こ こら へ ん で 、 ど の 歯医者 さん が いち ば ん いい で すか ね ぇ 」 
と 聞い て 回 っ た そう で ある 。 そ の 結果 、 
「 あ そこ が いち ば ん 。 値段 も 安く 、 親 切 で 良心 的 。 技術 も な か な か 」 
と 、 最 も 推薦 の 声 の 高かっ た と ころ へ 行っ た と いう 。 
[バッ チリ だ っ た よ 、 こ の 差し 歯 」 と 、 歯 を 剥き 出し て 見 せ 、 
( 注 1) ( 注 2) ( 注 3) 
「 い くら だ っ た と 思う ? 2 本 で 1.640 円 だ よ 」 
得意 気 で あっ た 。 
( 注 4) 
な る ほど そう いう 探 し 方 は 小明 か も し れ な いけ れ と 、 帳 り 深 ら 私 と し て は 、 あと 半年 た っ 
て も 彼 の 差し 歯 < 表層 か な けれ は の RDNS a CS 


( 注 7) 
(阿川 佐和 子 『 と きど き 起 き て うた た 寝 し 』 文春 文 庫 に よる ) 


( 注 1) バッ チリ : 欠点 や 不足 が な いよ うす  ( 注 2) 差し 歯 : 人 工 的 に 作っ た 歯 
( 注 3 ) 剥き 出す : か くさ ず に 表面 に 出す ( 注 4) 得意 気 : 得意 そう 

( 注 5) 賢明 : 賢い 

( 注 6) 峯 り 深 い : 疑う 気持 ち が 強い 

( 注 7) 支障 : 問 題 点 


間 1 「 疑 り 深 い ] と ある が 、 筆 者 の 気持 ち は どれ に 近い か 。 Lo] 
1 彼 の 近所 の 薬局 は 本 当 の こと を 言っ て いる の だ ろう か 。 
2 彼 が 差し 歯 の た め に 払っ た 金額 は 本 当 な の だ ろう か 。 
3 彼 が 言っ た 値段 で 、 本 当 に いい 差し 歯 が で きた の だ ろう か 。 


4 友人 は 本 当 に 差し 歯 が 必要 だ っ た の だ ろう か 。 
問 の 友人 の 差し 歯 を 見 て 、 筆 者 は びん な こと を 思っ た か 。 | 11 | 


1 あま り よ く で き て いな い の で 、 そ の 歯医者 を 紹介 し て も らい た く な い 。 

2 よく で き て いる の で 、 す ぐ そ の 歯医者 を 紹介 し て も らい た い 。 

3 その 歯 に 問題 が な けれ ば 、 半 年 以内 に 彼 が 行っ た 歯医者 に 行こ う 。 

4 半年 間 そ の 歯 に 問題 が な けれ ば 、 彼 の 探し た 方 法 で 歯医者 を 探し て みよ う 。 
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問題 次 の (1) か ら (3) の 文章 を 読ん を で 、 そ れ ぞ れ の 問い に 対す る 答え と し て 最も 適当 
な も の を 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


(1) 先日 、 奏 と 一 泊 旅 行 を し まし た 。 温泉 ま で の 山道 を 走っ て いた と き 、 突 然 、 奏 が 「 ね 、 
覚え て た ? 今日 、 私 の 誕生 日 な の よ 。] と 言い 出し まし た 。 す っ か り 忘 れ て いた 私 。「 じ ゃ 、 
これ か ら の 温泉 旅行 が それ だ な 。」 と 言っ た の で す が 、 初 め は な か な か 納得 し て くれ ませ 
ん で し た 。 し か し 、 い つも より ぜいたく な 食事 を し 、 気 に 入っ た 食器 を 手 に 入れ た 妻 は 、 
病 居 た だ まう す で じ た あ と 生 で ほ っ あと 。 し まじ た 5 


【 問 い 】 この 文章 の 内 容 と 合っ て いる も の は どれ か 。 
1 夫 は 、 妻 の 誕生 日 の お 祝い の た め に 温泉 旅行 を 計画 し て いた 。 
2 妻 は いつ も 誕生 日 を 忘れ る 夫 を 、 最 後 まで 許さ な か っ た 。 
3 結局 、 こ の 温泉 旅行 が 妻 へ の 誕生 日 プレ ゼン ト に な っ た 。 
4 夫 は 、 妻 の 誕生 日 プレ ゼン ト が 安く て よかっ た と 思っ た 。 
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(2) 人 間 は だ れ で も 本 当 は 死 と 隣り あわ せ で 生き て いる 。 自 殺 、 な ど と いう も の も 、 特 別に 
異常 a 手 を の ば せ ば すぐ と どく と ころ に ある 世界 な の で は ある まい か 。 9 
いと 気 気軽 に 道路 の 自 線 を また ぐ よ うに 、 人 は 日 常 生活 を 投げ だ すこ を 
ER ーー ト の る 
だ ろう 。 私 た ち ! oN の ろ で きわ どく 生き て いる の だ 。 


( 注 3) ( 注 4) 


(五木 寛之 『 大 河 の 一 滴 】 幻冬舎 文 庫 に よる ) 


( 注 1) 一 で は ある まい か : で は な い だ ろ うか 
( 注 2) 気軽 に : か ん た ん に 

( 注 3 ) すれ すれ の : な ん と か 危険 を 避け て 

( 注 4) きわ どく : ぎり ぎり の 危な い 状 態 で 


【 問 い 】「 す れ す れ の と ころ で きわ どく 生き て いる 」 と は 、 ど うい う 意 味 か 。 L13 | 
1 自殺 し て も お か し く な い 状 況 の 中 で 生活 し て いる 。 
2 危険 な も の に 囲ま れ た 状況 の 中 で 生活 し て いる 。 
3 簡単 に 死 を 選べ な いと いう 状況 の 中 で 生活 し て いる 。 
4 だ れ で も いつ か は 死ぬ と いう 状況 の 中 で 生活 し て いる 。 
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テ 7〉JHISrr 放 


( 3 ) 下 の グ ラフ は 、 日 本 の 国民 が 今後 の 生活 が どう な っ て いく と 考え て いる か 、 に つい て 調 
査 し た 結果 で ある 。 


良く な っ て いく 同じ よう な も の 悪く な っ て いく わか ら な い 
| | 
全体 


a0~29 歳 


30~39 歳 


40~49 歳 


50~59 歳 


60~69 歳 


70 歳 以上 


(資料 :「 国 民生 活 に 関す る 世論 調査 」 内 閣府 大 臣 官 房 政府 広報 室 2004 年 に よる ) 
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【 問 い 】 


グラ フ の 説明 と し て 正しい も の は どれ か 。 
全体 で は 、 今後 の 生活 が 「 良 く な っ て いく 」 と 答え た 者 は 「 悪 く 、 な っ て いく 」 と 答 
えた 者 の 約 3 倍 で ある 。 年 齢 別に 見 る と 、20 代 の み 「 良 く な っ て いく 」 よ り 「 悪 く な っ 


て いく 」 の 割合 が 高く な っ て いる 。 


全体 で は 、 今 後 の 生活 が 「 良 く な っ て いく | と 答え た 者 は 「 悪 く な っ て いく 」 と 答 
えた 者 の 約 3 倍 で ある 。 年 齢 別に 見 る と 、20 代 の み 「 悪 く 、 な っ て いく 」 よ り 「 良 く な っ 


て いく 」 の 割合 が 高く な っ て いる 。 


全体 で は 、 今 後 の 生 活 が 「 良 く な っ て いく 」 と 答え た 者 は 「 悪 く 、 な っ て いく 」 と 答 
えた 者 の 約 3 分 の 1 で ある 。 年 齢 別に 見 る と 、20 代 の み 「 良 く な っ て いく 」 よ り 「 悪 


く な っ て いく 」 の 割合 が 高く な っ て いる 。 


全体 で は 、 今 後 の 生 活 が 「 良 く な っ て いく 」 と 答え た 者 は 「 悪 く な っ て いく 」 と 答 
えた 者 の 約 3 分 の 1 で ある 。 年 齢 別に 見 る と 、20 代 の み 「 悪 く な っ て いく 」 よ り 「 良 


く な っ て いく 」 の 割合 が 高く な っ て いる 。 
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日 本 語 総 ま と め 問 題 集 新 基 準 対応 
佐々 木 仁子 ・ 松 本 紀子 共著 


能力 試験 対策 問題 集 と し て 実績 の ある 「 日 本 語 総 まとめ 問題 集 」「 新 日 本 語 総 まとめ 問題 集 」 が 出題 基準 ・ 傾 向 
の 変化 を 反映 し 、「 新 基 準 対応 ] 版 と し て リニュ ー ア ル 。 レ イア ウト も より わか りや すく 、 使い や すく な り ま し た 。 


日本 まとめ 日 本 語 総 ま と め 問題 集 新 基 準 対応 [文字 ・ 語 時 編 ] 

題 集 「 同 じ 部 分 を 持つ 漢字 」 な ど 、 漢 字 ・ 単 語 を 特徴 ご と に 分 類する こと で 効率 的 に 漢字 や 語 里 が 覚え 
られ ます 。 学習 の コツ も 「POINT」 と し て 提示 。 解説 を まとめ た 左 ペ ー ジ と その 練習 問題 を 集め 
た 右 ペ ー ジ の 見 開き 構成 な の で 、 学 習 項目 の 整理 と 練習 が 一 度 に で きま す 。 漢字 ・ 語 芸 チ ェ ッ クリ 
スト と 巻末 の 「 総 まとめ 問題 」 で 、 学 習 の 総 仕上 げ ま で これ 一 國 で で きま す 。 
テキ スト 128 ペー ジ 本 体 価格 1.200 円 ISBN 4-87 ら 17-482-8 


日 本 語 総 ま と め 問 題 集 新 基 準 対応 [文法 編 ] 

まぎらわしい 文法 項目 や 表現 を 、 共 通 の 部 分 や 意味 ご と に 分 類 、 簡 潔 な 解説 こわ か りや すい 例文 で 

使い 分 けが し っ か り 身 に つき ます 。 解 説 と 練習 問題 が 見 開 さ ペー ジ に まとまっ て いる の で 、 学 習 項 

目 の 整 理 と 練習 が 一 度 に で きま す 。 学習 の 総 仕上 げ と 力試し が 可能 な 「 総 まとめ 問題 | 付き 。 
テキ スト 120 ペー ジ 本体 価格 1.200 円 ISBN 4-87217-483-6 


| 聞 星 理 対 記 EE で 20 y 1 
日 本 語 総 まとめ 
問題 集 日 本 語 総 ま と め 問題 集 新 基準 対応 [読解 編 ] 

は じ め は 一 文 か ら 、 徐 々 に 長い 文章 へ と 、 段 階 を 踏み な が ら と 長文 読解 に 慣れ て いけ る 構成 で す 。 指 
示 代 名 詞 、 接 続 詞 な ど 、 読 解 問題 解答 の ポイ ント 20 を 、 段 階 を 踏ん で し っ か り 学 習 。 読 解 力 を 養 
成 し ま す 。10 の 「 実 戦 練習 ] で 実力 も は か れ ま す 。 

テキ スト 80 ペー ジ 本 体 価格 1.000 円 ISBN 4-87 ら 1 7-481-X 


日 本 語 総 ま と め 問題 集 新 旦 準 対応 [ 聴 解 編 ] 
聞き 分 け に くい 音 の 聞き 取り 練習 か ら 、 内 容 別 、 場 面 別 の 聞き 取り へ と ステ ッ プ アッ プ し て いく 構 
成 で す 。 重 要 な 言葉 や 表現 を まず は 読ん で 学習 、 次 に 「 準 備 練習 ] で 請 や 表現 の 知識 を 整理 し て 
~- か ら 聞 き 取り 問題 へ 、 と いう 流れ で 、 目 ・ 手 ・ 耳 の すべ て を 使っ て 聴 解 力 を 高め て いき ます 。 巻 末 
に 「 総 まとめ 問題 ] 付き 。 別売 CD 付き で 、 教 室 学習 素材 と し て も 最適 で す 。 
テキ スト 88 ペー ジ 本 体 価格 1.100 円 ISBN 4-87817-479-8 
別売 CD (2 枚 組 ) 本 体 価格 2.700 円 ISBN 4-87217-480-1 


お 


の | 日 本 語 総 まとめ 問題 集 新 基 準 対応 [実戦 編 ] CD 付 


1 
日 本 語 総 まとめ 
0 き 解 編 ] 


問題 集 !28 和 1 級 受験 対策 の 総合 問題 集 。 問 題 形 式 別に 狙わ れ や すい ポイ ント を 押さ えて 学習 。 丁 寧 な 解説 と 復 


値段 も 魅力 で す 。 試験 対策 の 総 仕上 げに 。 


日 本 留学 試験 対策 


ハイ レベ ル 聴 解 ・ 聴 読解 CD 付 

ハイ レベ ル 読解 十 総 合 科目 アカ デミ ー・ オ ブ ・ ラ ン ゲ ー ジ 
日 本 留学 試験 が 測定 の 対象 と する 「 日 本 で の 留学 生活 を お くる 上 で 必要 な コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 」 と し て の 日 本 
語 力 の 向上 を 目的 と し た 問題 集 。 現場 指導 の ノウ ハウ が 盛り 込ま れ た 、 留 学 試験 で 高 得点 を 狙う の に 必須 の 2 冊 


で す 。 


ハイ レベ ル 聴 解 ・ 聴 読解 CD 付 

日 本 留学 試験 聴 解 ・ 聴 読解 問題 に よく 出る 場面 ・ 問 題 形 式 を 厳選 し 、 本 番 と 同じ 形式 の 問題 で 実戦 
練習 が で きま す 。 ア カ デ ミ ッ ク ジ ャ パニ ー ズ を 中 心 に 、 テ ー マ 別 に 関連 語句 や 重要 表現 文法 、 コ 
ラム も 掲載 。 

テキ スト 96 ペー ジ (CD 1 枚 付 ) 本体 価格 1.550 円 ISBN 4-87217-421-6 


読 m. 


ハイ レベ ル 読解 十 総 合 科目 


習 問題 で 実戦 力 が 身 に つき ます 。 本 番 と 同 量 の 模擬 テス ト と 聴 解 問題 CD も つい て 、 お 求め や すい 


テキ スト 176 ペー ジ (CD1 枚 付 ) 本体 価 格 1.500 円 ISBN 4-87817-484-4 


・ ア ー ツ 編著 


日 本 留学 試験 総合 科目 で よく 扱わ れる テー マ を 読解 練習 に 取り 入れ 、 ア カ デ ミ ッ ク な 読解 力 の 向上 


本 信和 目 | を 図り ます 。 現代 社会 ・ 地 理 ・ 有 歴史 に 精通 し た 予備 校 講師 と 、 ベ テラ ン 日 本 語 教師 の 連携 に より 作 
成 され た 画 期 的 留学 試験 対策 問題 集 で す 。 
テキ スト 128 ペー ジ 本 体 価格 1.500 円 ISBN 4-87217-422-4 
TE JT ピ ジネス 日 本 語 能 力 テ スト 対策 
BJT テ スト の 決定 版 ! 


BJT ビ ジネス 日 本 語 能 力 テス ト 模試 と 対策 CD 付 

JAL アカ デミ ー 著 
BJT テ スト の 問題 形式 と 解き 方 が わか る 、 完 全 版 模擬 テス ト で す 。 6 月 下旬 刊行 予定 。 
本 体 価格 1.700 円 ISBN 4-87817-610-3 


3 FAX 03-3267-6867. 
語学 サイ ト | URL http://www.ask-digital.co.jp/ 


め 問題 集 
ら 肖 [読解 編 


べ っ さ つ 
_ 別冊 
か - い と か い せ つ 
= 
1 @ — 


AnswerKeys 解答 ・ 解 況 引 守 ・ 引 名 。 


3 


i 


YooETS WIU に LTgFEEIVUIUM| 


第 1 週 掲示 物 ・ 配 布 物 を 読も う 


日 目 (p.8 ~ p.9) 


じゅ ん び 7 
を 「 休 みな ん じゃ な い の 2?」 = 「 休 み で は あぁ 
り ま せん か ?2」 の くだ けた 言い 方 。 


“Yasumi nan ja nai no?” is a colloquial form of “Yasumi de 
wa arimasen ka?” 

「 休 みな ん じゃ な い の ?」 =「 休 み で は あり ませ ん か ?」 
的 口 浅 化 況 法 。 

「 休 みな ん じゃ な い の ?」 =「 休 み で は あり ませ ん か ? 」 
9 電電 立 音 


CD 問 1:4 問 ら :4 
日 目 (p. 10-p.11) 
も ん だ い 問 1: ら 問 ら : 3 
や っ き ょ 
を 4 つっ 邊 の き 号 か ら 薬 局 ま で 100 メー トル 
離れ て いる 。 
The drug store is 100 meters from the fourth set of traffic 
lights. 
第 四 介 殺 掴 灯 高 七 房 有 100 米 的 距 高 。 


本 列 入 き q 付 時 革 外 | 100m 婁 可 人 4 紋 叶 


3 上 I Gp.12~p.13) 


じゅ ん び 7 を 3 
5 行 目 日 本 の 法律 は 、 王寺 歳 未満 の 人 が 酒 
を 飲む こと を 閑 じ て いる 。 


Drinking is iegal in Japan for people below the age of 
twenty. 

日 本 法律 禁止 未満 20 用 的 人 喝 酒 . 

可 各 9 名 単語 名 20 唱 可 中 1 外 青 相 列 合 宅 
A 

AD 問い : 4 


の も の ちゅう も ん ば あい 
金 飲 み 物 だ け 注 文 し た 場合 は 、 ア イス クリ ー 
ム の ニー ビジ IN が てい 


Free ice-cream is not provided if you only order drinks. 
。 加 果 具 点 谷 料 。 就 没 有 免 正 的 泳 洪 族 。 
音 旦 年 叶 衛生 笛 用 千 引 モ oo| っ ヨ 習 対 朋 大 銀 叶 . 


言 品 旬 引 丸 


EE GG.14~p.15) 


IAD 問 1:3 問 a:4 


GaD 間 1: と 問 ら : ら 
ぐ 古 拉 の と き に 大 歴 書 が 必要 で ある 。 


A resume must be brought to the intervieW. 
面 武 時 稚 要 履 万 。 
財 簡 | 9| 層 付 過 8 計 叶 . 


上 日 目 (6.18-p.19) 


CAD 問い : ら 
や ちん えん 
月 払う の は 90, 000 円 (家賃 86,000 円 


+ 管理 費 4000 円) で ある 。 


The total monthly payment is 90.000 yen (86,000 yen rent 
plus 4.000 yen caretaker fee). 

毎月 要 支 付 90000 日 元 ( 租 金 86000 日 元 + 管理 乾 4000 日 
元 ) 

本 写 | 語 詩 モ 
4,000 名 ) 革 . 


烈 人 を 90,000 1 ( 逢 剤 86,.000 中 + 尽 可 本 


7 日 目 (p.o ~p.21) 
(1) 問い :4 
(2) 問 1:3 問 ら :4 


が くせ い が くせ いし ょ う し けん 


だ 生 証 を た れ て も 仮 の 学生 
を 受け る こと が で きる 。 


If you forget your student identification, you can still 
take the test, as long as you obtain a provisional student 
identification form. 

如果 忘 帯 了 学 和正, PMP 
慎 基 寺島 思 エ 豆 居 刈 相 依 震 9| 紋 選 天久 光信 

中 叶 . 


第 ら 週 身 の ま わり の 文書 を 読も う 


日 目 (p.8= ~ p.23) 
問 1:4 問 ら :1 

か る が 0 と か 
| 軽い ] と いう こと が 何 度 も 書か れ て いる 。 
Note that the word ‘karui’ (light) 1S used over and over 
aga1n. 
「 軽い 」 一同 被 写 了 好 由 次 。 


「 軽 い 」 叶 嘆 人 時 号 避 対人 駅 寸 . 


日 目 (p.24 ~ p. ら 5) 

問い : 4 

選択 且 を ひと つ ひ と つゆ っ くり 読も う 
Read the choices carefully, one by one. 


稀 仔 外地 図 大 毎 一 介 逃 項 . 
介 選 4 言 村 呈 村 財 社 笠 司 宮守 


日 目 (p.26 ~ p.27) 


問 1: ら 問 ら :4 
日 目 (p.28 ~ p.29) 
問 1: ら 問 ら :3 


第 3 週 通信 文 を 読も う 


日 目 (p.30 ~ p.31) 
問 1:3 問 ら : 1 


< に (p.38 ~ p.33) 
間 1:3 問 : 1 
保証 期 間 を 過ぎ た 場合 の 修理 は 有料 で ある 。 


Any repairs after the warranty period has expired must be 


paid for. 
辻 了 保 修 期 同 的 修理 需要 支 付 費 用 


ぞ ノ | 上 9| 久 慰 ガ 千 , 重 避 を 清 呈 引 呈 . 


日 目 (p.34 ~ p.35) 


(1) 問い : 3 
4 行 目 「11 歳 未 満 の チ ど も 」 ー 11 歳 は 入 
ら な い 。 


( ら ) 問い : 3 


日 目 (p.36 ~ p.3 フ 7) 
問 1: ら 問 ら : 4 
て が み けい し き 。 か ん た ん 
メー ル は 手紙 より 形式 が 簡単 に な っ て いる 。 
The format for emails is more simple than for letters. 


皿 子 師 件 比 写 信 的 方 式 筒 単 。 
本 記名 翌 | 呈 型 佑 | 社 叶 叶 4 本 1 羽 了 . 


ミ = (p.38 ~ p.39) 


問 1:4 問 ら :3 
2 行 邊 i り に 」 

For the frst time in 15 years. 

15 年 末 見 

15 紀香 中 


ぎょ う め せん せい か 

3 行 目 「 先 生 は ちっ と も お 変わ りな く ] 
You haven 't changed a bit. 
老 州 述 基 一 点 也 没 変 . 


礼 記紀 生 召 丘 同村 人 天 銃 9l 


お く 


て 2 

ーー ル に 赤 付 し で 半 う ラ て くだ で る 
た す 

と 助かり ます ] 

It would be a great help if you could send it by email as an 

attachment. 


希望 能 使用 申 子 記 件 附 件 形式 秋 辻 来 。 
本 所 本 妊 早 避 付 呈 可 寿 伸 軸 王 中 烈 樹 ロ . 


ぎょ う 


9 行 目 


日 目 (p.40~ p.41) 

いも ん だ しい 間 1: ら 問 ら : 4 

手紙 の 場合 は 、 。 事 節 の あい さ つ が 必要 だ っ 
た り 、 名 前 の 位置 な ど が 決ま っ て いた りす る 
の で 注意 する こ CR 


When writing letters, seasonal greetings are required and 


the position of the name is fixed. Be careful with letter 
writing conventions such as these. 

写 信 的 情況 下 , 需要 有 季 各 性 的 同 候 滞 , 近 和 需要 注意 姓名 
的 志 写 位置. 

刀 ス | | 千 引 記 到 笠 外人 フト 雪村 , 
9] 久司 諸 別 ら 王 坪 季 引 曹 及 . 


<] 言 引 引き 


別 
冊 
解 
管 


湯 


[大 き な お な か を 抱え て ふ NI 
YE 


She was puffing and panting because she was pregnant. 


le 


旭 叶 叶 旨 言 香 谷合 習 相 4 多 耳 . 
ぎょ う め いっ か 

8 行 目 「 一 家 そ ろ っ て 」 

the whole family 

挙 家 


間 利 cl 豆 千 md 


日 目 (p.48 ~ p.43) 
ED 問 1:4 問 ら :3 
12 行 目 「 メ ー ル に て | ミニ メ ー ル で 


訪日 目 (p.44~ p.45) 

も ん だ いり 問 1: 3 問 8:4 

4 行 目 「 ど うい うわ け か 」 = 理由 は わか ら 
NN 


BE 上 LE (p.46 ~p.47) 


GID 問 1: ら 問 ら : 3 


日 目 (p.48 ~ p.49) 


(1) 問 1: ら 問 ら :4 
3 行 目 「~ た と ころ 」 
When (we) .. 

ーー 財 完 

へ 和幸, 本 > 


ぎょ う 


7 条 目 「 こ させ て いた だ きま し た 」 = 
し ま し た ] の 謙譲 語 。 と て も 丁寧 
な 言い 方 。 

This is the humble form of ‘shimashita’. It is a very polite 


expression. 
「 一 し まし た 」 的 途 秘 河 , 非常 事 重 的 表 芝 方 式 。 
「 一 し まし た 」 引 有 且 9 . 可 馬 を 幹 正当 . 


(2) 問 1:1 問 ら : ら 

2 行 目 [この 際 に は 

At the time of ... 

ー 的 時 候 

ー 枯 中 モ 

ぎょ う め じ か い 還 に 2 是 記 ち お 林 ラ の 

3 行 目 | 次 回 も ぜひ と いう 志 が 多く 上 が っ 
て お り ま す 。」 


Many people have expressed their desire that you Speak 
again next time. 

和 近 多 人 鈴 公 要求 「 下 次 也 一 定 要 ! 

中 台中 正 避 な 析 相 季 及 2 相 計 本 言 二 引 丸久 谷 ロ 
中 . 


第 4 週 新聞 を 読も う 「 


叶 日 目 (p.50 ~ p.51) 


AD 問 1: 1 問 ら : ら 
見 出し NN - 夜 」 = 


場 の 火事 の た め に 窓 を 閉め 切っ 
て 、( 住 民 は ) その 座 、 眠 る こと が 
ぐさ が が うだ た 。 
As a result of a fire at a tire factory, residents closed their 
windows and were unable to sleep that night. 
由 干 総 胎 エ 的 火災 , 共 団 了 逢 戸 。( 居民 ) 那 不 晩 上 , 元 
法人 睡 。 
6 赴 旬 可 下 中 生生 豆 千 忌 , ( 務 思 を ) ユ 
, 笠 言 和 毛羽 呈 . 


ら 日 目 (p.52 ~ p.53) 
じゅ ん び 7 


ぎょ う め ちょ うえ ん 
1 行 目 「42 兆 円 」 = 本 
42.000,.000.000.000 円 


問い : 2 
1 行 目 [貿易 相手 国 」 


country which receives (JaDan'S) exports 
貿易 伏 伴 国 
時 人 本 


3 あい て さき べ っ 
グラ フ の タイ トル 「 相 手先 列 」 
Broken down by recipient country 
伏 伴 別 
sc} 


目 (p.54 ~ p.55) 


GAD 問い : 4 5 
タイ トル 「 ス トレ ス を 感じ て いる と き の 食事 
量 の 変化 ] 


Change in quantity of food eaten when under stress 
感受 到 庄 力 時 食 量 的 変化 
低下 司 登 と 分 本 引 2 グ 穫 き 相 叶 


店) 


$ 「 食 事 量 に 変化 が ある 」 と いう の は 多く 
な る ] [少な く な る 」 「 多 く な る と きも 少な く 
な る と きも ある 」 の 3 つの 場合 を 言う 。 


There are three ways in which the quantity of food 


eaten may change: “increase’, ‘decrease’, or ‘sometimes 
increase, sometimes decrease’. 

描 述 食 量 有 変 化 時 。 一 般 用 「 変 多 」「 変 少 」「 有 時 変 多 有 
時 変 少 」 和 三笠 方 式 . 

「 記 人 末 引 四 穫 人 オ 尿 村 」 圭 「 直 e 和 4 時 」「 肝 引 24 串 」「 生 
9 ト 入 可 丘 的 ユ 9 可 久 可 駅 財 」 可 3 フト ス | 千 言 堅守 
下 . 


目 (p.56 ~ p.5 フ ) 


問 1: ら 問 ら :1 
ES 1 人 で 治まる 場合 は 、 8000 円 
志 ( ま な い 。 


If there is only one person staying in the room, the price is 
not 8,000 yen. 

一 剛 房 一 介 人 住 的 時 候 不 基 8000 日 元 . 

悦 時 el を 号 含 用 千 引 記 8000 lo] 9H 叶 . 


日 目 (p.58 ~ p.59) 


ぎょ う め 3 お リ 
3 行 目 「 う ち は 無 理 ね 。」 
It's impossible for us. 


我 何 入力 礁 員 . 
す 本 入選 早 避 還 8. 

問い : 1 

を グン ボー ル は を 部 で 50 個 まで 無料 で ある 。 


Up to 50 cardboard boxes are provided free of charge. 
録 箱 50 介 以 内 都 十 免 東 的 。 
平 普 え | モ 和 早 刑 剤 50 | 外 ス | 早 如 引 世 . 


日 目 (pb.B0-p.61) 
問 1: ら 
問 3: ら 


問 ら : 1 
問 4: ら 


Z 日 目 (p.62 ~ p.63) 


(1) 問い : 2 
見 出し Me で の 得 」 = 事件 の 昌 


0 彩 寺 で 


、( 小 中 学生 た ち が ) 心 に 楊 を 
うう て い る o 
The elementary and junior high school students were 
affected psychologically, as a result of the accident. 
由 填 送 次 事件 的 影 咽 , (中 小学 生 休 ) 心理 受 到 了 傍 害 。 
人 ト 旭 引 8 尾 ら 呈 , ( 条 才 相補 言 9| ) 叶 合 引 谷 剤 言 包 


下 
(a) 問い : 3 う じん こ そう じ ど こう た い 
選択 肢 「65 歳 以 上 の 人 入口 の 総 人 口 に 対す 


る 割合 」 
The ratio of the number of people 65 years old and over, 


compared to the total Dopulation. 
対 考 65 須 以 上 意 人 口 的 比例 
65 伸 | 人 せ 1〒 引 を 1 本 幹 骨 合 


別 
冊 
解 
答 
解 
説 


如果 是 空 困 的 時 侯 近 可以 
9 名 全 可 避 四 重 可 モ 


第 5 週 新聞 や 雑誌 の コラ ム を 読も う 
' 1 日 目 (p.64 ~ p.65) 
も ん だ い / 間 1:4 問 ら : ら 


2 丁目 「 今 回 は ギタ リス ト 2 人 と ピア ニ < 
ト と 一 = 緒 に に ぎ や か ほ (演奏 を す 
る ) どい 9 と 穴 記 | 


This time she will give a lively performance accompanied 
by two guitarists and one pianist. 

送 次 是 西 介 吉 他 手 和久 葬 家 一 起 演奏 . 

9] 記 相 下 2] 征 司 会 下 2 叶 斗 杭 o[H 全 芋 フ | 吾 列 き 有 有 剤 ( 
販 季 言 寺 叶 ) モ 冊 引 叶 . 


ど 日 目 (p.66 ~ p.6 フ 7) 

ED 問 1:3 問 ら : ら 

10 行 目 定義 ] と いう も の は どう いう も の 
が を いつ の この 人 (は ん UL お 
る が 見 えて くる の で ある 。」 


Although the notion of what a “definition' is is obscure, it 
[gradually] becomes clearer. 

所 週 『 定 叉 』 指 的 是 、 由 蒙 憧 到 清 慈 。 

『 記 相 」 嘩 列 9| 可 四 2 中 2| , ] 習 英 叶 る | 村 4 叶 午 用 見 
| 思 叶 . 


っ T 昌 (p.68 ~ p.69) 


問 1: 2_ 問 ら : 4 
7 行 目 A 
の 5 


Apparently they were left there by the high school 
students. 


好 像 量 那 條 高中 生 劉 下 的 赤西 
ユ エエ 号 慎 対 舎 o] 呈 ク ユエ 社 久 諸 圭 . 


ia 日 目 (p.70 ~p.71) 


じゅ ん び 
きょう め お や 
5 行 目 「 親 が に らん で くる ん で す よ 。」 
The parents glare at you. 
父母 会 責 怪 的 叶 . 
早 豆 人 本則 | 科 e[ 半 中 ロ 外 き . 


GP53D 問 1: ら 
下 の 彼 2 行 目 
[すい て いる と き な ら と も か く 、」 


Evenifit's OK when the train isn't full .. 


問 ら : 1 


5 = (p.72 ~p.73) 
問 1: 4 
3 行 目 


問 ら : 1 

「 今 回 の ミ ょ ス は 、 似 た 名 前 の 別人 に 
間違っ た 薬 を 点滴 し て し まっ た と い 
う も の で ある 。」 


This time the mistake was that an infusion of medicine 
was given to the wrong person 一 - to someone with a 


similar name. 

cg 介 人 打 僧 本 点滴 。 
| 昌久 全 | 言 o] 本 大寺 叶 言 人 届 引 2 計 替 時 | を 
きき x A 


6 日 目 (p.74 ~ p.75) 


池 術 目 購 必 で GOESIUCN め の] 

bumpy 

凹凸 不平 

健 号 号 号 邊 呈 

2 行 中 「 だ っ て ね 」 = 「 な ぜ な ら 」 
理由 を 言う と き の 、 くだ けた 言い 方 


colloquial expression used when giving a reason 
池 明 理由 時 前 、 口 午 化 的 刀 法 。 
9| 芋 言 嘆 童 叫 引 届 理 自記 
きょう め た だ ちきゅう ぎ 
7 行 目 「 正 し い 地 球 儀 は ツル ツル で な けれ 
ば いけ な い 」] 


An accurate globe would have to be smooth. 


好 的 地球 伺 必 須 是 区 溜 潤 的 . 


叶 言 | 呈 叶 言 W 言 lcE 旭 叶 . 
間 1:1 問 ら 8:3 


< キロ Evax 地球 の 規模 か ら 見 


る と 大 し た 距離 で は な い 。 ) 


Compared to the size of the earth, 300 kilometers isn't a 
big distance. 

最 遂 是 300 公 里 , 但 仏 地球 的 規模 看 井 不 是 太 大 的 距 高 . 
800km 避 避 エ , スエ 〒] 〒 豆 引 人 | 豆 叶 本 宮井 2 d ト 
ロゴ . 


日 目 (p.76 ~p.77) 
①) 問 1: 1 問 ら : 3 
る 1 行 目 「 カ メラ マン | は 和製 英語 で ある 。 


‘Kameraman’ is a Japanese word borrowed from English. 


「 カ メラ マン (撮影 族 )」 是 日 造 英知 . 


「 カ メラ マン (本村 國 )」 人 を 8 是 引 人 中 革 gg] 陸 . 
6 行 目 「 複 典 が 進み 、 i 


る 二川] 


Recovery is proceeding at Furukawa and the town is taking 
On a neW appearance. 

放 戚 向 菜 、 新 街 拓 寛 的 古川 

時 き 9| 客 型 選 ] , 誠 豆 鐘 介 人 オス 2 乙 引 | モ 古川 


第 6 週 日 記 や 小説 を 読も う 


One is reminded of the events that occurred here ten years 
ago as though they happened yesterday. 

十 年 前 在 送 里 送 生 的 旧事 伯 億 是 昨 天 肥 生 的 一 般 。 
10 避 神 , 屋外 可 2| 人 | 当 ] 基 避 針 | 引 剤 引 
四 る 言 叶 . 


(2) 問 1: 4 問 ら : ら 
2 行 目 [抱い て な ら OK だ 。」 = 抱い て いれ 


( ポ 示 人 ト の 中 に 犬 を 連れ て いく 
の ACGSk の 5 


| 


G 日 = (p.78 ~ p.79) 


8 行 目 [と も ん 。』 ニン か ら 、 


る 「 だ っ て 、 も ん 」 と いう 形 で よく 女性 や 
子 ど も が 使う 。 


This is a form commonly used by women and children. 
「 だ っ て 、 一 も ん 」 女性 、 ル ル 童 用 浅 

「 だ っ て 、 一 も ん 」 引 慎 習 可 豆 可 8 引 け HelZ ト オモ 参 
| 

EID 問 1:4 問 a:4 


日 目 (p.80 ~p.81) 


2 宇目 「 お ご ら さ れる 」 


made (forced) to pay for the other person 


被 迫 疹 客 
(仁多 名 可 dl 多才 設 c] ) 人 盾 中 
G773 か 間 1: 問 ら : ら 


日 記 の 場合 は 、 a と で も 辞書 形 で 書 
く こ と が ある 。 


In diaries, past events are sometimes described using the 
plain form of the verb. 


在 写 日 品 的 時 侯 辻 去 朋 生 的 事情 可以 用 党 体 号 
9 や , 芽 旭 | A991 司 久幸 9 旦 澄 可 外 釣 呈 ・ 


日 目 (p.82 ~ p.83) 


3 行 目 「 だ か ら っ て | = だ か ら と いっ て 
753 の 問 1:G 問 ら :4 


g 日 目 (p.84 ~ p.85) 


ED 。 
6 行 目 「 い まさ ら ve 」 いま さら 会 お う 
と は 思わ な い 


At this late stage I have no interest in meeting her. 
到 現 在 就 不 会 想 児 面 了 。 
9] 剤 早計 中 呈 避 ユ モ 介 合 計 ス | 登 モ ロ . 


も ん だ い ) 問 1: 問 ら : 3 
13 行 目 了 陸 和 ニー まだ 会 っ た こと が 
な い 姉 


別 
冊 
= 
解 
説 


目 (p.86 ~ p.87) 


問 1:1 問 a:3 

は だ 0e 帝 な y い Jo に 、 
の さび し さ を 了 胸 し て 、 私 の こと を 
逢っ て くれ て いる の だ 。] 


She is only in the sixth grade, but she covers up her own 
loneliness for my sake. 

昌 然 乏 具 基 人 小学 六 年 銀 学 生 , 他 把 自己 的 孤 単 埋 在 心 里 , 
却 来 基 心 我 的 事情 。 

9d} 生 せ 中 台 6 結 旧 9 本 , 
刀 右 季 抑 記 更 引 F . 


BE 上 (p.88 ~ p.89) 


人 視 引 記 坪 谷合 樹 フ エ 本 語 


問 1: 4 問 ら : 3 
8 行 目 [ ほう わけ が な いじ ゃ な いか 」 = 総 
対 に 思わ な い 


日 目 (p.90 ~ p.91) 
問 ら : 3 
問 4: ら 問 5:1 ト 

を 若い と き に は 、 自 分 の 絶望 し た 姿 を 和 想像 で 
き な い も の だ 。 


When one is young, one can 't imagine oneself in a state of 


問 1:3 


問 3: 3 


despair. 
年 経 的 時 候 , 元 法 想 象 自己 第 望 的 梓 子 。 
如 合 可 , 介入 叶 電 豆 合 全 な な 符 そ 到 王 有 引 中 


第 7 週 エッ セイ を 読も う 


l 上 (p.98 ~ p.93) 


くる ま 
2 行 目 「( 車 ) だ ら け 」 = ( 車 ) が た くさ ん 


x 
ある ※ よ く な いこ 1 


ち で 使う こと が 多い 。 
※“.… darake’ is often used when one thinks something is a 
bad thing. 
※ 鍵 常 使用 在 表示 不 好 的 事情 上 。 
※ 季 | 飼 守 当 9] 叶 | 是 ら 坪 人 千 芋 李 フ ト 登 呈 . 


問 1: 3 問 ら : ら 
5 太目 re ち に 」 


before you know it 


不知 不覚 地 


| 


を テレ ビ の 普及 も 大 きい 2 雷 が あっ た が 、 
の 文章 は | 丁 の 普及 に つい て 述 ボド べ て いる 。 


The spread of television had a great impact, but this article 
is particularly talking about the spread of information 
technology. 

対 皿 視 的 普及 也 有 人 視 大 的 影 咽 , 基 篇 文章 就 資 迅 技 木 的 普 
及 逃 行 了 岬 述 。 

TV ご 号 言 評 呈 9 圭 9| 所 気 和 | 中 
相 村主 人 樹 村 エ 叉 寸 . 


, 9 豆 オ を TT 此 号 


る HE (p.94 ~ p.95) 

問 1: 1 問 ら : 4 

6 行 目 「 や る 気 に な っ た も の を ある 邊 度 
消 に する の は 上 人 党 で し ょ う 。」 


If you're interested in something, it’s fairly easy to learn to 

do it to areasonable level of proficiency. 

把 想 克 的 事情 用 某 衝 形 式 表現 出来 記 坊 比 六 筒 単 叩 。 

王 引 年 ら 呈 る エ 引 科大 下 ス | 邊 下 2 叉 引 赤 公社 呈 
生 有 蛋 呈 . 


10 行 目 「 そ の 倍 の 時 間 が か か っ た と し て も 
10 年 (で マス ター で きる )。」 


Even if it takes twice as long, [you can master it] in 10 
years. 


即 使 花 了 那 久 多 倍 的 時 同 花 10 年 ( 就 可以 精通 、 熱 和 ) 
ーー 中間 中 10 四 ( 引 中 全 色 ) 


= (p.96 ~ p.97) 

間 1: 1 問 ら : 3 

1 [次 人 は 「 ぬ すっ と J と も 読む 。 
2 行 目 「 た と え 泥 棒 で あっ て も 30% 《 らい 
は 納得 の で きる 理由 が ある ]」 


Even in the case of a robber, one can accept 30% of the 
reasons (for his actions). 

就 算 是 小 倫 也 有 30% 的 理由 可以 接 受 。 

名 号 記 写 9] 村 恒 30% 所 呈 号 幹 陸羽 王 9] 重 外 


11 行 自 際 れ な ど は 被害 者 を まっ た く 信 前 
扱い せ ず 、 効率 の み を 考え た や り 旋 
で ある 。]| 


They treat people as if they aren't even human, only 
thinking of efficiency [i.e. the most efficient way to get 
what they want]. 


送 欧 完全 没有 把 被 害 者 当 人 対 待 。 伯 人 具 考 虚 了 区 率 。 
選 避 條 言 入札 社 刊 主計 | 絡 丸 , 青 聞 叶 人 記 


日 目 (p.98 ~ p.99) 
問 1: ら 


問 ら : 3 


a, 


日 目 (p.100 ~ p.101) 


きょう め こう [7 ) 
7 行 目 「 よ く な い 行 動 に 
It leads to dehnquency. 
和 不 良 的 行 訪 相 共 
才 | 守る 選 ら 中 ol9 和 4 中 


つなが る ] 


問 1:4 問 ら :1 


論説 文 を 読も う 


昌 (p.108 ~ p.103) 
問 1: ら 問 ら : ら 
2 行 目 een ろ 」 


these days 
送 段 時 同 


ス | 召 ら 足 記 


ぎょ う め 
10 行 目 「 あ りえ る ] 
It is possible 
可能 
に に 


プ 日 目 (p.104~p.105) 

問 1: ら 問 2:4 

問 3: ら 問 4:1 

4 行 自 「 気 に な る よう な 女 が 勝 に 座っ た ら 
仕事 に 身 が 入ら か \ は ず だ 。」 


If a pretty girl were to sit down beside me, I wouldn’t be 


able to concentrate on my work. 
喜 区 的 女士 季 在 友 辺 。 可能 就 元 法 投入 工作 了 。 
中信 王 記 引 人 オト 幸人 ら 四 。 旨 q| 入 を 9| 婁 中 。 


ぎょ う め し ご と 
21 行 目 「 仕 事 ど ころ で は な か っ た 。」 
TI couldn't work 
元 法 工作 
当 幹 谷 尋 9| do 羽生. 


を 筆者 は 、 周り が うる さい こ と が いち ば ん 困 


2 EC の 


The writer thinks that the worst thing is when the people 
around him are noisy. 

第 者 紋 罰 最 感 到 麻 的 忠 周 国 的 味 

過 介 , 巴 対 人 2 婦 可 人 を 人 ト 人 せ 層 店 ロ エ る 合計 ユエ 
久 寸 . 


ーー (p.106 ~ p.107) 


間 1: 2 問 ら : ら 
i ワー ド は 「 ホ ルム アル デ ヒ 
ド 」 で ある 。 


The key word in this article is 'formaldehyde. 
本 文 的 共 鍵 同 逢 「 甲 酸 」。 
9] 理名 妃 久 王 記 「 壮 語 守 可 本 三 」 引 呈 . 


紀 二 (p.108 ~ p.109) 

問 1: 2 問 ら : 2 

く の よう な を 人 あき 
種類 ある わけ で は な い の で 注意 。 


Note that when you buy commuter tickets like these, there 
aren treally two types (two prices) to choose from. 

甘 授 梓 的 回 数 巻 時 、 要 注 意 補 陸 上 井 没有 二 介 笠 美 . 

9] 尋 到 全 妊 舎 告 お 千 , 銘 剤 中 〒 ぞ 呈 | 誠 和 4 モ 登ら 王 
テテ ァ d. 


実際 は 2 


別 
冊 
解 
管 


に 


3 (p.110 て p.111) 

問 1:4 問 ら a: 8 

7 行 目 [場合 に よっ て は 呼 困難 で 死ん で 
し まう こと も ある の だ 。」 


In some cases people die as a result of breathing 
difficulties. 

有 民 時 候 , 也 有 因 呼 吸 困 誰 死亡 的 。 

ガ 和 〒 引 中州 記 る 音 刀 叶 ら 呈 和合 可 丘 外 叶 . 


i4 日 目 と 


e939 問 1:1 問 GE4 
2 行 目 0 リ り し た も の だ 。] = 以前 
は よく 薬 を 飲ん だ 。 


戸 日 目 (pb.114-p.115) 


CD 問 1:4 問 ら : . 

1 行 目 MA この は 学生 や 主婦 を 除 
A 15 歳 か ら 34 歳 の 人 た ちの うち 、 
主 に パー ト や アル バイ ト を し て いる 
人 た ちの こと を 言う 」 


‘Freeters’ are people between the ages of 15 and 34, 

excluding students and housewives, who are engaged in 

Dart time or casual work. 

自由 駅 並 者 是 指 除 了 学生 、 家 庭 主 刀 15 逐 到 34 錠 之 同 

的 人 兼 駅 或 打 工 的 人 。 

5 中 介 9| 生 早 言 剤 引 圭 15 唱 34 刈 包 人 壮 言 
, 配本 19| 叶 G 呈 中臣 言 村人 AT 間 言 人 民間. 


ぎょ う め な ん 
6 行 目 [何と いっ て も ] 


the main factor 


不 管 邊 送 

選 叶 避 エ 

ぎょ う め ろう どう リ ょ 

8 行 目 [突い 労働 放 を フリ ー タ ー に 求め て 
さり の の Ee 驚く べき フ 


リー ター の 増加 を 招い た の で ある 。」 


The desire to use ‘freeters’ as a cheap form of labor 
brought about this amazing increase in the number of 
"freeters'. 

廉 伯 的 却 区 力 呈 求 自 由 恥 並 者 . 会 造成 自由 駅 並 者 的 出 
増 。 

誰 社 を 選 合 
9 王 可 村 き T 計 


到 本 呈 相 列 針 英 人 及 9| , 引 豊 誕 童 登 叶 言 
野本 列 引 呈 . 


お 日 目 (pb.116p.112) 

758 の 0 問 1: 1 問 ら : ら 

11 行 目 「 大 半 が 消え て いっ た と じ で も 革 か 
な り の 数 の 新しい 言葉 が 残る の で は 
な い だ ろ うか 。」 


Even if most of them disappear,a lot of new words will 
probably remain. 

就 算 大 半 都 消失 了 , 因 坊 芝 有 相当 数 量 的 新語 江 保 留 下 来 
蝶 。 

還 革 足 9| 外 引 麗 寸 避 エ , 
旦 外 . 


すす 生 可 人 A 角 1 号 モ AE cH 


7 日 目 (p6.118~p.119) 

問 1: 1 問 ら : 3 

間 3: 4 間 4: 4 

る レム 本 (脳波 が ' 北 、 眠 リ を 示す ) の どき 
に 、 夢 を 見 る 。 比 い スト レス が ある と き 、 レ 


じ か ん 


^ 可 眠 が 長く な る 。 つま り 夢 を 見 て いる 時 間 
が 長く な る 。 


Dreams occur during REM sleep (when brain Waves 
indicate shallow sleep). During times of high stress 
REM sleep is 1onger. In other words, more time is spent 
dreaming. (REM is an abbreviation for Rapid Eye 
Movement.) 

浅 睡 眠 時 ( 勝 皿 波 的 浅 睡 眠 状 恋 ) 会 位 其 。 在 圧力 大 的 時 候 , 
浅 睡 眠 時 同 変 区 。 也 就 是 仔 其 時 同 変 KK. 

REM 全 思 ( 選 芽 | 符 を 企 思 舎 す 征 届 ) 人 | 妊 舎 せ 叶 . 
オ 入 へ 王 司 ト 的 合 可 , REM 年 思 | 娠 引 入 中 . 人 吾 
合 ヤギ エ 駅 モ 人 | 社 9| 婦 引 イロ . 


まとめ テス ト 


問題 1 (p.120~p.122) 


hl1 3 L14 4 4 [6] ら @ 

9 行 目 | あな た が 誰か を 愛し て いる と ま 
3 

1magine that you love someone. 

優 疫 信愛 着 某 介 人 。 


す 人 cl 〒 言 本 叶 狗 器 エ 憶 舎 品 中 . 


ぎょ う め あい じ 
11 行 目 愛情 が 子ども を 室 息 させ て いる ] 
Love can be suffocating for a child. 


愛情 辻 彼 子 窒息 
引 o] oHe] 言 和弘 介 れ 中 . 


ぎ ょ うめ あい み 
13 行 目 「 愛 され る 身 に な る と ] 
T you are on the receiving end of love 


如 昌 被 愛 的 和 
穫 呆 世 等 | 林 思 


17 行 自 「 高 う は 」 = あな た が いや だ と 思っ 
て いる 男 は 


ぎょ う め お 
20 行 目 [押しつけ]」 
pushy (behavior) 弾 迫 な & 


25 行 目 「 愛 する こ 1 32 
相対 的 な も の だ 、 に 2 いつ) 
くだ け の 頭 を 持っ て いな く て は な り 
ませ ん 。」 


You must always remember that loving and being right are 
relative things. 


共 胸 里 必須 起 偶 有 基 欄 的 意 和 伏 。 愛 , 真正 的 愛 一 定 是 相対 


(p.181) 

6 行 目 「 愛 が 絶対 な の は 独 様 だ け で あっ て 、 
愛 が 人 を 傷つけ る 場合 も ある の で 
ミ 胡 


Only God is absolutely loving. There are hmes when love 
can also hurt people. 

具有 神 的 愛 オ 基 第 対 的 , 愛 有 時 会 伏 害 人 . 

人 l 届 9| 姓 可 1 烈 人 名 介 王 g] 革 , 刈 圭 9] 久 表 


モ る 生 約 舎 . 


舎 | 


問題 (p.183~ p.125) 

(m3 m4 EME 

5 行 目 1「 ズ ビー チチ が 上 達し て いく の は 何 
度 も 場数 を 踏む こ と で 緊張 し に * < 
な る た めで も ある が 、 それ 以上 に 、 
の ポイ ンド が * 体 で わか っ て くる 
た めで は な い だ ろ う か 。」 

One’s public speaking skills improve with experience. One 

becomes less tense, but perhaps even more importantly, 

one gets to know instinctively what points will be well 

received. 

演 琲 変 得 越 来 越 好 , 有色 常 朗 育 面談 得 不 容易 此 漠 的 送 方 

面 原因 , 除 此 以外 更 重 要 的 原因 近 在 干 自身 掌握 了 要 領 蝶 。 

本 オト 今 友和 及 人 品 選 2 居合 を 避 , 思 2 オ 引 思 

局 引 征 名和 4 叶 , コ 2 引 分 ら 呈 分 可 員 9| 圭 9 ト 登 叶 埋 

昼 昼 合 早 ら 呈 堂 剤 羽沢 | 可 豆 名 o ト 紀 多 . 


14 宇目 「 し ゃ べり と いう の は 何 も パ ー テ ィ 


会 場 だ け で する も の で は な く 、 会 


よう れい | ふ だ 


生 の 朝 多 や 最 引 沈 と の 会 甘 な ど 半 向 
か らし て いる も の 。」 


Conversation is not something that is restricted to Darties. 
We do it every day at the company’s morning assembly, or 
when we talk to our clients. 

章 話 不 是 仁 在 腸 会 上 需要 , 在 一 般 公 司 的 朝会 、 和 客 戸 的 
交渉 中 都 需要.。 

し ゃ べり 民 号 婁 本 本 加 選 分 引 中 邊 王 及 9| o ト ロロ 千 , 選 
AF 引 季 司 寸 久本 対外 名 可 慎 豆 羽 本 村 朱 モ スス 


15 行 目 日頃 の 会 話 の 中 で も 、 自分 の ネタ 
が ウケ て いる か どう か を 客観 的 に 判 
航 す る よう に 意識 する こと が 肝 ぶ で 
ある 。] 


The important thing is to be careful to objectively assess 
whether what you are saying is being understood. 


在 平時 的 会 括 中 。 客 況 地 章 断 自己 的 笑 題 是 否 被 接 受 赴 非 
常 重要 的 。 


選 全 可 慎 者 紀 久 和 9] cloHZ] 言 人員 cl 才 oHa モ 2 
鍵 9] 計 2 言 刀 千 作る 評 習 中 和正 号 可 人 中 有 | 可 そ 


ぞ を 8 引 叶 . 


ぎょ う め けい ぞ く ちか ら 
19 行 目 「 継 続 は カ な り ] 
Practice makes perfect. / Continuity is the key to success. 
堅持 葉 毅 放 


用 人 を 誠 9] 雪 中 (天下 村 肌 o| き & 引 中) 


別 
冊 
解 
管 
解 
説 


(@) hq3 hl4 


し ん せつ りょう し ん き 


5 行 目 [親切 で 良心 的 」 
kind and conscientious 

奈 切 的 、 良 心 的 
入社 引 年 宮 久 


問題 (p.126 ~p.129) 

(1) E23 

を 夫 は 、 その 日 が 凄 の 誕生 日 だ と いう こと 
を 忘れ て いた の で 、 プ レ ゼ ント は 用 意 し て い 
が が か 5: 

The husband had forgotten that it was his wife's birthday 


that day, so he had forgotten to buy her a present. 


丈夫 恋 志 了 那 天 是 妻子 的 生日 。 因 此 滋 有 准 各 礼 物 
する を コ は 9] ohl9] AA AE UA LD YYZ 可 
記 q 対語 を 笠 本 引 2| 登 和 中. 


(2) 1 

1 行 目 [自殺 RAED も の も 、 特別 に 
異常 な こ ざと CI は まな 手 を の ば せ ば 
すぐ と どく と ころ に ある 世界 な の で 
は ある まい か 。」 

There's nothing strange about suicide. You could do it in 

no time if you tried. 

自 恭 其 笑 也 不 是 仕 久 特別 昇平 且 常 的 事情 伸 出 手 不 就 到 

2 

4 和合 , 社名 2 阜 当 相 引 谷井 列 | oh 本 , 在 全 下村 

aa 

2 宇目 「 ひ ょ いと 気軽 に 道路 の 白線 を また 
“gle 人 は 日 党 生活 を 投げ だ 
お 州 罰 NE と で がい 。」 


It's not impossible to throw it all away. It'S as easy as 
striding over the white line in the middle of the road. 

像 艇 松 地 叶 国 道路 上 的 斑 号 銭 一 欄 , 人 何 也 不 是 不 可以 撤 
埋 日 常 生活 . 

ユ さ は 四 澤 旬 膨 王 引 娘 社 和合 旨 9] 外 ト 長 , 旬 表 9] 当 谷 則 司 合 
半 2| 引当 爪 人 午 劉 モ 胸 人 を oH 呈 . 


(3) 4 


